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　大陸一の栄華を誇るガルニア王国。その広大な王宮のエントランスに一台の馬車が停まる。

　御者の手でゆっくりと扉が開かれ、侍従が降車を助けようと進み出る。それを軽く諫いさめ、俺は自ら馬車に歩み寄った。

「お手をどうぞ」

「ありがとうございます」

　車内に手を差し伸べると小さな礼の言葉の後、遠慮がちに嫋たおやかな手が重なる。手と手が触れた瞬間、そのやわらかさとぬくもりに胸が騒いだ。

　エミリアの体がピクンと跳ねたように感じたのは気のせいだろうか。伏し目がちに落とされた目もとから頬にかけ、微かすかに赤く染まっているように感じるのも、果たして俺の願望が見せるまぼろしなのか。

　まるで縫い留められてしまったように彼女の一挙手一投足から目が離せなかった。

　……いかんな。これではまるで初めて恋を知った小僧のようだ。

　内心で苦笑しつつ、自分自身の感情になんとも言えぬ気恥ずかしさと、それを上回る狂おしいほどの高揚を自覚する。

　だが、それも道理だ。こんなにも愛おしいと思える存在に出会い、舞い上がらないでいられる方がおかしい。

　湧き上がる恋情の前には、未来の国王となる俺とてしょせんひとりの男。いとしい人の愛を得るため、真心を尽くすのみだ。

　わずかでも気を緩めればすぐに綻びそうになる口もとを意識して引きしめる。彼女の前で浮かれすぎ、醜態をさらすわけにはいかない。

　エミリアは俺に手を引かれ車外に出て、トンッと地面に足をついた。

　身長二メートルの俺より頭ふたつ分低い華きゃ奢しゃな体。太陽の下でアメジストより澄んだ紫の瞳を輝かせ、キラキラと光を弾はじくプラチナブロンドを揺らした彼女は、まるで妖精のよう。

「よく参られた。到着を心待ちにしていた」

　妖精を逃がさぬよう、取った手を離さないまま、努めて丁寧に語りかける。

「アドランス王国の王女エミリアでございます。お出迎えありがとうございます」

　エミリアはその目にわずかな戸惑いを滲にじませながら、膝を折って答えた。

　事前に聞かされていた通り、エミリアは十七歳でありながら、これまで社交の場には縁がなかったようで、そのカーテシーは宮中舞踏会を闊かっ歩ぽする女たちのそれに比べて少し拙い。

　しかしそれを補ってあり余るくらい不可思議な気品がある。微かな表情の変化やその物腰、彼女を彩るすべてが比類なく愛らしい。

「こんなに美しいあなたを妃きさきに迎えられる。俺は果報者だ」

　いとしいエミリアを前にして感極まった俺は名乗り返すことも忘れ、気づいた時には心のままを声にしていた。

　耳にした彼女は一瞬ぽかんとした顔をする。そんな表情すら愛らしい。

「――えっ!?　今、妃とおっしゃいましたか!?」

　エミリアがはたと気づいた様子で、驚きの声をあげる。

　目を丸くする彼女に、俺はフッと口もとを緩めてその場に片膝を突いた。

「俺はジークフリード・フォン・ガルニア。ガルニア王国の王太子で、あなたの夫となる男だ。我が妃よ、あなたを歓迎する」

　取ったままの小さな手を宝物を戴いただくように持ち上げて、その指先にそっと触れるだけの口づけを落とす。

　ピクンと指先が震え、俺を見下ろす顔が目に見えて朱色に染まる。初々しいその姿に、愛おしい想いが込み上げた。

　ところが次の瞬間、俺の手から指先が引き抜かれてしまう。

「ジ、ジークフリード殿下!?　なんということでしょう。わざわざ殿下が私などのお出迎えに……恐れ多いことです」

　エミリアは俺が自ら出迎えたことにうろたえていた。無理もない。彼女はおそらく、ここで自分が尊重されることなどないと諦あきらめていたはず。彼女が俺に対し身構えてしまうのも当然といえた。

　俺とて彼女の人となりを知る前は出迎えはおろか、その存在を捨て置くつもりでいたのだから。

　離れてしまった手のぬくもりを寂しく思いながら、俺は萎縮する彼女の心を解こうと柔和に笑んで口を開く。

「驚くのも無理はない。だが、あなたを歓迎すると言った先の言葉に嘘はない。俺たちはこれから夫婦になるんだ。他人行儀に呼ばず、俺のことはジークと呼んでくれ」

　俺の言葉にエミリアは唖然とした様子で、パチパチとアメジストの瞳を瞬またたかせる。

　愛らしい仕草に、俺は笑みを深くした。ところがそんな俺とは対照的に、彼女の表情は見る間にこわばっていく。

「殿下、過分なお気遣いをいただきありがとうございます。ですが、お名前は、やはり今後もジークフリード殿下と呼ばせていただきたく存じます」

　エミリアが口にした台詞せりふに、頭を鈍器で打ちつけられたような衝撃を覚えた。

　内心の動揺は激しかったが、なんとか表面上は平静を装う。

「なぜだ？」

「私は此こ度たびの嫁入りに際し、近い将来殿下がお迎えする正妃様と殿下の仲を邪魔するような真ま似ねは絶対にしないと心に誓っております。殿下を愛称でお呼びするのは、その誓いに触れてしまうと思うのです」

　動揺をひた隠して真意を問うと、エミリアは少し困ったように首をかしげながらも整然と告げる。

　彼女の弁に、俺は声を詰まらせた。それは初めて彼女に会った十日前、鎧よろいで顔を隠し、身分を偽った俺が彼女を牽けん制せいするべく口にした内容だった。

「あの！　ご安心ください。私はきちんと身のほどを弁わきまえております。ですから今後は、私への過剰なお心遣いは不要でございます」

　動揺して黙した俺に、彼女は微笑みの形をつくって口にした。

　輿こし入いれ旅の九日間エミリアと共に過ごした俺には、その笑顔が心からのものでないことなど瞭然だった。紛まがい物ものの笑みしか向けてもらえない自分がひどく惨めで、しかしそれを不満に思うことすらおこがましい。すべては己の行動が招いた結果なのだ。

　荒れ狂う感情の波を拳を握りしめて抑え、穏やかな表情を心がけて彼女に語りかける。

「待ってくれ。今回の婚姻について、俺と君との間に認識の相違がある。ひとまず君の部屋に案内する。そこで話をさせてくれ」

　平静を装っているつもりでも、つい語気を強めてしまう。しまったと思いつつ、彼女を前に激情を押し殺すのは難しい。こうなってくると、ちゃんと感じのよい顔ができているかも自信がなかった。

「とんでもない。これ以上、私ごときのために殿下のお時間をいただくわけにはまいりません。どうか案内は、侍女か侍従のどなたかにお願いしとうございます」

　エミリアの態度は丁寧ではあるが頑かたくなで、取りつく島もなかった。

　彼女を傷つけた言葉のナイフが、そっくりそのまま己の胸に突き刺さったかのような衝撃。旅の中で彼女の清らかな心根を知り、初対面でひどい台詞をぶつけてしまったことを悔やんでいた。だが、今ほど浅慮だった十日前の自分を恨んだことはない。

　幼少期より文武に優れ人心掌握に長たけていた俺は、立場こそ王太子だが五年前、二十歳はたちになった時から父王に代わって政務の実権を握っている。積み重ねた経験と知識に基づいて下した政治的な決断に、後悔の念を抱いたことは一度もなかった。

　それなのに誰よりも尊重し、慈しみたいと思う彼女を前にして、俺はひどくぶざまだった。後悔ばかりが胸の中でうねっていた。国内外に響く『氷の王太子』の二つ名とて笑いぐさだ。

　なんとかこの状況を変えようと唇を開くのだが、結局なにをどう言い繕ったらいいのかわからずに引き結んだ。

「エミリア様、殿下との顔合わせがお済みのようですね。あなた付きとなる侍女を紹介いたしましょう。その者が部屋まで案内させていただきます。どうぞ、こちらへ」

　気まずい沈黙を打ち破ったのは、俺の最も信頼する側近であり、乳兄弟でもあるハウイットだった。

「はい」

　俺が指示し、エミリアの輿入れ旅にハウイットを急きゅう遽きょ同行させた経緯があった。祖国からずっと旅程を共にし、打ち解けた関係のハウイットに促され、彼女はホッとした様子を見せた。

「それではジークフリード殿下、後のことは私が」

　エミリアを伴ったハウイットが短く告げる。人あたりのいい貴公子然とした奴は、その実かなりの食わせ者だ。

　澄まし顔の下で俺の窮状を面白がっているであろう乳兄弟に言いようのない怒りが湧くが、この場はうなずくことで応える。

　エミリアの小柄なうしろ姿は大柄のハウイットの体たい躯くに隠れ、見えなくなってしまう。遠ざかるハウイットの背中を苦々しく眺めながら、ギリリと歯噛みした。

　情けないが、俺はたしかにエミリアとの始まりを間違えたのだ。

　……だが、すべてはこれからだ。エミリアの信頼を、そして愛を勝ちうるために、ここからが俺の正念場。幸運にも彼女は俺の手中にある。

　誠意を尽くし、エミリアの心を動かしてみせる――！

　取るべき今後の行動を定め、きつく前を見据えた。










第一章　祖国の敗戦と呪われた王女の処遇




　私はアドランス王宮の王の間で、一段高い玉座に向かってひれ伏していた。

「エミリア、そなたの輿入れが決まった」

　全身をゴテゴテと下品なほどの装飾品で飾り立て、尊大な態度で玉座にふんぞり返っているのは継まま母ははである女王だ。彼女からかけられた第一声を、どこか他人事のように聞いた。

　……へぇ。

　一拍の間を置いて感じたのは、喜びでも悲しみでもない。ただ頭の中で『そうなんだ』と純粋な理解のみが広がる。

「ガルニアの王太子に側妃として嫁げ」

　そうか。どうやら私は実質的な人質として戦勝国に向かうらしい。前国王の妾めかけの子である私の厄介払いには最適な処遇だとひとり納得する。

　玉座から私を見下ろす継母は、もともと王家の外戚の出で前国王の妃だった。それが七年前、前国王の死去によって、幼い王太子が成人するまでの期限付きで暫定的に王となった。そんな経緯があった。

　……いくら期限付きとはいえ、この人を王位に就かせたのがそもそもの間違いだったのよね。

　アドランス王国凋ちょう落らくの未来は、きっと彼女の女王就任と同時に決まっていたのだ。私は床に伏した体勢のまま、一歩引いた目線で考察する。

　一年前、女王のひと声でアドランス王国は大国ガルニア王国に無謀な侵略戦争を仕掛けた。その結果それはもう物の見事に敗れ、我が国はあっという間にガルニア王国の属国になった。

　この処遇に女王は大層憤っていたが、客観的に見れば王族皆殺しにされたっておかしくない状況だ。属国とはいえ王国の名まで残すことが許されたのは相当温情ある処遇といえる。

　かの国の支配下に置かれるようになってわずか半年、民草の暮らし向きは格段によくなった。王侯貴族が独占していた特権や財産は早々に没収され、正しく民に還元される仕組みが敷かれたのだ。それらを考えると今回の敗戦とその結果である属国化は、アドランス国民にとって僥ぎょう倖こうといえるだろう。

　告げられた輿入れにも異論はなかった。軟禁場所がよそに移るだけで、特段悲観すべきことではない。

「承知いたしました」

　なにが女王の不興を買うかわからない。いっさいの感情を殺し、余計な動きをせず、低頭したまま静かに答えた。

「二週間後、ガルニアからの迎えが来る。それまでに荷をまとめ、身支度を済ませておけ」

「はい」

　……荷物、かぁ。

　従順に返事をしつつ、まとめろと言われた身の回りの品について思いを巡らせる。

　今身に着けている着古したワンピースのほかには、ぼろ布といって差し支えないほど擦り切れだらけのワンピースと寝間着が一着ずつ、肌着が二枚。あとは私を産んですぐに亡くなった母の日記と……。うん、私の荷物はそれがすべてだ。

　……あ、自作したポプリとハーブの種は一応持っていこう。

　私が離宮の庭でひそかに育てているハーブ。さすがに苗は持っていけないが、これくらいは許されるだろう。

「ふん。蛮国行きを聞かされても顔色ひとつ変えぬか。不気味なうえ、どこまでもふてぶてしい娘だ。のぅ、呪われた王女よ？」

　忌いま々いましそうに女王が問うが、なんとなく私の答えは求められていない気がして伏したまま無言を通した。

　すると下げた頭にバシッという衝撃がきて、額から髪の生え際あたりにジクジクとした痛みを覚えた。

　どうやら女王が持っていた扇を投げつけたらしい。そっと頭に手をやると濡れた感触がして、血が出ているようだった。

　……いけない。絨じゅう毯たんを血で汚しでもしたら、また面倒なことになるわ。

　慌ててポケットからハンカチ代わりの端は切ぎれを取り出して押しあてた。

「ハッ！　不愉快だ、これ以上そなたの顔など見たくもない！　さっさと出ていけ！」

「御前、失礼いたします」

　立ち上がると頭が少しくらくらしたけれど、もたもたしていては女王がさらに機嫌を悪くするかもしれない。

　最後にひとつお辞儀をして、逃げるように王の間を後にした。




　足を緩めぬまま廊下を進む。

　途中で幾人か城勤めの使用人らと行き合う。ある者は呪われた王女を見て恐ろしげに身震いして廊下の端に逃げ、またある者は血濡れの布を頭に押しあてて歩く様子に気の毒そうな目を向ける。

　畏怖や憐れん憫びん、同情などなど、使用人らの反応は様々だが、誰ひとり私に手を差し伸べようとする者はいない。かれこれ七年、こんな環境に身を置いてきた。だから今さら驚きもしないし、嘆くこともない。

《エミリア、大丈夫？　痛い？》

　女王と謁えっ見けんした王宮の中央棟を出て、私が暮らす傾きかけた離宮にたどり着いたところで、心配そうな声がかかる。直後、淡い発光と共に目の前に手乗りサイズの青年が姿を現す。

　彼は四大精霊のひとり、風の精霊シルフだ。新緑色のマッシュヘアがよく似合う可愛かわいらしい青年で、人懐っこい印象だ。精霊に年齢の概念はないらしいけれど、その雰囲気からすると私と同じ十七歳くらい。

　シルフは空中を飛ぶようにしてふわりと私の肩にのり、厚めの前髪の下から気遣わしげに見上げてくる。萌もゆるグリーンの瞳を見ていると、胸がほっこりする。

「ありがとう、シルフ。来てくれたのね。でも、そんなに深い傷じゃないし、もう平気。痛くないわ」

『痛くない』はさすがに嘘だが、大騒ぎするほどの怪け我がではない。心優しい精霊の青年をこれ以上心配させぬよう、微笑んで答えた。

《いけませんよ、エミリア。傷を水で流し、手当てをしましょう。さぁ、どうぞ奥へ》

　私の目の前に水の精霊ウンディーノ、通称ディーノが淡い光をまとって現れる。ディーノは長身痩躯で、銀色のサラサラの髪に透き通る水色の瞳を持つ美貌の精霊だ。その物腰から二十歳くらいに感じる。

　どこか神秘的で繊細な印象の彼は、いつも私を気遣ってくれる。ありていに言うと、かなり過保護だ。今もふわふわと浮遊しながら私の袖を引き、部屋の奥の長椅子を示している。

「ふふふっ、ディーノったら心配しすぎよ」

　口ではそう言いつつ、彼が私に向けてくれる細やかな心遣いが嬉うれしかった。

《なにが心配しすぎですか。万が一、あなたの顔に傷でも残っては大変です》

《はははっ。前々から思っていたが、ディーノはまるでエミリアの母親みたいだな》

　ディーノの背後でからかうようにカラカラと笑い声をあげたのは、赤銅色の短髪をツンツンと無造作に遊ばせた筋骨隆々の青年。炎の精霊サラマンダーだ。サラマンダーは豪快なお兄ちゃん気質で、ディーノと同じ二十歳くらいに見える。タイプはまるで違うが、私に言わせると彼もディーノに勝るとも劣らないほど過保護だ。

　そしてサラマンダーには周囲を明るくする力がある。彼といると笑いが絶えない。それこそ、軟禁生活を送っているとは思えないほどに。

《母親とは言い得て妙……》

　ぼそぼそとつぶやきながら足もとからヌッと湧いて出たのは土の精霊、ノーム。その落ち着きようから、二十代前半といったところか。スラリとした細身の体形で、栗色の長めの前髪から時々覗く切れ長の目は、琥こ珀はくみたいに綺麗な黄褐色だ。前髪で目もとが隠れているためやや表情がわかりにくいが、まとう雰囲気が穏やかでノームと一緒にいると心が安らぐ。加えて、言葉数こそ少ないけれど彼がくれるアドバイスはいつだって的確で、よき相談相手でもあった。

《うるさいですよ、サラマンダー、ノーム。あなたたちだって可愛いエミリアの顔に傷が残るのは本意ではないでしょうに》

《そんなのは当然だ。それにしても俺たちのエミリアに怪我を負わせるとは、あの女許せないぜ》

　ディーノの言葉にサラマンダーは即座にうなずき、憤ふん怒ぬをあらわにした。

　みんなはいつも淡い発光を伴って現れる。姿を見せるタイミングはまちまちだが、日に一回は必ず顔を見せてくれるし、私が呼べばいつでも飛んできてくれる。

　しかし私以外にその姿は見えておらず、その声も聞こえていない。ほんの幼い頃からあたり前のように存在していたみんな。私以外の皆は見えていないのだと知った時は驚いたものだ。彼らによると、私は〝精霊のいとし子〟というやつらしいが、詳しいことは今もよくわかっていない。

　精霊のみんなは人智の及ばない力を持っていて、私が〝お願い〟すればなんでも叶えてくれる。ちなみに私自身の安全や健康に関わることなどは、願わずとも彼らの方からなにくれとなく世話を焼いてくれる。彼らは皆、実にマメでかいがいしいのだ。

《あの女はいずれ己の所業を後悔する……》

　ノームが予言めいた台詞をぼそっとこぼす。なんだかちょっと不穏な響きだな……と思っていたら、シルフが頬を膨らませおかんむりの様子で口にする。

《いずれと言わず、エミリアが望んでくれたら、僕がすぐにでも木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばしてやるのになぁ》

《俺だって丸焼きにしてやりたいぜ》

《地中に埋める……》

《そういう物騒なことは言いっこなしですよ。私だって水に沈めてしまいたいのを我慢しているのですから》

　ディーノがシルフ以下三名をたしなめ、私にいたわしげな目を向ける。もっとも、そんなディーノ自身の発言も、ほかのみんなに負けず劣らず物騒だが。

《わわわ～！　ごめんね、エミリア。今のは言葉の綾あやで、もちろんエミリアが望まないことはしないから安心してっ！》

　シルフがハッとしたように私の肩にすがり、失言を詫わびた。ほかのみんなも一様に、心配そうに私を見つめていた。

　実は、私は七歳の時に習いたての〝お願い〟で父を喜ばせようとして失敗し、結果的に王宮の一角を爆風で吹き飛ばしてしまっている。不幸にもこの時壊れたのは継母たちが暮らす一角で、以来私は『呪われた王女』と継母から目の敵かたきにされるようになった。そうして七年前に父が亡くなってからは、現在の軟禁まがいの生活に追いやられているのだ。

　けっして彼らが悪いわけではないのだが、みんなは今も当時の一件に罪悪感を抱いているらしい。当の私はといえば、こうして毎日のようにみんなが顔を出しては手厚く世話を焼いてくれる今の生活にさほど不満はないというのに。

　……ほんとにみんな過保護なんだから。

「シルフ、謝らないで。あなたが自分のことのように怒ったり心配したりしてくれるのが、私はすごく嬉しいんだから。みんなも、いつもありがとうね」

　順繰りにみんなを眺めながら、口もとには自然と笑みが浮かんでいた。私の様子にみんなも表情を和らげた。

《私たちは望んであなたのそばにいるのですから礼なんていりませんよ。さぁ、座ってください》

　ディーノに優しく促され、椅子に腰かけて前髪を上げたら、痛ましげに眉根を寄せられた。覗き込んだほかのみんなもその目に憐憫と憤いきどおりを滲ませた。

《あぁ、これは痛かったでしょう。染みたらおっしゃってくださいね》

　私がコクンとうなずくと、さっそくディーノが傷口に清涼な水をあて、丁寧にすすぎだす。

《エミリアのそばは比類なく居心地がいいんだ。だから断られたって俺はずっとエミリアのそばにいるぜ》

　サラマンダーは額からこぼれ落ちる水滴を器用に蒸発させながら断言する。ところで、床を濡らさぬ配慮だとわかるのだが、桶おけで受けるのではいけないのか。

　これまで何度訴えても《気にするな》のひと言で一蹴されてきたので今さら口にはしないけど、彼らは日頃から私のために力を無駄遣いしすぎだと思うのだ。

《うんうんっ。僕もずっとエミリアと一緒にいるっ》

　綺麗に洗った傷口をそよ風で優しく乾かしながら、シルフが満面の笑みで告げる。

《同感だ。よし、これでいい……》

　ノームが最後に殺菌消毒に優れた白い粘土で傷口を保護してくれた。

「ありがとう、みんな」

　心からの感謝を伝え、一拍の間を置いて再び口を開く。

「それでね、さっきの私のそばにいてくれるって話だけど、実は輿入れが決まったの。二週間後にはガルニア王国に向かわなくちゃならなくて。一緒に来てくれる？」

《もちろん（だよ）（です）（だぜ）（……）》

　勇気を振り絞った問いかけに、四人はさも当然とばかりに揃そろって首を縦に振った。

　……あぁ。恵まれてるなぁ、私。

　みんなには輿入れと伝えたけれどその実態は人質で、ガルニア王国でどんな扱いをされるかわからない。

　でも、私にはみんながいる。だから、どこへ行っても大丈夫。たとえ望まれない妃として冷遇されても、捨て置かれても、私はやっていける。

　……というよりも、放っておかれた方がむしろ気楽だわね！

「ふふっ。みんなが一緒なら百人力だわ。ガルニア王国でもよろしくね」

　周囲を浮遊する精霊のみんなに微笑んだ。










第二章　押しつけられた不本意な婚姻




　父王と大臣らとの接見を終えて政務室に戻った俺は、ギリリと歯噛みして吐き捨てる。

「不在の間にずいぶんと勝手な真似をしてくれた」

　海を渡った北方大陸にある友好国・バルデン皇国での外交を終えて帰国してみれば、父王と大臣らによって俺の婚姻が勝手に進められていた。しかも花嫁を迎えるための使者団はすでに王都を発ち、アドランス王国に向かっているという。こんなふざけた話はない。

　憤慨する俺に、乳兄弟で側近のハウイットが同情の滲む目を向ける。

「聞き及んでおります。まさか、よりにもよってアドランス王国の王女をジーク様の側妃に据えようとは。陛下も大臣らもずいぶんと早まった真似をなさいましたね」

　バルデン皇国に同行していたハウイットにとっても、この婚姻話はまさに寝耳に水。次代の宰相候補と目されるハウイットも驚きとあきれが隠せないようだった。

「そもそも、アドランス王国が仕掛けてきた侵略戦争を騎士団を率いて制し、戦後交渉の指揮を執ったのはこの俺だ。併合と今後の統治のための手て筈はずも完璧に整えていた。アドランス王国にとってもけっして悪い条件ではなかったはず。それがどうして俺が不在の間に婚姻などという話になった」

　我が国では古くから弓術が盛んで、俺自身も精通していた。騎士団を指揮する傍ら、俺が騎射でアドランス王国軍の総大将を射止め迅速に終戦、そして戦後会談へと持ち込んだのだ。

「どうやら我らの不在中、女王が再三にわたって婚姻の申し入れをしてきたようです。アドランス王国としては、婚姻という手段で少しでも宗主国とのつながりを強固にしておきたかったのでしょう」

　ハウイットはさらに続ける。

「加えて女王は、我が国に対し新たな資源採掘の可能性もにおわせたそうです。なんでも、アドランス王国北部の山でわずかな鉱物が発見されたとか」

「ハッ。地質的にあり得ない」

「ええ。仮に鉱物の発見が事実としても、データを見る限りまず大規模な採掘とはならないでしょう。陛下や大臣らもそれがわからぬはずはないのですが、あわよくばの思いが湧いたのかもしれません」

　政略結婚というのは、古来より国家間の和睦のためにたびたび用いられてきた手段だ。今回は新たな資源採掘という可能性もあって、父や大臣らは婚姻でかの国とのつながりをより強固にしておくのもありと考えたのだろう。とはいえ、愚国の王女を俺の正妃に据える決断はできず、それで取った苦肉の策が側妃としての輿入れ許可か。

　我が国は一夫一妻だが、法令により王族のみ側妃の存在が認められている。ただし近代的な考え方が浸透してきた昨今ではほとんど形骸化し、実際に側妃を据えていたのは三代前の王が最後だ。

「属国の王女など娶めとったところで我が国に益はない。雁がん首くびを揃えてそんな判断すらつかんとは笑いぐさだ」

　俺には到底信じがたい愚かな決断だ。大国のかじ取りにはおよそ向かない気弱な父と平和に浸りきった日ひ和より見みな大臣らを思い出して吐き捨てた。

「返す言葉もありませんね。とはいえ現実問題、すでに先方と盟約も結んでしまっています。この婚姻を今から覆すことは難しいでしょうね」

　特大のため息をつきながら、父を早々に隠居させておかなかった己の判断の甘さを悔やんだ。

「それで、アドランス王国から嫁いでくるのはどんな女だ？　お前のことだ、すでに調べているのだろう」

　優秀なハウイットのこと。俺の婚姻を聞かされてすぐに、嫁いでくる王女について情報をかき集めているはずだった。

「おや、興味がおありですか？」

　試すように聞いてくるハウイットに冷ややかな目を向ける。

「馬鹿を言うな。王女に個人的な関心はない。ただ、その人となりによっては対処のしようも変わる」

　俺の答えにハウイットは口角を上げてうなずくが、その瞳は欠片かけらも笑っていない。

「安心いたしました。いずれジーク様はしかるべき女性をご正妃に迎えることになる。万が一にも、側そば女めが先に孕はらんでは面倒ですから」

　一見気さくなようでいて、ハウイットはその実どこまでも合理的だ。俺への忠誠も、疑うべくもない。

　そしてある意味、この男は俺よりも割り切りがいい。万が一ハウイットが言うところの面倒ごとが起こった時、果たしてどんな手段を講じる気でいるのやら……。

「案ずるな。人質に気まぐれに手を出すほど俺は女に不自由していない」

　……そう。もとより王女に手をつける気などない。

　俺のいぬ間に勝手に決められていたのははなはだ不本意だが、敗戦国の王女の輿入れなど形だけで、その実態は人質だ。この婚姻はあくまで形式上のもの。いずれ正妃を娶り、側妃はいないものとして生涯離れの宮で飼い殺せばいい。そう、その存在を捨て置けばいいのだ。それについては、父王や大臣たちも同じ思いでいるようだ。

　ハウイットは『女に不自由していない』の件くだりで物言いたげにチラリと俺を見たが、なにも言ってはこなかった。

「なんにせよ嫁いでくるのは、あの大うつけの女王の娘だ。おとなしく離れの宮に納まっていない性質だと、策を講じる必要も出てくる」

　俺が脱線した話を戻すと、ハウイットが渋面で話しだす。

「アドランス王国の王女にはもともと『悪女』やら『呪われた王女』やら悪い噂うわさがつきまとっていたのですが、社交の場にいっさい出てこないこともあって不自然なほど情報がありませんでした。それで今回、戦後交渉でかの国に滞在していた担当官から噂の真相を聞いてきまして……正直、予想を超えていました」

　珍しく重い口ぶりのハウイットを前に、俺の眉間にも自ずと皺しわが寄る。

「なんだ、もったいぶらずにさっさと言え」

「十年前、アドランス王宮の一角が爆破される事件があったのですが、それを企てたのが当時七歳の王女だったそうです」

「爆破だと？」

　……七歳の少女にそんな大それたことができるものだろうか。

　真っ先に覚えたのは純粋な疑問だった。

「ええ、にわかには信じがたいですが。なんでも王女は幼少期から火で遊んだり、土や水で悪さをしたり、城の者は相当手を焼いていたようです。そんな中で起こったのが件くだんの爆破事件。以来、彼女は『悪女』や『呪われた王女』と呼ばれ離宮で軟禁状態になっています」

「ハッ！　恐れ入ったな。女王といい王女といい、あの国の王族はほとほと腐りきっている。やはり属国などとぬるいことをせず、今からでも王族を皆殺しにするか」

　戦中から戦後のかの国のやりようを見てきた俺は、女王が王を名乗る資格のないうつけ者だと十分に知っていた。ただし知略のない阿あ呆ほうな分、手綱を取ることはたやすく、属国とすることで十分に飼い殺せると判断したのだが。

「いえいえ、あの国は独裁国家ですからね。末端の王族にさほど非はありませんし、さすがに皆殺しは早計かと。……まぁ、女王には死んでもらってもよかったのですが、それはそれで近隣各国に対して不要に体面を汚すことになりかねませんから」

　半ば本気で言えば、ハウイットが真剣な面持ちで返す。正論だ。大陸において我が国の影響力は絶大で、それを考えると弱小国を相手に必要以上の制裁を加えるのはうまくなかった。

　それにしても、わずか七歳で王宮の爆破を企てるくらいだ。我が国でも厳重に閉じ込めておかねば、なにをされるかわかったものではない。

「離れの宮で飼い殺そうかと思ったが、よもや檻おりが必要とは。……それで？　爆破はどんな手段でなされたんだ？」

　悪態をつきつつ、同様の事態を防ぐべくさらに詳細を問う俺に、ハウイットはなぜか首を横に振った。

「それが非常に不可解なのですが、爆破の手段に関してはどんなに調べても『突如砕け散った』という以上の情報が出てこないのですよ。ちなみに当時七歳だった王女が泣きながらした謝罪の弁は『お父様のためにお城を綺麗にしたくてお願いしたら壊してしまった』とこうだったそうです」

「馬鹿な。それで納得できるわけもあるまいに。アドランス王国の奴らは雁首揃えてなにをやっている？　一国の王宮が爆破されたんだ。入念に調査すれば、少なくとも現場から火薬やなにがしかの薬品など、なにか見つかっているだろう」

「普通に考えればそうなんですけどね。ですが実際問題、十年前もそういったものはいっさい見つからないまま調査は終了。そんな不気味さも手伝っての『呪われた王女』という呼び名のようです」

　言いようのない憤りと焦燥が胸に湧く。加えて、俺の第六感が捨て置けないほどの違和感を訴える。

　ハウイットが裏を取ったのだから、聞かされた内容が事実なのは間違いない。だが、俺の中でなにかがしっくりこない。

　この違和感を解消するにはさて、どうするべきか……。

「ひとまず、王女を置く予定の離れの宮に格子をつけさせましょうか」

「いや、工事の算段よりお前が行ってこい」

「は？」

　唐突な物言いに、ハウイットがぽかんとした顔をする。

「その王女、どうにも気になる。だからお前が行って見てこい」

　どんなに些さ細さいな疑念や不安要素でも見過ごさないのが信条だ。それらの感覚を無視すると往々にしてよくない結果になるのを、これまでの経験で知っていた。

　さらに今回は覚えた違和感がかつての比ではないのだから、俺が打つべき手はひとつだ。

「なっ!?　よもや私に輿入れの一団に合流せよとおおせですか？」

　ハウイットがギョッと目をむいた。

「なにを驚く。出迎えの使者団が出立したのは昨日だ。単騎ならアドランス王国に着く前に追いつけるだろう。使者団の一員として輿入れ行列に合流して、王女の人となりを見てこい。それから、当然監視も怠るなよ。道中でも、なにをやらかすかわからんからな」

　ハウイットを行かせておけば、まず間違いない。腕も相当に立つから監視役にもちょうどいい。

「お待ちください。それは本当に側近である私の役目ですか？　……まさかとは思いますが、なにか他意があってのことではありませんよね!?」

　胡う乱ろんな目を向けるハウイットに、表情を引きしめてさっさと行けと扉を示す。ここだけの話、普段冷静なこの男のこういう顔を見ると溜りゅう飲いんが下がるというものだが、それは言うまい。

「なんのことかわからん。王の妃になる人物の人となりを事前に把握するのは、最側近のお前にとって重要度の高い仕事だ。それにお前は明日から休暇の予定だから、ちょうどいいだろう」

　一度出した指示を覆すつもりはない。

　頑とした俺の様子に思うところがあったのか、ハウイットはため息をひとつつき補佐官席の椅子の背にかけていたマントを掴み上げた。

「……いってまいります」

「ああ、頼んだ」

　俺にヒラリと背中を向け、政務室を出ていくハウイットのうしろ姿を見送る。

　さらに念には念を入れ、十年前の爆破事件の調査のためアドランス王国の王宮に配下の間かん諜ちょうも向かわせる。ハウイットの仕事に穴がないのはよく知るところだが、実際に人をやって調べさせれば新たな事実が上がってくる可能性も捨てきれない。

　……これで打てる手はすべて打った。ならばこれ以上、形だけ迎え入れる側妃のことで俺が気を揉もむ必要はない。不在中にたまった政務を片づけるとするか。

　椅子に腰を下ろし、さっそくうずたかく積み上がった書類を手に取った。




　当面はたまった政務をこなしながら平穏な日々を過ごした。

　そうしてハウイットの出立から数日が経ったある日。二羽の伝書鷹だかが政務室の窓をつついた。

　――カンカン。

　長く温めた椅子から立ち、奥の窓を開け放つ。昼前から急に降りだした激しい雨はすっかりやんでいたが、窓から見下ろす地面にはいくつも水たまりができて、雨の激しさを物語っていた。

「急な雨で大変だったな。ご苦労だった」

　鷹たちを労ねぎらい、足にくくられた小さな筒をそれぞれ外していく。

「これは王宮にやった間諜からか……どれ」

　先に開封したのは間諜からの報告書で、油紙で水濡れを防ぐ処理が丁寧になされた書面には、ハウイットが調査した以上の情報は出てこない旨が手短に記されていた。

　……ふむ、ハウイットが調べた後だ。実際に人を向かわせたところで、やはり新事実は出てこないか。

　腹心の優秀さを改めて実感しつつ、そのハウイットからの手紙が入った筒を開ける。

「……おいおい。ハウイットの奴、水濡れ防止の処理を忘れるとはどういうつもりだ」

　雨は筒の中まで浸透し、取り出した手紙はぐっしょりと濡れそぼってしまっていた。優秀と感心したばかりだというのに、とんだ肩透かしである。

　公的な文書でなかったから油断したのか……いや、奴に限ってそれはない。ともあれ、慎重な奴が取るべき対策を怠るのは非常に珍しいことだった。

　よもや奴が平常心を欠くような、不測の事態でも生じたか？

　胸騒ぎを覚え、はやる思いで濡れた紙を開いていく。なんとか破れぬよう慎重に開き、短い文面にすばやく目を走らせる。

【エミリア様は大変気＊＊＊＊い方です。殿下＊暗殺＊奇襲＊＊＊＊】

　いつも美しいハウイットの文字がかなり乱れていた。加えて水濡れによるインクの滲みは深刻で、肝心な部分が読めたものではない。濡れた手紙を握りしめ、わなわなと体を震わせる。

　これではなにを伝えたいのかまったくわからん！　……気難しい、か？　はたまた、気が強い？　エミリアがいったいなんだというのだ。しかし、なにより問題なのは【暗殺】【奇襲】という穏やかならざるふたつの単語だ。奴はいったいどういう意図でこれを書いたのか。

　滲んだ部分を読み解こうと奮闘するも、答えが出てくるわけもない。危機感を募らせる俺を尻目に、鷹たちが役目は済んだとばかりに鷹匠のもとへと飛び去っていく。

　窓を閉めいったん政務机に戻ったものの、一向に政務が手につかない。

　まさか、俺の暗殺や王宮の奇襲を目論んでいるのか？　いや、もし仮にそんな企てがあったところで王宮の守りは堅い。俺とてそう安々とやられはしない。

　むしろ、使者団の面々は無事なのだろうな？　ハウイットや護衛の騎士はともかく、使者団の中には武器を持たない丸腰の外交官も帯同していた。

　要領を得ない手紙を受け取ったことで、王女自身についてはもちろん、使者団一行の安否までもが気になって仕方ない。しばしの逡しゅん巡じゅんの後、ついに痺しびれを切らした。

「クソッ！　こうなったら俺が直接行ってくれる！」

　当然、騎士団から人員をあてることも考えたが、目立った動きをすれば気づかれる可能性もある。事を大きくせず、ひとりで向かうことを選んだ。

　王太子という己の立場は重々承知しているが、同時に少々の荒事なら難なく制するだけの自負もあった。なにより俺自身、人をやって報告を待つ状況に甘んじることができない。これ以上はもう、居ても立ってもいられなかった。かつて覚えたことのない強い衝動に突き動かされ、気づいた時には政務室を出て、王宮に隣接する騎士団に向かっていた。

　真っ直ぐに目指したのは副団長の執務室だ。副団長は俺と同年。幼少期からの悪友で、ハウイットやその妹のアニータと四人でよく城下へお忍びで繰り出したものである。そんな気心の知れた相手ゆえ、多少無理な要求も通しやすい。かつ、その腕も確かだ。俺が不在の間の指揮を任せるのに、これ以上の適任はいない。

　そうして訪ねた副団長の執務室では、たまたまアニータが書類の整理にあたっていた。アニータは王宮の女官だが、日頃から騎士団の業務を手伝うことも多かった。

「アニータもいたか。ちょうどいい、ふたりに折り入って頼みたいことがある」

　俺が切り出すと、ふたりは揃って顔を引きつらせた。

　どんな無理難題を押しつけられるのかとふたりは及び腰だが、かまわずに続ける。

「急遽極秘の公務が発生し、しばらくの間お忍びで地方に赴くことになった。俺が不在中の指揮を任せる。万が一不測の事態が起こったら、すぐに伝書鷹を飛ばせ。それから俺が王都を離れていることは、くれぐれも内密にな」

「内密って……それ、明らかに議会を通してない案件じゃねぇか」

　頭を抱える副団長を無視し、アニータに向き直る。彼女の肩がビクンと揺れた。

「それからアニータ。王太子が数日間王宮で姿を見せないことで騒ぎになるのを避けたい。対外的に王太子は王宮内の私室にこもっていることにし、いっさい人を通さないようにせよ」

「……え。簡単に言ってますけどそれ、とんでもない無茶ぶり」

　アニータは愕がく然ぜんとしてこぼすが、有能な彼女ならやりきってくれると確信していた。

「なに、君ならできる。では、すまんがふたりとも後のことは頼んだ」

　唖然とするふたりを残し、部屋を後にする。無理を押しつけたふたりには若干心苦しいが、とにもかくにもこれで不在中の備えと根回しは万全だ。

　そのまま武具を収納している部屋に向かうと正体がバレないように鎧一式を着込み、輿入れ行列に合流すべく単騎で飛び出した。










第三章　呪われた王女と鎧騎士の輿入れ道中




　ガルニア王国からやって来た使者団に伴われ、王都を発って二日目。

　峠の茶屋で休憩中の使者団に、全身鎧をまとった騎士様が合流してきた。

　鎧の騎士様は簡素なベンチに腰かけて休んでいる私を目にするや、なぜか一直線に向かってくる。

　……えっ？　なんでこっちに来るの!?

　戸惑い反射的に護衛騎士たちの輪に交じる赤毛の騎士――実は、私の護衛として使者団に随行するサラマンダーである――を見れば、彼はその目に驚きと好奇を滲ませてニヤリと悪い笑みを浮かべていた。その後彼はすぐにほかの騎士たちにならって地面に片膝を突いてしまったから、それ以上表情をうかがうことはできなかった。さっきの含みのある笑顔は、いったいなんだったのか。

「そなたがアドランス王国の王女か？」

　真向かいで立ち止まった鎧の騎士様に声をかけられて、緊張に喉を鳴らしながら慌てて立ち上がる。

　昨日から一緒に旅をしている使者団員に、全身鎧を着た人はひとりもいない。外交官らは旅装のローブだし、私が乗る馬車を護衛する騎士も胴の部分を守る簡易鎧のみ。兜かぶとまで装備したフルプレートメイルで表情すらうかがえないその人は、明らかに異質だった。

　さらに二メートルを超す長身で、向かいに立たれると威圧感がすさまじい。

「は、はい。アドランス王国の王女、エミリアでございます」

　銀の鎧で陽光をギラギラと弾きながら低い声で誰すい何かされて、私はビクビクと身を縮めながら答えた。

「今日から俺がそなたの護衛につくことになった」

「えっ!?」

　突然の宣言に驚き、脇に控えていたハウイットさんを仰ぎ見た。彼は使者団の面々の中で、最も近くで私に付き従ってくれている人だった。

　そのハウイットさんの表情は一見すれば、いつも通り穏やか。けれど視線は鎧の騎士様に釘づけで、口もとはヒクヒクと明らかに引きつっていた。

　……ハウイットさん、どうしたのかしら？　いつもと違う彼の様子が気になって、しばしうかがうように見つめる。

「俺が護衛では不満か？」

　鎧の騎士様から発せられた地を這はうような声音に、私は慌てて視線を目の前に戻す。

「い、いえ。とんでもない。どうぞよろしくお願いいたします」

　私の立場で不満など言えるわけもなく、取り繕って答えると鎧の騎士様は納得したようにうなずいた。

　兜越しゆえ表情はうかがえないし、彼はなにも語らない。名乗りすらしない頑なな態度こそが私への敵てき愾がい心しんを雄弁に語っているような気がした。

「あ、あの……？」

　ジッと見下ろされ、居たたまれずに小さく声をあげる。

「そなたに言っておきたいことがある」

　彼は観察するように私を眺めてから口にした。

「はい、なんでしょう」

「俺は王太子殿下と親しくさせていただいている。殿下はいずれ、しかるべき身分と気質を備えた女性を正妃に迎える。そなたは身のほどを弁え、くれぐれも殿下に取り入ろうなどと思わんことだ」

　……まぁ、この方はなんて正直なのかしら。

　ハウイットさんや使者団のほかの面々は私に対し過剰なほど丁寧で、厳しい言葉をぶつけられたことは一度もなかった。ただし彼らの本音がその態度と別にあることは百も承知。

　そんな中で、鎧の騎士様の率直で裏のない言葉と態度はいっそ清すが々すがしかった。

　思わず、フッと口もとが綻んだ。

「はい、己の立場は重々承知しております。身のほどを弁え、けっして王太子殿下、並びに後の妃殿下のお心をわずらわせるような真似はいたしません。お誓いいたします」

　頭を下げて即答した。それに対し鎧の騎士様の返答はなく、身じろぎもせずこちらを向いたままでいる。

　なにか、気に障ったのかしら？　誠意をもって答えたつもりだけれど……。

　ふたりの間にしばし沈黙が流れた。

　表情は見えないけれど、なんとなく彼が困惑しているように感じた。

「エミリア様、間もなく出立いたします。馬車にお戻りください」

「はい」

　ハウイットさんに声をかけられて、私は鎧の騎士様に会釈して馬車に向かった。なぜかハウイットさんの声は少し上擦っていた。

《なんだあいつ、べー！》

　宙からふわりと現れたシルフが鎧の騎士様に向かって舌を出す。思わず噴き出しそうになったのを慌てて咳せき払ばらいでごまかして、澄まし顔で馬車に乗り込んだ。

　馬車が走りだしチラリと車窓に目を向けたら、騎馬で並走する鎧の騎士様の横姿が見えた。その向こうには騎乗したハウイットさんがいた。

「あの伝書……雨に濡れ……」

「なんと!?　どうやら私も相当動揺し……すみません」

「それでお前はなんと……」

　ふたりはなにか言い合っているようだった。換気のために薄く開けていた窓から、途切れ途切れにふたりの声が聞こえてくる。

「……気立てがよい方だ……を企てるなど、到底あり得ないと……」

「ふざけるな！　おかげで俺は……!?」

　突然響いた鎧の騎士様の怒声にビクンと肩が揺れる。すると怯おびえた私の視線に気づいたのか、鎧の騎士様は気まずそうに私から顔を背けた。

　それ以降、声を潜めたふたりの会話は車内まで聞こえてこなくなった。

《あのように声を荒らげるなど、なんと野蛮な男なのでしょう》

　私の対面に現れたディーノが、嫌そうに柳りゅう眉びを寄せた。

《エミリアにも無礼な物言いをした……》

　足もとから現れたノームがディーノに同意するようにぼそっとこぼす。長い前髪で表情が見えにくいが、憮ぶ然ぜんとした様子だ。

《ほんと、嫌な奴。あんな奴がエミリアの護衛なんて許せないよぉ》

　シルフはぷりぷりと頬を膨らませる。

「そうかしら。私はそんなに悪い人だとは思わないけれど」

《そこが美点でもあるのですが、エミリアは優しすぎますよ。とにかく、あの男が礼を欠く態度を取ったら遠慮なくおっしゃってくださいね。私が水に沈めてやります》

　小首をかしげる私に、ディーノはサラリと物騒なことを言う。

「ええっ!?」

《あははっ、その時はきっとディーノが水に沈める前にサラマンダーが灰にしちゃうだろうけどねぇ》

　シルフがカラカラと笑いながら私の横をふわりと飛び、鎧の騎士様が並走するのと逆側の窓の桟さんに降り立つ。

《たしかに……》

　ノームはシルフが立つ窓の外を見上げ、ぼそっとつぶやく。

　つられるように車窓に視線を向けたら、馬上のサラマンダーと目が合った。騎士の正装に身を包み手綱を握る騎士姿は、ものすごく堂に入っている。

　小さく手を振ると、彼は白い歯を覗かせて手を振り返してくれた。

　……それにしたって、まさかサラマンダーが人間の姿になって護衛騎士としてついてくるとは思いもしなかった。

　そもそも私は四大精霊が人間の姿を取れることを知らなかったのだ。人間の姿になったサラマンダーを見て腰を抜かしそうになったのも記憶に新しい。

　なんにせよ、これは今回の輿入れがなかったら知り得なかった新事実だ。ふふっ、そう考えるとこうして王宮の外に出て、新しい発見ができて、なんだかいいことづくめね。

《どうしたんですか、エミリア？　急ににこにこして》

「ううん、こうしてみんなと旅ができて楽しいなぁってそう思ったの」

《おや、嬉しいことを》

　ディーノが優美に口もとを綻ばせる。

《僕もエミリアと一緒に旅ができて楽しいよぉ！》

《ん……》

　シルフがご機嫌に私の腕にバフッと抱きつき、足もとではノームが同意するようにコクコクとうなずく。

《あ～あ～。あの鎧の騎士がいなければもっと楽しいのになぁ～。やっぱり僕が吹き飛ばしちゃおっかなぁ》

　シルフの不穏な冗談を苦笑いで制し、もう一度鎧の騎士様の様子を眺めた。

　護衛騎士という立場を考えれば、さっきの忠告は明らかに職務を逸脱した発言だ。それでも王太子殿下への親愛と忠心から、言わずにいられなかったのだろう。

　……彼はとても実直な人なんだわ。

　そう思えば、彼を少し好意的に感じられた。




　それ以降、私の横が鎧の騎士様の定位置となった。

　おそらく私のことを警戒し、監視しているのだろう。彼はよく私のことをジッと見つめている。

　彼の視線に気づいた当初こそ、常に見られていることに気恥ずかしさと居心地の悪さを覚え、緊張で肩に力が入った。けれど、二日目には彼も仕事でしていることだと割り切り、過剰に意識せず過ごすことにした。

　必要以上にギクシャクして過ごすのは本意でなかった。なにより鎧の騎士様の監視を差し引いても、ガルニア王国への旅は快適だったのだ。

　ガルニア王国の使者たちは私の存在を無視する母国の人たちとは違い、私が挨拶すれば返してくれる。なにか尋ねれば丁寧に答えてくれる。そしてそれは、件くだんの騎士様も例外でなかった。

　そうして騎士様が旅に合流して三日目。

「暑くないですか？」

　ふと心配になって窓を全開にし、馬車に並走する騎士様に尋ねていた。

　これまで旅の道程に関する必要最低限の会話はしていたけれど、初対面でのやり取りを除きそれ以外の話をしたことはなかった。突然の私からの声掛けに彼は少し驚いたようだった。

「今日はこの陽気ですから、全身鎧……特に頭部を覆う兜は大変ではないかと」

　護衛の騎士たちの中で彼だけが全身鎧を脱がないのはなぜか……。思いあたる理由など、ひとつしかない。

「問題ない」

「あの、もし違っていたら聞き流してください。怪我や火傷やけどを負った皮膚は発汗機能を失っている場合が多いです。無理を押せば、体内に熱がたまり熱中症などの危険もあるかと」

　唐突に切り出したからか、彼は怪け訝げんそうだ。私は怯ひるまずに続ける。

「それに鎧で蒸れたり擦れたりするのは、怪我の痕によくありません。私は怪我にも火傷の痕にも抵抗はありませんから、兜や鎧が私への配慮でしたら、どうぞ外してください」

「……鎧のことはそなたが気にすることではない」

　しばしの沈黙の後、鎧の騎士様が低く答えた。否定しなかったことを鑑みれば、彼が怪我や火傷の痕を隠す目的で鎧を着用しているのはおそらく間違いない。

　ただし、是でも否でもない答えはきっと「余計なことを話しかけてくるな」という彼なりの拒絶なのだろう。

「申し訳ありません。余計なことを申しました」

　一抹の寂しさを覚えながら頭を下げた。

「いや、気遣いに感謝する」

　……え。予想外の言葉に驚き、顔を上げて彼を見つめる。

　当然、兜に覆われた彼の表情は読めないけれど、拒絶の色は感じなかった。ほんの少し彼と打ち解けられたような、そんな気がした。

　そしてこの一件をきっかけに、私と鎧の騎士様は時々道程とは無関係の話をするようになった。




　その日の夕方、進行中の荒野で、野営前の最後の休憩を取っていると。

　――ガンッ！

　いつも私が乗っている馬車と並んで停めていた荷馬車の中から鈍い音があがった。

　……なにかしら？

　軽く伸びをしながら凝り固まった体をほぐしていた私は驚いて振り向くが、幌ほろのかかった中の様子はわからない。

「おい！　なにやってんだ？」

「いや。荷物の整理をしてたら、ちょっと腰の剣をぶつけちまって」

「おいおい。ぶつけたってお前、水みず瓶がめを割ってないだろうな？」

　荷馬車の中から漏れ聞こえてくる使者たちの会話から、おおよその状況がわかった。

「どれ？　………あ、大丈夫みたいです！」

「ならいいが、ここいらは水場がない。今夜の野営地に着くまで水を補給できる場所がないんだから、慎重にしてくれよ」

「すみません」

　これで会話は途切れ、使者たちが馬車を降りてきた。そのままふたりは、それぞれの持ち場に戻っていった。

　所用で外していた鎧の騎士様はまだ戻っておらず、そばにいるのは護衛に扮ふんしたサラマンダーだけ。私は彼に話しかけた。

「よかったわね。なんでもなかったみたいで」

「《果たしてそうかな》」

「え？」

「《さっきの音、明らかに『大丈夫』って音じゃなかったぜ》」

　サラマンダーの言葉にギョッとして、私は慌てて荷馬車へと駆けだす。サラマンダーもついてきた。

　荷馬車の幌をめくって中を覗き込むと、一番奥に大きな水瓶が積んであり、手前には日用品や食料などが雑多に積まれていた。

　さっきのふたりの話だと、水瓶に剣をぶつけてしまったらしい。手前の荷物で見にくいけれど、パッと見た感じ割れたりはしてなさそうだ。

「大丈夫そうだけれど……」

　念のため荷台に乗り上がり、手前の荷物を縫うようにして奥に足を進め――。

「っ！　床が濡れてるわ……！」

　よく見ると水瓶の一部にヒビが入り、そこから水が漏れ出しているではないか。

　そうこうしているうちにも、床の水たまりはじわじわと広がっていく。

　大変っ！　水がなくなってしまうのはもちろん、このままじゃほかの荷物が水浸しになってしまう！

「《あーあ、やっぱりな》」

　サラマンダーがヤレヤレと肩をそびやかす横で、私は声を潜めて叫ぶ。

「土の精霊ノーム【水瓶のヒビを補修して！】」

　次の瞬間、馬車の床から淡い発光をまとったノームがヌッと現れる。

《承知した……》

　ノームはひとつうなずいて、指先を水瓶に向ける。

　すぐに水漏れは止まり、ノームによってヒビが綺麗に直されたことを知る。

　私が叫んだのは精霊たちに〝お願い〟をする時の成句。私自身のことは精霊たちが自発的に――それも過剰なほどの気遣いで先回りして動いてくれる。けれど人であれ場所であれ、私以外のなにかに力を介入させる時は、私の〝お願い〟が必要になるのだ。

「風の精霊シルフ【水で濡れたものを乾かして！】」

《承知～》

「水の精霊ウンディーノ【水瓶を水で満たして！】」

《承知しました》

　立て続けにシルフとウンディーノにも成句で〝お願い〟し、水瓶や荷馬車をもとの状態へと戻していった。

　成句で願う行為は、精霊たちにとって強制力を持った命令と同じ。これを行使できるのは、いとし子である私だけだという。ただし、いとし子とはなんなのか、肝心の部分は今もあやふやなままだ。

　ちなみに、私が『悪女』や『呪われた王女』と呼ばれるきっかけになった七歳の時の顛てん末まつはこうだ。父のために【お城の壁を拭いて】もらいたかったのだが、【お城の壁を吹いて】で指示が通ってしまい、結果的に王宮の一角が爆風で吹き飛んだ。〝お願い〟がもたらす影響力の大きさが骨身に染みる苦すぎる教訓となった。

　そうして、精霊のみんなへの〝お願い〟によって荷馬車の車内が、ほぼもと通りになったその時。

「そこにいるのか？」

　戻ってきた鎧の騎士様に、幌越しに声をかけられた。

「は、はい！」

　返事をした直後、彼の手で幌がめくられた。

「……ん？　騎士と一緒だったか。こんなところでなにをしている？」

　サラマンダーは慇いん懃ぎんな態度で鎧の騎士様に礼を取り、私のうしろに控えた。

「物音がしたような気がして来てみたんですが、どうやら気のせいだったみたいです」

　彼の問いかけに、少し迷いつつそれらしい答えを返す。

「物音だと？　ここは物資……特に荒野の移動中は貴重な水や生鮮品を積んでいる」

　低く唸うなるような騎士様の声。私は続きに「だから不用意に入るな」と怒られるのを覚悟した。ところが――。

「虫やネズミなどが紛れていては事だ。ハウイットに指示し、詳しく中を改めさせよう」

　騎士様の口から語られた台詞は想像したものじゃなかった。

　……え？　思わず目を見開いて固まる。だって、私につきまとう悪評は、私自身よく知るところ。

　それを考えれば、行動を疑われても仕方ないと思っていたのに……。

　っ！　嬉しいのに、胸が苦しく締めつけられるのはなぜだろう。

「ええ。大事なお水になにかあっては大変ですものね」

　込み上げてくる熱いものをこらえ、精いっぱいの笑顔で答えた。

　少しだけ使者団の役に立てたと思った。今日ばかりは自分の力がありがたく、そして誇らしく。私は満たされた思いで、鎧の騎士様に伴われて自分の馬車に戻った。

　そうして充実した気持ちのまま、私は一日を終えた。




　鎧の騎士様との旅が四日目になると、移動中も窓を開け放ち、私たちは会話をするようになっていた。

「次の休憩まであと一時間ほどかかる。疲れていないか？」

　兜のために少しくぐもった彼の声は聞きにくいはずなのに、なぜか私の耳には誰の声よりも明瞭に響く。

「疲れるだなんてとんでもない。私はずっと座っているだけですし、なにより移ろう景色を見ていると楽しくて」

「この辺りは荒野ばかりが続く。面白いものなどないだろうに」

　鎧の騎士様は不思議そうに返した。

「いえ。この厳しさ、荒々しさもまたいいのです。もっとも、どんな光景も私には初めてですから、目にするすべてが新鮮で。本音を言うと出発からずっと、疲れを感じる間もないくらいわくわくしっぱなしです」

「初めて？」

　訝いぶかしむ彼を見て、もしかして余計なことを言ってしまったかと後悔するが、一度口にした言葉は戻ってくれない。

「実は私、物心ついてから王宮を……というか暮らしていた離宮からまともに出たことがないんです」

「王宮以外で公務の機会がなかったにしても、外出くらいはしただろう。王家の豪遊ぶりは有名だ」

　淡々と問う彼に、私は小さく首をかしげる。さて、なんと答えたものだろう。

「国内各所に所有する保養地に一家で季節ごとに出向いていたと、我が国にも聞こえていたが？」

「恥ずかしながら、その一家というのに私は含まれていなかったんです」

　重ねて問われ、事実のみを告げる。

「なぜだ？　王女でありながら、なぜそなたはそうも冷遇されていた？」

　唸るような低い声。どうやら彼は私の境遇に怒ってくれているようだ。

「仕方ないのです。私は呪われた王女ですから」

「その噂は知っている。しかし、俺にはそなたがそのように邪悪な存在だとは到底思えん」

「えぇっと。ですが私は詳しくは申し上げられないのですが、実際に呪いといわれても仕方ない力を持っていて……」

「力？　実際にそんな力があるとすればおおいに結構だ。なんにせよ、そんなくだらない理由で少女をつるし上げるなど、女王は頭がどうかしている」

　彼は〝力〟についてあまり本気で捉えていないようだったが、それでも私への処遇に憤りを隠そうともしない。そんな様子にこそばゆいときめきを覚えた。

　心の落ち着かなさをごまかすように、スカートの皺を伸ばすふりをして彼から目線を外す。彼もまたいったん口を閉ざし、周囲には馬車が立てるカタカタという走行音が響いた。

　四日間を一緒に過ごし、段々と彼のことがわかってきた。

　初対面での敵愾心もあらわな態度を見て、シルフは彼のことを《嫌な奴》と言っていたけれど、私はむしろ親切でいい人だと思う。今だって彼の言動には、私へのいたわりと気遣いが滲んでいた。

　最初は怖く感じたけれど、もう彼のことを怖いとは思わない。

　そして意外にも彼は存外かいがいしい質たちのようで、休憩中は手ずから水や菓子などを手渡し、細々と気配りをしてくれる。いろんな面を持った人だが、その根底には優しさがあるように感じる。

　……彼は鎧の下にいったいどんな素顔を隠しているんだろう。

　彼のことが気になり始めていた。




＊＊＊




　俺が使者団に合流して五日目。

　この日は春先にしては珍しく、朝から照りつけるような太陽が大地を温めていた。

　……この様子だと気温もどんどん上がりそうだな。

　愛馬のランロットにブラシをあてながらおもむろに空を仰ぐ。まばゆい太陽を見て脳裏に思い浮かぶのは、心配そうに『暑くないですか？』と俺に問いかけた一いっ昨さく日じつのエミリアの姿。

　……あれが本当に『悪女』などということがあるのだろうか。

　四日前、予定通りの道程をたどる使者団に合流し、俺が真っ先に覚えたのは安あん堵ど。一行が無事であったことにまずホッとした。

　しかし直後、エミリアをひとりベンチで休ませているハウイットたちを見て、なぜ前後左右を護衛で囲んでおかないのかと憤りと焦りを覚えた。同時にハウイットたちをこの短い時間で籠絡してしまうとは、やはり彼女は相当なやり手の悪女か、もしくは魅了の魔法など人外の力を使えるのかと半ば本気で疑った。

　ハウイットや側近たちは騙だませても、俺の目はごまかせん。どんな手を使おうと、俺は騙されない。そんな気概をもってエミリアと対峙した。そうして警戒心もあらわに告げた牽制の弁に彼女がした返事は、あまりに予想外だった。

　なにか裏があってのことか!?と身構えつつも、彼女の身のほどを弁えた謙虚な発言は、俺を激しく動揺させた。しかもそれを告げる彼女の仕草や眼差しに傲慢さは微塵もない。先の意気込みが脆もろくも崩れそうになったが、意識的に平静を装い、極力言葉や態度に出さないようにした。兜で表情を隠せたのは幸いであった。

　それから昨日までの四日間、俺は彼女の一番近くで行動を共にし、会話を重ねてきた。俺の目に映るエミリアには『悪女』の片へん鱗りんすらなく、むしろ『悪女』とは対極にいるように思う。正直なところ、前評判とのあまりの違いに戸惑いが隠せない。まさか皆と同様、俺もすでに彼女の術中にはまっているのか？　そんな自問すら浮かんでくる。エミリアの真実はどこにあるのか……。

「ヒヒンッ」

　ブラシをかける手が止まっていたようで、ランロットが不満げに嘶いなないた。

「おっと。すまんな、ランロット」

　俺はハッとして物思いを中断し、ブラッシングを再開させた。

　そうしてちょうどランロットの全身にブラシをあて終えたタイミングで、すぐ横に張った天幕の入口が揺れた。

「いい天気ね。今日は暑くなりそうだわ」

　入口部分が割れ、ひょっこりと顔を出したエミリアが空を仰いだ。

「起きたのか？」

「あ！　騎士様、おはようございます」

　声をかけられて初めて俺に気づいたようで、彼女は少し焦った様子でペコリと頭を下げた。

　小動物めいたその仕草がなんとも可愛らしく、兜の下で頬が緩んだ。

「あぁ、おはよう」

　彼女のもとに歩み寄ると、スーッとした清涼な香りが鼻び腔くうをくすぐる。ハーブかなにかだろう。彼女がまとう爽やかなその香りに吸い寄せられるように隣に並び、ちょうど俺の肩口の高さにある彼女のつむじを見下ろす。

　……抱きしめたらすっぽり腕の中に収まりそうだ。

　ガルニア王国民より小柄なアドランス王国民の中でも彼女は小さくて華奢だ。彼女を見ていると無性に庇ひ護ご欲よくが刺激される。守ってやりたいような、俺の腕の中で甘やかしてやりたいような……いやいや！　俺はいったいなにを考えているんだ!?　騙されているかもしれないのだ、警戒しなければ駄目だ。

　彼女の頭部をジッと見つめたまま思考の渦に巻き込まれていたら、視線に気づいたエミリアがハッとして頭に手をやった。

「騎士様？　私の髪になにか……あ、もしかして寝癖っ？」

　頬を赤く染めてわたわたと慌てだすエミリアの姿はちょっと……いや、正直かなり可愛い。

「いや、そうではない。髪からいい香りがするのに気づき、つい見つめてしまった」

　小さく咳払いをして、意識的に彼女から視線を外して続ける。

「不ぶ躾しつけに感じたなら、すまなかった」

　疑念が完全に晴れたわけではないのだから、律しなければ。ミイラ取りがミイラになるわけにはいかない。

「不躾だなんてそんな……。でも、よくわかりましたね。実はハーブから抽出した精油をほんの少し髪に垂らしているんです」

「ほぅ、ハーブか。清涼感があっていいな」

「あ、ありがとうございます」

　俺の言葉に、彼女は照れくさそうにくしゃりと笑った。

　……だから、可愛すぎやしないか？

「昨日はゆっくり眠れたか？」

　気を許してはいけないと思いつつ、彼女があまりに可か憐れんで無防備なものだから、つい手を差し伸べたくなってしまう。そんな内心の葛藤をひた隠し、気にかかっていたことを淡々と尋ねた。

　荒野が続くこの一帯には宿を備えた大きな町がない。そのため一昨日の夜から二夜連続の野営となってしまっていた。

　エミリアにはひとり用の天幕を与え、簡易寝台も用意したとはいえ、旅に慣れていない彼女が野鳥の声や虫の羽音が響く中でしっかり休めたか心配だった。

「はい、それはもう朝までぐっすり。寝台はふかふかだし、天幕は隙間風ひとつ入ってこないし快適すぎちゃうくらいでした」

　簡易寝台がふかふかだと？　いや、それよりも……。

「アドランス王国で暮らしていた離宮は風が入ってきたのか？」

「ええ。窓が割れていて防雨の布でしのいでいたので、風の強い日なんかはどうしても吹き込んできて。ただ、そんな日はシルフに……」

「シルフ？」

「い、いえ！　なんでもないです。えぇっと、とにかく隙間風はそれなりの対策をして、問題なく暮らせていました」

　胸の前で手を振って目を泳がせる彼女に首をかしげるが、問題ないと言われた手前、これ以上以前の暮らしぶりについて追求するのもはばかられた。

　どうやら母国では、相当不自由な暮らしを余儀なくされていたようだ。エミリアへの疑いはまだ晴れないが、ガルニア王国では彼女が寒さに震えることがないよう身辺を整えてやろう。

「まぁ、ゆっくり休めたならよかった」

「はい。でも、皆さんは外で休まれたんですよね。……しかも交代で火の番まで。日中も馬車に乗っているだけなのに、私だけ専用の天幕に寝台まで用意していただいてすみません」

　エミリアは騎士たちが焚たき火びを消す様子をチラリと見て、申し訳なさそうに肩を縮めた。

「なに、ここにいる者は俺も含めて皆旅に慣れている。野営など苦にもならん」

「そうなのですか」

「ああ、我々は遠征に出れば火すら灯さぬまま座して夜を明かすこともザラだ」

　いったんランロットをつないでから、再びエミリアに向き直る。

「それが昨夜は火を囲い毛布にくるまって横になれたのだから、普段となんら変わらん。なんなら仕事に追われる常よりもよく寝たくらいだ」

「まぁ」

　軽い調子で告げると、エミリアがさくらんぼの色をした唇からくすくすと笑い声をこぼす。自然体の様子がなんとも愛らしく、兜の下の口もとが緩む。

　……笑顔も声も可愛いな。

　そう遠くない場所に騎士や外交官らの姿がある。彼らに彼女の笑顔を見せるのが惜しいような、笑い声を聞かせるのがもったいないような不思議な感覚。

　ほかの者の目の届かないところに彼女を置きたい。そうして俺だけに微笑みかけてくれたら……ん!?　だから、俺はさっきからいったいなにを考えている!?

「あの、どうかされました？」

　怪訝そうに問われ、内心頭を抱えていた俺はハッとして彼女に向き直る。

　こうなってくると、彼女が魅了の魔法を使うというのもまんざらあり得ない話ではないかもしれん。いっそう気を引きしめてかからねば、容易に絆ほだされてしまいそうだ。

「いや、なんでもない。向こうに朝食を用意させている」

　エミリアを促して歩きだす。

「騎士様も一緒に召し上がりませんか」

「いや、俺はもう済ませている」

「そうでしたか」

　俺の答えに、エミリアが残念そうに肩を落とす。

　……もしかして彼女は俺と一緒に食事がしたいのだろうか？　よぎった想像に心が浮き立つ。

　道中では無理だがガルニア王国に着いたら、たまには彼女を食事に誘ってみてもいいかもしれんな。

「さぁ、こっちだ」

　足取りが重くなってしまったエミリアの腰にそっと手を添える。籠こ手ての手のひら部分は厚地の布製だが、それ越しにも彼女の腰の細さとまろやかな感触がつぶさに感じられ、思わずゴクリと喉が鳴った。

　そのまま焚き火の横を進む。火はすでに消えているようで、赤毛の騎士が焚き火のそばにひとり残って灰の処理をしていた。エミリアを伴って騎士の脇を通り過ぎた次の瞬間。

　――ブワッッ！

「危ないっ!!」

　突如、消火していると思われた焚き火から炎が上がる。

　咄嗟にエミリアを背後にかばい、羽織っていたマントではたいて炎を封じる。こんな状況にもかかわらず、エミリアのぬくもりが俺の手から離れてしまったのを寂しく思った。

「きゃっ」

　耐火性に優れたマントで薙なぎ払ったからか、幸いにも炎はそれ以上広がることなくすぐに鎮火した。

　……今の炎はなんだ？　反射的に背中にエミリアをかばったが、炎は見るからにエミリアを避けていた。驚くべきことに火それ自体に意思があるかのように、俺だけを狙いすまし、俺に向かって伸びてきたように見えたのだ。

　それはまるで、俺を脅おびやかすことが目的だったかのように……まさか、エミリアが魔法を使ったのか!?

「騎士様っ、大丈夫ですか!?」

「ああ、大事ない」

「よかった……！」

　……いや。エミリアの様子を見る限りそうとは考えにくい。心底安心したように息をつき、俺の無事を喜ぶ彼女の姿を前に、脳裏をよぎった疑念を否定した。そうしてこれは不幸な偶然が重なって起こった事故なのだと納得する。

「そなたも怪我はないな？」

「はい」

　ここで、焚き火のそばで灰の処理をしていた騎士が、形ばかりの謝罪をしてみせる。

「おっと、これは失礼を。てっきり完璧に消えたものだとばかり」

　筋骨隆々の赤毛の騎士……果たしてこんな男が騎士団にいただろうか？　……なにかがおかしい。

　ところが、よぎったはずの違和感がなぜか次の瞬間には頭から消えていく。そうして気づけば、言葉が勝手に唇からこぼれていた。

「消えたと思っても火種がくすぶっていることもある。焚き火の後処理は慎重にしろ」

　赤毛の騎士は不遜にも思えるニンマリとした表情を浮かべ、頭を下げた。

「……重々、承知しました」

　普段の俺ならこんな失態を許しはしない。厳重に処分を下すところだ。

　しかし騎士の脇を通り過ぎた後はもう、処分のことなど頭の片隅にもなかった。この俺が赤毛の騎士の名前を思い出せないのは不思議だが、たしかこれまでの彼の働きはそう悪いものではなかったはず――そんな記憶がよみがえったかと思うと、すぐにどうでもよくなってしまった。

「さぁ、飯が済んだら出発だ」

「は、はい」

　唯一、エミリアの少し戸惑ったような様子と、憮然とした声を疑問に思った。




　エミリアの朝食が済むと、俺たち一行は野営をたたんで移動を始めた。

　照りつける太陽を鎧に受ける。全身鎧をまとった俺の体感温度は、実際の気温以上に高い。つらくないといえば嘘だが、夏場の出陣経験もあるし、もとより体力には自信がある。だから耐えがたいほどではなかったのだが、エミリアは俺を心配しているようだった。

　そして彼女は、俺には怪我や火傷のひどい痕があり、それを隠すのに鎧を着ていると思い込んでいる。心配してくれる彼女に心が痛んだが、事実を明かすわけにもいかず結局曖昧に答えるしかできなかった。

　今日は特段暑いからだろう。太陽の下を走行し始めてからエミリアがチラチラとこちらをうかがっているのに気づいていた。しかし、いざ俺が彼女に顔を向けると逃げるように目線を落としてしまう。

　……なぜ俺の視線から逃げるんだ？　これは、俺が見返さない方がいいということか？

　訝しく思いつつ、しばらくはあえて正面を向いたままで馬車に並走した。

　ん？　その時、ふいに鎧の隙間を涼やかな風が通り抜け、体感の温度が下がる。

　風が吹く。それ自体なんら不自然なことではないが、違和感を覚えた。

　咄嗟に目線だけで周囲を見回すと、目の前の草木が葉を揺らしていないことに気づく。

　どういうことだ!?　信じがたいが、風は俺の体表だけを巡っているようだった。

　そんなことがあり得るのか？　それとも俺の感覚がおかしいのか……。

　眉をしかめつつ、おもむろに車内を見る。ピタリと閉められた窓の向こうに、微笑みを浮かべたエミリアの横顔が見える。彼女は俺の動きに気づかず、宙を見上げてまるでなにかに語りかけるように唇を動かす。読どく唇しん術じゅつの心得があって、俺はすかさずその動きを読み取った。たしかに彼女は『ありがとうね　しるふ』とそう言っていた。

『しるふ』とはなんだ？　そういえば朝も隙間風の話になった時、彼女は『そんな日はシルフに』と言いかけていたな……。

　俺があれこれと思いを巡らせながら窓越しにジッと見つめていたら視線を感じたのか、彼女はわざとらしい咳払いをして座りを正した。

　体感の温度は涼しくなったはずなのに、俺の頭は妙な熱を持ってちっとも思考がまとまってくれなかった。

「全身鎧でこの陽気では暑いですよね。でも、朝よりも少し風が出てきたみたいでよかったわ」

　次の休憩で馬車を降りたら、彼女が笑顔でそう言った。だが、やはり周囲の草木はそよいではいなかった。




　その日の晩、一行はアドランス王国との国境に近いガルニア王国東部の町で宿を取った。

　――コンコン。

「ジーク様、夕食をお持ちしました」

　ノックの後、夕食がのったトレーを手にしたハウイットが部屋に入ってきた。

「あぁ、すまんな」

　脱ぎ去った鎧を片づけていた俺はハウイットを振り返り、短く礼を告げる。

「おや。難しい顔をして、どうしました？　もしかして、しつこくしすぎてエミリア様に嫌がられましたか？」

　合流した当初こそ伝書鷹の件を青くなって謝罪していたハウイットだが、数刻過ぎればすっかり平常運転になり、全身鎧姿で輿入れ行列に現れた俺のことが滑稽に思えてきたのか、人目を忍んで笑い転げていた。

　まったくもって忌々しいから、道中俺の鎧の下の素顔がエミリアにバレぬようせいぜいこき使ってやろうと心に決めた。

　ちなみにハウイットはエミリアに対面した日、噂とあまりにも異なる姿に驚き、一刻も早く俺に知らせようと取るものも取りあえず筆を執ったらしい。そして動揺のあまり防水処理を忘れたという未来の宰相らしからぬオチである。気持ちはわからないでもない。

　だが、そのおかげで俺は初対面のエミリアに嫌な思いをさせてしまった。……まぁ、それについては彼女自身さほど気にしていないようだし、護衛の言葉など王宮に着けば忘れてしまうだろうが。

「……なぁ、ハウイット」

「はい」

　俺が軽口に答えずソファに腰を下ろすと、ハウイットは察した様子で卓にトレーを置き、向かいのソファに腰かける。憎たらしい男ではあるが、こいつはいつだって俺の表情ひとつ仕草ひとつから的確に機微を読む。幼少期からずっと腹心として重用しているゆえんだった。

「エミリアについてどう思う」

「といいますと？」

　低く切り出した俺に、ハウイットは薄ら笑いを引っ込めて尋ねてきた。

「彼女について、お前は伝書の中で【気立てがよい】と書いていただろう？　この五日間、彼女を見てきて俺にも異論はないさ。だが、うますぎる気がするんだ。本当にあれは本性か？　ハウイットはどう思う？」

「もちろん、それについては私も初日にさんざん疑いましたよ。それでなにかボロが出るんじゃないかといろいろやってみたんですが、結局エミリア様は最後まで一貫してあの調子でしたからね」

「待て。その『いろいろ』とはなんだ？」

「護衛の騎士や外交官の何名かに、わざと粗相をさせました」

　ギョッとして問う俺に、ハウイットは整然と答えた。

「おい！　いったいなにをさせたんだ!?」

「具体的には、食事の配膳を忘れさせたり、服に飲み物をこぼしたりですね。まぁ、ほかにもいくつか。……あとは、反応を見るためにわざと悪口を聞かせてみたこともありましたね。もちろん、すぐに謝罪撤回していますがね」

「お前、そんなことをさせていたのか？」

「ジーク様に報告をあげるのに半端な真似はできませんからね。私とていい気はしませんが、これも職務の一環ですよ」

　……職務。側近というのはある意味、王太子である俺よりも嫌な役回りだな。

　ヒクヒクと口もとが引きつる。

「ちなみに、彼女はどんな反応をしたんだ？」

　おそるおそる問いかけたら、ハウイットは少し困ったように笑ってみせた。

　普段、ハウイットのこんな表情を見ることはあまりなく、意外な思いで見つめ返す。

「どんな粗相をされても、悪口を言われても、彼女が人を悪く言うことはなくすべておおらかに微笑んで許していましたよ。それどころか、配膳が滞るほど忙しいならと手伝いを申し出てきました。飲み物をこぼされた時は、『濡れた服を洗うので、皆さんも洗う物があれば一緒に洗いましょうか』と尋ねて回っていましたよ」

「……驚いたな」

「ええ。あの時は、さすがの私も汚れきった自分の心を恥ずかしく思いましたよ」

　このハウイットに悔いを抱かせるなど、聖人君子にだってできることではない。……ならばエミリアは、聖人君子の上をいく清廉潔白な女性だということだ。

「ジーク様、なにか失礼なことを考えていませんか？」

「いいや、気のせいだ」

　胡乱げな目を向けるハウイットを無視して続ける。

「宮中で会う女たちは、笑顔の下で腹に一物も二物も抱えたような狸たぬきばかりだ。俺はエミリアのように心根の清らかな女性に初めて会った。『悪女』の呼び声高い彼女が最も清廉だとは、とんだ皮肉だがな」

「ええ。『悪女』や『呪われた王女』の前評判はなんだったのかと私も驚いています。本当に、人の噂というのはあてにならないものです」

「そうだな。……まぁ『呪い』というのは少し気になるが」

「なにか思うところがおありですか？」

　実は、彼女の『呪い』については少々思いあたることがあった。

　ただしこれは王族のルーツに関わること。ハウイット相手とはいえ、安易に口にするのははばかられた。なにより、国に帰って調べなければ詳しいことはわからない。

「まぁ、今はいい。それより、今後の彼女の処遇についてだ。彼女がアドランス王国で朽ちかけた離宮でほとんど監禁に近い状況で暮らしていたらしいというのは話していただろう。さらに信じがたいことに、まともに飯も運ばれてこなかったようだ」

「それは本当ですか？」

　さすがのハウイットもこれには驚いたようで、目を見開いている。

　無理もない。俺も聞かされた時は、驚きとそれを上回る怒りの感情で目の前が赤く染まった。

「ガルニア王国で暮らすにあたり心配ごとはないかと聞いたら、『一日三食とまでいわずとも、保存の利く堅パンでも融通してもらえるとありがたい』と言われて思わず耳を疑った。聞けばアドランス王国では満足に飯がもらえず、離宮の庭で野菜やハーブを育てて腹の足しにしていたらしい」

「まさか、一国の王女が……」

「父王が亡くなった十歳頃からずっとそんな環境に置かれていたようだ。そしてガルニア王国でも彼女はあたり前のようにそれに準じた暮らしを送るつもりでいる。『離れの宮の片隅にでもひっそり置いてもらえたらそれで十分』と言っていた」

　ハウイットは唇を真一文字に引き結び、無言のまま憤りとやるせなさを滲ませていた。

「そんな状況にあったのに、驚くことに彼女はアドランス王国の民の行く末を心配してみせる。我が国の支配下に入れることに感謝まで口にしていた。一方で、彼女は自分の幸せを望まない」

　ここで一度言葉を区切り、再び真っ直ぐにハウイットを見据えて口を開く。

　エミリアへの疑いは晴れたのだ。ならば――。

「ハウイット、俺は彼女が不足なく過ごせるようできるだけのことをしてやるつもりだ。ガルニア王国では、泣き暮らしてほしくない。彼女には日々を笑って暮らしてほしい」

「同感です。私もエミリア様が心地よく過ごせるよう手を尽くしましょう」

　ハウイットから心強い言葉が返る。

「そうか」

　ハウイットの宮中での影響力は絶大だ。ハウイットが目を光らせておいてくれれば、『悪女』の噂を真に受けてエミリアを軽んじるような輩やからも出ないだろう。

　ガルニアの王宮でにこにこと微笑んで過ごすエミリアの姿を想像すると、自然と頬が緩んだ。










第四章　輿入れ旅の終わりと鎧騎士との別れ




　俺が使者団に合流して七日目に事件は起こった。

　夕刻の休憩の折、俺が所用を足して戻ると、湖畔に停めていた馬車がゴロツキどもに囲まれていた。

　なぜこんな事態になっている!?

　あろうことか馬車の近くでは、エミリアがゴロツキのひとりに短剣を向けられているではないか。目にした瞬間、湧き上がる怒りで目の前が真っ赤に染まる。

　ハウイットやほかの護衛たちはいったいなにをしていた!?

　ギリリと歯噛みしつつ、精いっぱいの理性で怒りを収め、打開に向けすばやく周囲の状況を探りだす。

　ゴロツキどもは全部で六人。

　見るからに統制が取れておらず、寄せ集めであることは瞭然だ。武器もまともな剣を手にしている者は半数で、残る半数は、なんと近隣の農村からかっぱらってきたと思おぼしき農具を握っていた。

　先の戦争でアドランス王国側につき、満足な報酬も得られぬまま放り出された傭よう兵へい崩れといったところか。

　その時、エミリアが殺伐とした空気の中で凛りんとした声をあげる。

「約束通り私の代わりに、この子は母親のところに返してあげて」

　……この子？

　エミリアがうしろを振り返る。その視線の先を追うと、彼女のスカートのうしろに隠れるように五歳くらいの少女がすがりついていた。

　俺は今に至るすべての状況を察した。

「もう大丈夫だからね。あなたはお母さんのところに戻りなさい」

　ハウイットやほかの護衛たちが手出しできずにいたわけも理解する。

　……そういうことか。保護対象が自ら人質交換を申し出て犯人のもとに向かったら、彼らとて動くに動けない。

　自らの安全を顧みず、無謀な行動に出たエミリアに苦い思いが広がる。

「こ、こら。か、勝手なことを、す、するんじゃねぇ」

　彼女の首に短剣を突きつけていた気弱そうな男が、言葉を詰まらせながら諫める。男の手は小刻みに震えており、危なっかしいことこの上ない。剣の切っ先が彼女の肌をかすめやしないかと、俺は気が気でなかった。

　明らかに烏う合ごうの衆しゅうの男どもをねじ伏せるのは造作もないが、万が一にもエミリアを傷つける事態だけはあってはならない。慎重にあたらねば……。

　周囲を取り囲むハウイットや護衛たちにも、早まった真似をしないよう目配せで注意を促す。

「あんた、いい度胸だな」

　リーダーと思しき男が葉巻片手にエミリアに歩み寄る。男はエミリアの目の前で立ち止まると、鼻先が触れそうなくらい顔を近づけた。

「まぁいい。こちらとしても小汚いガキより、あんたの方が都合がいいからな」

「ほら。あっちでお母さんが待っているわ」

　エミリアは今にも舌なめずりしそうな男にかまわず、スカートを握ったままの少女を促す。

「でも、お姉ちゃんが……っ」

「私なら大丈夫。さぁ、お行きなさい」

　少女は躊ちゅう躇ちょしたが、エミリアに背中を押されると弾かれるように駆けだした。

「っ、お母さぁああんっ！」

　エミリアは聖女のような慈愛をたたえ、駆けていく少女の背中を見つめていた。

「ヒッヒッ、お優しいこって。さーて、約束通りガキを解放してやったんだ。今度は俺たちがいい思いさせてもらわねえと、フェアじゃねえよなぁ？」

　男が下卑た笑いを浮かべながら、葉巻を持つのと逆の腕をエミリアに伸ばす。

　クソッ！　汚い手で彼女に触れるな!!

　ところが、男の手が彼女の顎あごにかかろうとした次の瞬間――。

「ウァアアッ!?」

　男が持っていた葉巻が爆発炎上した。

　なんだ!?　どこかからガスでも出ていたのか!?

　リーダーの男は火だるまになり、エミリアに短剣を向けていた男は腰を抜かして地面にへたり込む。エミリアはいつの間にか赤毛の騎士の腕の中にかばわれていた。

　訓練されたハウイットや護衛たちですら突然の事態に固まる中、俺は即座に腰の剣を抜きながら駆けだす。手前からゴロツキどもに切り込んでいく。ひとり、ふたりと切り捨て、三人目に剣を振り下ろす。

　三人目の男はわずかばかり剣の心得があるようで、俺の攻撃を大剣で受け止めた。俺は斬り結んだ剣を弾き返し、今度は上で斬り結ぶ。そのまま男が、力任せにギリギリと押し込んでくる。

　……馬鹿め！　力技の剣に俺がやられるものか！

　剣の向きを傾け、刃をすべらせていなし、薙ぐように切り払う。

　男は咄嗟に上体を反らして避けようとする。その足を引っかけて男がバランスを崩したところに、がら空きの胴部にザンッと剣を突き入れた。

　――ヒュンッ。

　うしろか!?

　頸けい椎ついのあたり目がけて飛んできた鎌を屈んで避ける。その勢いのまま地面を蹴って、五メートルほど離れた場所で鎌を投じた体勢のまま立ちすくむ男の懐に飛び込んでいく。

　剣で切るまでもない。顎に拳を叩たたき込めば、男は背後に吹き飛んで卒倒した。四人を倒すのに要した時間は、およそ一分。ここ最近は多忙で、ほとんど鍛錬できていなかったが腕はなまっていないようだ。

　ハウイットたちが男どもの捕縛と、火だるまになった男の消火を試みるのを視界の端で確認し、エミリアに駆け寄る。ちなみに俺がゴロツキたちに切り入れたのは峰で、気絶させているだけだ。唯一剣を突き入れた三人目も、急所は外している。

　エミリアは俺に気づいたようで、赤毛の騎士の腕の中からうかがうように見る。その表情は少しうしろめたそうで、今回の騒動に彼女なりに思うところがあるようだった。

　数歩分の距離を置いて立ち止まり、カラカラに渇いた唇を開く。

「……無事でよかった」

　俺が発した声はわずかに震えていた。

　短剣を向けられたエミリアを見た時、覚えたのは紛れもない恐怖だった。彼女を失うかもしれない、そのことがどうしようもなく恐ろしく身が縮む思いがした。

　初陣の時ですら泰然と構えていられたというのに、たったひとりの女性を前にこんなにも心が揺れる。

　この感情はなんなのだろう？

「鎧の騎士様……」

　赤毛の騎士は俺とエミリアを交互に見て、ヤレヤレといった様子で彼女を抱いていた腕をほどいた。

「ありがとうね、サラマンダー」

　サラマンダー？　エミリアが赤毛の騎士の名を呼んで、礼を告げる。赤毛の騎士はそれにヒョイと肩をそびやかして応え、背中を向けてどこかに消えた。

　親しげなふたりの様子に苦い思いが込み上げる。

「……あの、迷惑をかけてしまってすみませんでした」

　迷惑だと？　赤毛の騎士には礼を告げていたのに、俺にはよそよそしく詫びを伝えてくる。そのことを面白くないと感じる俺は、なにかおかしいのだろうか。

　エミリアと共に過ごしたのはたったの七日。この短い期間で彼女が俺の胸の奥深くに居つき、俺を振り回す。彼女といるとこれまで覚えたことのない感情が次々に湧いてきて戸惑うばかりだ。

　……いかんな。冷静になれ。

　感情的な思考を脇に置き、口を開く。

「かまわん。それより、なぜ自ら――」

　気を取り直してエミリアを問い質ただそうとしたその時。若手の騎士に今まさに縄をかけられようとしていた男が、騎士の手を弾き、落ちていたなにかを拾い上げるのが視界に映る。

　あれはふたり目に切り伏せた男が持っていた斧おのか……！

「危ない!!」

「えっ？」

　恐慌状態に陥った男が、がむしゃらに斧を振り回しながらこちらに向かってくる。

　反射的にエミリアを懐にかき抱いた。

　直後、男の振り上げた斧が曲線を描きながら、俺の右肩に打ち込まれる。

　――ガキンッ！

　金属同士がぶつかる鈍い音が響き、重い衝撃に肩が痺れる。

「グッ」

　当然ながら、鎧の上に繰り出された斧が俺の肌を切りつけることはない。しかし、重い一撃は鎧越しの右肩に打撲を負わせるには十分だった。

「取り押さえろ！」

　ハウイットの指示で、男が捕縛されるのを横目に見て、エミリアを抱きしめていた腕を緩める。

「鎧の騎士様、怪我を……っ！」

　懐にかばっていたエミリアが目を潤ませて見上げ、俺の胸に取りすがる。

「大事ない」

「ですが……っ」

　なおも食い下がろうとする彼女を目線で制す。

　もちろんそれなりの痛みはあるが、経験上、骨折にまで至っていないことはわかっていた。

「問題ない。それより、さっきの話の続きだ」

「え？」

「なぜ、自ら人質になった」

　唇を割って出たのは、自分でも驚くほど低い、底冷えするような声だった。

「自己犠牲をいとわないそなたの心意気は美徳でもあるのだろう。だが、そなたは己の存在価値を考えるべきだ」

　エミリアは瞳を揺らし、不安げに俺を見上げる。

「人質の少女が助かったとて、代わりにそなたの身が損なわれればなんにもならん。もっと賢く立ち回れ」

「……それでしたら私は己の存在価値を生かし、この上なくずるく、そして賢く立ち回れたのではないかと。だって私は、絶対に怪我などなく助けてもらえると確信があってこの方法を選んだんです」

　しばしの間を置いて返ってきた予想外の台詞に、困惑が隠せない。自ずと眉間に皺が寄る。

「なんだと？」

「実は、最初に人質になっていた少女と少し話をしているんです。彼女は商家の子ですが、実家はけっして裕福とは言いがたいようでした。身代金を要求されても、きっと親御さんは払えなかった。そうなれば、彼女はどうなっていたでしょう？　……最悪、彼女自身が商品として売られていたかもしれません」

　二の句が継げずにいる俺に、エミリアは自嘲気味に笑って続けた。

「でも私なら、そうはならない。なにを置いても助けてくれるみんながついているから」

　彼女がこんなにも頼りとする〝みんな〟……。それは俺でも、ほかの護衛たちでもないような気がした。

　ほんの一瞬、赤毛の騎士の姿が脳裏をよぎった。

「美徳だなんてとんでもないですよ。端はなから助けてもらうのをあてにして動く私は、騎士様が思う以上に身勝手でしたたかで……でも、今は自分の行動を後悔しています」

「お、おいっ？」

　俺を映すアメジストの瞳が見る間に潤み、珠たまを結んだ滴がまなじりからホロホロとこぼれ出す。

　突然泣きだした彼女に驚き、思わず頬に手を伸ばす。しかし、触れる直前でハッとして手を止めた。硬質な籠手をはめた指先で、やわらかな肌に触れるのがためらわれたのだ。

「私のせいで、怪我をさせてしまってごめんなさい。こんなことになるなんて思わなかったの。みんなはなにがあっても怪我なんかしないし。あ、いえ、そもそも、誰かが私をかばうなんて想像もできなくて……まさか私をかばってあなたが怪我を負うだなんて思いもしなかった。……ごめんなさいっ！」

　エミリアは守られる立場の王族でありながら、これまで誰からも守られたことがないのだ。……まぁ、怪我をしないという〝みんな〟を除けばだが。

　俺は涙を拭う代わりに、再び彼女をそっと胸に抱きしめる。動かしたことで右肩に痛みが走ったが、腕を緩めようとは思わなかった。

「ならば、これからは考えて行動しろ」

　嗚お咽えつ交じりのエミリアの告白は切なく、彼女の境遇を哀れに思った。一方で、そんな状況にありながら他者を思いやる心を持ち、その心のままに行動する彼女に驚きが隠せない。

「え……っ？」

　優しく行動力にあふれたその気性は、生まれ持ったものなのだろうか。

　エミリアから目が離せない。これからは俺が、この手で彼女を守ってやりたい。彼女への庇護欲と独占欲が胸にあふれた。

「そなたが危険に瀕ひんしたら助けようと動く者がいることを忘れるな。同じような状況になれば、俺は何度だって助ける」

「っ！」

　泣きやませようと思っているのに、ますますエミリアが涙をあふれさせるのはなぜなのか。

　……だが、腕に閉じ込めた小さなぬくもりは手放しがたく、慰めるのにかこつけてこのまま閉じ込めておくのも悪くない。

「あんまり泣くと瞳が溶けてしまうぞ」

　やり手の悪女？　魅了の魔法？　……馬鹿馬鹿しい。エミリアはそんな女ではない。

　泣きじゃくるエミリアを抱きしめながら、かつて自分が巡らせた想像を心の中で笑う。

　エミリアは『悪女』とは対極、心清らかで優しい女性。そして俺が唯一妻にと望む、いとしい女性だ――。




　その日の夜。宿に入ってさほど時間を置かずに、ハウイットが俺の部屋にやって来た。

「ジーク様、肩のお加減はどうですか？　かなりの威力で斧を打ちつけられていましたから、骨にヒビくらい入っているかもしれません。念のため見せてください。あまりひどいようでしたら医者を手配しましょう」

　ズンズンと歩み寄るハウイットに腰が引ける。

「いや、もう治っているから大丈夫だ。見なくていい」

「いやいや、エミリア様の前ならともかく、私相手に強がらなくて結構ですよ」

　キッパリと断るが、ハウイットは引かない。その上、先ほど痛みをこらえてエミリアを抱きしめていたのを見ていたようで、揶や揄ゆするような発言をしてくる。

「お、おい！　やめろっ」

　ハウイットが詰め寄り、半ば強引に寝衣の襟をはだけさせる。

「え……？」

　腫はれも赤みもない肩を見て、ハウイットは目を丸くした。

「……嘘ですよね。本当に普段と変わらない」

「だから言ったろうが」

　寝衣の襟を引き上げながら、ため息をこぼした。

　やれやれ。今はまだ、伏せておきたかったのだがな……。

「ちなみに、どのような処置をされたんですか？」

「エミリアに軟なん膏こう薬やくをもらってな。それを塗ったらスーッと腫れと痛みが引いた。なんでも、アドランス王国から持参した特効薬だそうだ」

　本音を言えば、あまり伝えたい内容ではなかった。しかし最側近であり、公私の別なく信頼を置くハウイットにあえて隠すのもはばかられ、端的に告げる。

「その薬というのはどこに？　見せていただいても？」

「それが、もともと少量しか残っていなかったんだ。俺がもう全部塗りきってしまった」

　空の容器を指し示しながら伝えれば、ハウイットは眉を寄せつつ不承不承にうなずいた。

「なに。振り下ろされた斧に、さほど力は入っていなかった。もともと、軽い打撲だったんだろう」

　これは明らかな嘘だった。実際はハウイットの読み通り、骨にヒビが入っていてもおかしくないほどのひどい打撲だった。しかし、エミリアがくれた軟膏を塗ったら、跡形もなく腫れが引き、痛みが消えたのだ。

　エミリアは薬について、俺がハウイットに伝えた以上の内容を語らなかった。見たこともない白い軟膏は、少し湿り気の多い粘土のような感触で、塗るとひんやりとした。

　ガルニア王国は医療先進国といっていい。俺自身薬剤について多少の知識は持っているが、あんな薬は見たことも聞いたこともなかった。

　そもそも、あれが〝薬〟という認識でいいのかは謎だ。正直なところ、〝魔法〟だとでも言われた方がよほどしっくりくる。それくらい、あの薬は人知を超えた効能を発揮した。

「……そうですか」

　ハウイットが俺の言い分に納得したかはわからないが、それ以上言及してくることはなく、ホッと胸をなで下ろす。

　あの薬について掘り下げていくと、エミリアが言うところの〝みんな〟や、果てはエミリアの存在そのものにまで話が波及していきそうだ。

　まだ想像の域を出ないが、おそらくエミリアは……いや、それを判断するのはまだ尚早だ。それは国に帰ってからじっくり判断すればいいことで、今はそれよりも――。

「ハウイット、一昨日の夜の話だが少し内容を改めたい」

　俺は一昨日の夜『彼女が不足なく過ごせるようできるだけのことをしてやる』とそう言った。しかし、それだけではもう満足できない。

「どのようにでしょうか？」

　ハウイットに問われ、さらに続ける。

「彼女に不足なく過ごせる環境を整えるだけでは不十分だ。彼女にはいつだって、俺の腕の中で笑っていてほしい。ほかの誰でもない俺が、彼女を幸せにしてやりたいと思う」

「エミリア様をご正妃にとお考えなのですね。……彼女の出自や背景を考慮して下されたのが側妃という決定です。陛下はもとより保守派の大臣らの反発は相当大きいでしょう」

「そんなのは俺がなんとしても納得させてみせる」

　これまでハウイットとは俺が敷く将来の治世について幾度となく語り合ってきた。話は、俺に次ぐ権力を持つことになる妃についても及んだ。

　身分、気質、その時の政治状況、それらを踏まえしかるべきタイミングで最もふさわしい女性を迎えるつもりでいた。条件の合致がすべてであり、そこに惚れた腫れたの感情は介在させないはずだった。

　しかし俺はエミリアと出会い、彼女と並び立ち添い遂げる未来を夢見てしまった。今はもう、当時と同じ気持ちではいられない。

「いいと思いますよ。ジーク様がエミリア様を慕っているのはわかりきっていました。むしろ、いつ切り出してくるかとやきもきしながら見ていましたよ」

　わずかな間を置いて、ハウイットがフッと口角を上げる。

「ハウイット……！」

「なによりこの八日間、私もエミリア様の人となりを間近に見てきました。もちろん今後学んでいただくべきことは多いですが、彼女でしたら正妃としての資質も問題ありません。きっと、おふたりは似合いの夫婦になると思いますよ」

　腹心のハウイットから共感と賛同を示されて、安堵が広がる。

　向かい合うハウイットは臣としてではなく、親友の顔で晴れやかに笑っていた。つられるように俺の表情も綻んだ。

「ですがジーク様、鎧で正体を偽っているこの状況はどうされるのですか？」

　……うむ。目下の問題はそれだ。

　思わず押し黙った俺に、ハウイットがたたみかける。

「このまま隠し通す手もなしではありませんが、私はなるべく早く打ち明けた方が傷は浅いと思いますよ」

「打ち明ける？」

　どう取り繕ったところで俺は彼女を騙している。しかも初対面でひどい言葉を投げつけてしまっているのだ。

　俺が黙っていれば、あれはあくまで臣下が忠心から告げた言葉で済む。だが、俺が正体を打ち明けたら、それはジークフリード本人の言葉になってしまう。

「ええ。私が中途半端な伝書をしたせいで、結果的にジーク様がエミリア様にあのような発言をしてしまった。そのことは私自身大変心苦しい。けれど、やはりここは正直に彼女に謝罪すべきかと」

　ハウイットの言葉もわかる。しかし俺は打算的ではあるが、隠し通した方がエミリアとの良好な関係を築きやすいと思えた。

「いや、それは駄目だ。俺はやはりジークフリードとして、一から彼女との関係を築き上げたい」

　ハウイットが胡乱げに俺を見て口を開く。

「ジーク様は以前『女に不自由していない』なんておっしゃっていましたが、実際のところ後腐れのない商売女くらいしか相手にしたことがなかったかと記憶しています」

　戦場に出た後や大きな政治交渉を果たした後は、どうしたって女が欲しい夜もある。かと言って、かしましい女たちと恋愛ごっこに興じる気などさらさらなかった。

　だからハウイットの指摘は事実なのだが、それをわざわざあげつらう真意はわからない。自然と眉間に皺が寄った。

「どういう意味だ、なにが言いたい？」

「……いえ、やはり今のは忘れてください」

「おい、ハウイット？」

「すみませんが、そろそろエミリア様に夕食をお持ちする時間ですので。ジーク様の分も、後でほかの者に運ばせます」

　ハウイットは俺がさらに問い質すより先にスッと席を立ち上がってしまう。

　俺は彼女に顔を明かせないから、鎧を外した後の世話はハウイットに一任していた。彼女の食事を持ち出されれば、これ以上引き止めるつもりはない。

「ああ、頼んだ」

　カツカツと長靴を鳴らしてハウイットは扉に向かった。

「外野がとやかく言うことではないのでしょうが、打算で妙な嘘をつくとだいたいろくな結果にならないんですよ。こと男女の間では特に。……まぁ、まともな恋愛をしてきていないジーク様には、言ったところで理解しがたいでしょうけれど」

　扉が閉まる直前、ハウイットが何事がつぶやいていた。

　王都到着までもう間もなく。いかにしてエミリアを迎えるか思考を巡らせていた俺は、その台詞をさして気にも留めなかった。
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　ガルニア王宮到着が明後日あさってに迫っていた。

　王都に近づき、景色は大国の名にふさわしい賑やかなそれへと変わっていた。ガルニア王国に入ってからはずっと舗装された道を進んでいたが、その道幅が広く綺麗になった。建ち並ぶ家々もしっかりした大きな規模のものが増え、手入れの行き届いた漆しっ喰くい壁かべや玄関先を飾る花壇からは住人の暮らしぶりのよさがうかがえた。

　朝日に照らされた街は、祖国とは比べ物にならぬほど豊かな様相だった。すっかり見入っていたら、並走する鎧の騎士様が開け放った窓越しに声をかけてきた。

「俺は明日、ひと足先に使者団を離れることになる」

　それはあまりに唐突な報せ。

　耳にした瞬間、目にする景色が一気に色をなくしたような気がした。

「……え。王宮まで一緒に行ってくださるのではなかったのですか？」

　少なくとも、私はそのつもりだった。今日を含めてあと三日、彼といられるものだとばかり……。

　私の人生において、誰かと一緒に過ごす時間をこんなに心地よく感じたのは初めてだった。けれど楽しい時間は永遠ではないのだ。

　間近に迫った別れに、胸がツキリと痛んだ。

「すまないが、どうしてもやらなければならないことがある」

「……あの、騎士様。私たちは王宮に着いたら、もうお会いすることはできないのですよね」

「あぁ、そうだな」

　短く答えてそっぽを向いてしまった彼に、ひどく傷ついている自分がいた。だけど、考えてみればそれも当然のこと。私に付き従うのは、彼にとっては仕事。職務の範はん疇ちゅうを超えるくらい細々と世話を焼いてくれるのは、ひとえに彼の温情と親切心によるところなのだ。

「どうした、不安か？　しかし、そなたには王太子殿下がいる。今後は彼を頼ればいい」

　騎士様はひどく残酷なことを言う。身のほどを弁えろ、殿下に取り入ろうとするなよと釘を刺されたのだから、頼れるはずもない。……もしかして、試されているのだろうか。

　私はゆるゆると首を振った。

「私などを政略で娶ることになってしまった王太子殿下には、申し訳なくてならないのです。その上殿下を頼ろうなど、とんでもないことです」

「……いや、その、なんだ。殿下は絶対にそなたを悪いようにはしない」

　長い沈黙の後、騎士様は困ったように告げる。今の言葉を額面通りに受け取るには、状況的に少し無理があるけれど、彼がなんとか慰めようとしてくれているのはわかる。やはり優しい人だ。

　だけど彼は、根本の部分を間違えている。私が憂えるのは王太子殿下との関係ではない。

　私の本音はもっと単純。あなたとこれきり会えなくなってしまうのが寂しいのだ……。

「さようですか。殿下は公平で高潔なお人柄なのですね。ガルニアの民はお幸せです」

　内心の思いをひた隠して答えたら、騎士様はそれきり黙り込んでしまった。

　私もこれ以上なにを話していいかわからなくて、キュッと唇を引き結ぶ。そのまま膝に視線を落とし、カタカタという走行音を聞く。流れる沈黙がこんなに苦しく感じられたのは初めてだった。

　……あ、そうだわ。

　しばらく経ってからふいに思いつき、手持ちの荷袋をあさる。ここまで親切にしてくれた騎士様に、なにかお礼がしたいと思った。彼にとってそれがただの職務だったとしても。

　……うん、これがいいわ。

　袋の中でそっと手のひらに握りしめたのは、小花柄の端切れで作った小さなポプリ。離宮の庭で育てていたハーブを何種類かブレンドしたもので、同じハーブから抽出した精油を私はいつも身繕いに使っていた。

　そういえば前に、髪に垂らした精油に気づいた騎士様が『いい香り』だと褒めてくれたっけ。加えて『清涼感があっていいな』と言っていたのも思い出す。

　何個か持ってきたポプリの中で、一番綺麗な布と紐ひもで作った最もお気に入りのそれ。しかししょせんは廃棄する材料を融通してもらって作った物で、その見栄えは真新しい品に遠く及ばない。

　こんな物を渡したら、子供騙しと笑われてしまうだろうか。……いいえ、騎士様は笑ったりしない。

　兜の下の顔を見たことはないけれど、彼はきっと優しく目を細め、快く受け取ってくれるだろう。

　明日、騎士様にお渡ししよう。最後のお別れに心からのお礼と感謝をこめて――。




　翌日は、朝から小雨がぱらついていた。

　……なんだか私の心をそっくり写し取ったみたいね。

　雨よけにかぶった外がい套とうの下から曇天を見上げて苦笑した。

　すると、フード越しの頭に横からポンッと手が置かれた。

　見上げると、さっきまでハウイットさんと話し込んでいた鎧の騎士様が、いつの間にか私のすぐ隣に立っていた。

「体が冷えるぞ」

　彼は私の頭に置いたのと反対の手で、愛馬の手綱を引いていた。

　ここで彼は使者団の一行を離れる。私たちはこれでお別れだ。

「騎士様……」

　頭に置かれた手はすぐに離れてしまったけれど、少し速くなった鼓動はまだしばらくもとに戻らなそうだ。

　こんな些細な触れ合いに、私がひそかに胸を高鳴らせているなんて、彼は想像したこともないだろう。

「見送りはもう十分だ。濡れるから馬車に戻れ」

　別れを目前にしても、彼は淡々とした態度を崩さない。

「あの、騎士様。ここまでの道中、騎士様のおかげでとても快適に過ごせました。それからいろんなお話もできて、毎日すごく楽しかったです。本当にありがとうございました」

「礼には及ばん。快適に過ごせたならよかった」

　私の心はこんなに乱れているのに、彼はどこまでも平常運転。

　彼にとっては職務のひと区切りにすぎない。わかっていたとはいえ、ふたりの思いの落差が少し切ない。

「……それで騎士様、お世話になったお礼によかったらこれを受け取っていただけませんか」

　勇気を振り絞り、用意していたポプリをポケットから取り出す。

　精いっぱいの感謝をこめて差し出した。

「これは？」

　彼は籠手に覆われた手でそっと受け取った。

「ポプリです。私がつけているのと同じハーブで作ったものです」

「そなたと同じ。そうか……」

　え？　その瞬間、彼のまとう雰囲気がふわりとやわらかくなったように感じた。

「ありがとう。大切にする」

「は、はいっ」

　兜で表情は見えないが、それでも彼が嬉しそうなことは伝わってきて、私は少し面食らう。

　ともあれ、気に入ってもらえたようでよかった。

「もらうばかりで、なにも返せずすまないな」

　愛馬にくくった荷の奥にガラス細工でも扱うような丁寧さで慎重にしまいながら、彼がポツリとこぼす。

「そんな。とんでもないです」

　共に過ごした九日間の記憶がこれ以上ないお返しであり、私にとって宝物だ。

　ポプリをしまい終えた彼が、ふいに空を見上げた。

「……ああ、晴れてきたようだ」

　つられるように私も空を見上げると、いつの間にか雨がやみ、割れた雲の隙間から太陽の光が大地に向かい、筋のように伸びていた。

「まぁ。綺麗！」

「ほぅ、聖女の梯はし子ごか……」

「聖女の梯子？　ガルニア王国ではあのような光の筋をそう呼ぶのですか？」

「降り注ぐ光に沿って聖女が舞い降りてきているように見えることから、そう呼ばれている」

　なるほど。言われてみると、そんなふうにも見えてくる。

「ふふっ、なんだかロマンチックですね」

「『聖女の梯子』は比喩ではあるが、吉兆の前触れといわれているんだ」

「……吉兆ですか」

　騎士様が空から私に視線を移す。

「こうして聖女の梯子を見たのだ。そなたの今後は明るい」

　騎士様がなにげなく告げたであろうその言葉に、トクンと脈が跳ねる。

「ではな。達者で暮らせよ」

　彼はヒラリと愛馬にまたがって手綱を握る。

「はい、騎士様も……さようなら！」

　小さくなる騎士様のうしろ姿を見送る私の心は、いつの間にか空と同様に晴れ間へと変わっていた。




　鎧の騎士様が去り、使者団の一向はガルニア王宮を目指して進む。

　私が静かな車内で彼と過ごした楽しい記憶を思い出して口もとを綻ばせていたら、淡い発光と共に頭上にディーノが現れた。

《まったく妬やけてしまいますね》

　私の目線の高さにふわりと飛んできたディーノが、ちょっと不満そうにこぼす。

「ん？　どうしたのディーノ？」

《え～、わかんないのぉ？》

　ディーノの脇にふわっとシルフが顔を出し、悪戯いたずらっぽく笑う。

　小首をかしげる私に、足もとに現れたノームがぼそっと告げる。

《ディーノはやきもちを焼いてる……》

「えっ……？」

「《そういうこった。俺たちが慰めてもエミリアは全然元気にならなかったのに、あの男の言葉と態度ひとつでこれだから面白くはねえな》」

「……サラマンダー！」

　馬車に並走するサラマンダーが、窓越しに車内の会話に加わってきた。

「《ま、とはいえエミリアが元気がないままよりはいいんだけどな》」

《たしかに……》

《サラマンダーもノームも甘いですよ。私とてあの男が正直に打ち明ければ、応援してやるのもやぶさかでなかったのですがね。あの男は打算的でいけません》

《僕も、あいつのそういうところ嫌いっ》

　ディーノとシルフの言葉はよくわからない。そもそも鎧の騎士様に打算的なところなどあっただろうか？

「《打算的というか、あいつは単に不器用で格好つけなんだろう。それよりディーノ、なんだかんだ言いながらあいつに渡す治療用の粘土に普段はしない冷却効果までつけてやっただろう？　口ではそう言いつつ、実は奴に肩入れしてねーか？》」

《やめてください、縁起でもない。あの男の怪我にエミリアがひどく心を痛めていたので付与したまでです。あの男のためを思ってではありませんよ》

　サラマンダーの指摘に、ディーノは嫌そうに柳眉をしかめツンとそっぽを向いた。

《っていうかさ、そういうサラマンダーこそどうしたの？　これまでは男がエミリアに触れようものなら容赦なく炎を浴びせてたのに、あの鎧騎士にはずいぶん甘かったよねぇ。頭をなでるのも、抱きしめるのも見逃してたじゃない》

「《振り下ろされた斧から体を張ってエミリアを守ったからな。その気概に免じて大目に見てやっただけだ。それを言うならノームだって、いつものより効能のいい治療用粘土を出してやってたろうが》」

《エミリアのためを思ってのこと……》

　みんなの話を聞いていると一見鎧の騎士様に敵意を燃やしているようでいて、その実かなり気にかけているふうである。

　……みんなが私以外の誰かに執着を見せるなんて、珍しいこともあるのね。

　惜しむらくは彼ともう会えないことだが、不思議とあまり悲壮感はなかった。

　精霊のみんながわちゃわちゃと言い合うのを聞きながら、窓の外に目線を向ける。今も降り注ぐ光こう芒ぼうが明るく大地を照らしていた。

　ふいに鎧の騎士様が告げた『そなたの今後は明るい』という台詞が脳裏をよぎる。

　体の中に活力が満ちていくような、そんな心地がした。

「ねぇみんな、せっかく新天地に行くんだもの。うしろ向きでいたらもったいないわ。ガルニア王国でも楽しくやりましょう。これからもよろしくね！」

　前向きな私の言葉に、みんなが嬉しそうに同意した。

　……うんっ。これからのガルニア王国での生活、明るいものにしてみせるわ――！




　そして翌日、ついに馬車は王宮正門をくぐったのだった。










第五章　望まれない側妃にまさかの好待遇!?




　ガルニア王宮に到着し、ジークフリード殿下と初対面してから一夜が明けた。

　なめらかな絹のシーツがかかったふかふかの寝台で、私は目覚めた。ゆっくり瞼まぶたを開くと、天てん蓋がいの紗しゃ幕まく越しに豪華な室内の様子が見える。

　あてがわれた客間はとにかく広かった。今いる寝室の壁には両開きの大きなクローゼットのほかにもいくつか扉があり、そのひとつは隣の居間につながっている。毛足の長い絨毯の上にふかふかの長ソファと一人掛けのソファ、木目の美しいローテーブルで居心地よく整えられていたっけ。

　そして圧巻なのが、今は閉じられたドレープカーテンの向こう側だ。あのカーテンを開くと天地いっぱいに広がる窓とガラス戸が現れ、バルコニーに出られるようになっている。王宮の前庭に面したバルコニーからの眺望は素晴らしく、前庭だけでなく、王宮前広場の模様花壇や大型の石造噴水など、王都の一部まで見ることができた。

　紗幕を割って寝台を下り、やわらかな絨毯を踏む。カーテンの前まで歩き、たっぷり襞ひだが取られた布の端をそっと引き開ける。目の前には、昨日見たのと同じ景色が広がっていた。

「……やっぱり夢じゃなかったんだ」

　分不相応な部屋に身に余る厚遇。ひと晩明けても信じがたい状況に困惑しきりのまま、束つかの間ま、昨日の殿下との出会いの一幕に思いを馳せた――。




　馬車が王宮に到着すると、外から声をかけられた。

「お手をどうぞ」

　えっ!?　鎧の騎士様？　低く張りのある声は、鎧の騎士様にそっくりだった。

　まさかと思いながら視線を向けたら、精せい悍かんな男性がやわらかな微笑みをたたえて手を差し出していた。一瞬の期待が裏切られ、へにゃりと眉が下がりそうになるけれど、すぐに気を取り直して外向きの笑みを浮かべる。

　ガルニア王国の正装である詰つめ襟えりの装束に緋ひ色いろのマントをまとった男性は、圧倒的な気品と存在感を醸し出していた。ただの侍従でないことは瞭然だった。

　……誰だろう、大臣とかかしら。私なんかの出迎えに、わざわざ偉い人が来てくださったの？

　鍛え上げられた筋肉質な体形が着衣越しでも見てとれる。祖国アドランスの男性より総じて大柄なガルニア王国の民の中でも目の前のその人は特に長身で、私とは頭ふたつ分ほどの差があった。

　……あら。鎧の騎士様と同じくらいの身長だわ。でも、顔に怪我や火傷の痕はないから騎士様とは別人だ。

　目の前の男性は精緻な彫刻のような整った美貌だった。なにより印象的なのは艶やかな黒髪と同色の長い睫まつ毛げに縁取られたふたつの瞳。澄んだ湖面のようなセルリアンブルーにとらわれて、知らず息をのんだ。

　礼を述べ差し出された手を取ると、そっと握って引き寄せられた。私の手をすっぽりと包み込んでしまう大きな手。鎧の騎士様とは別人だとわかっていても、体格や所作に騎士様のことが重なって、そわそわと落ち着かない思いがした。

　地面に降り立った後も、なぜかその人は私の手を離そうとしなかった。

「俺はジークフリード・フォン・ガルニア。ガルニア王国の王太子で、あなたの夫となる男だ。我が妃よ、あなたを歓迎する」

　指先に口づけられ名乗りを受けた時は、あまりの驚きに一瞬理解が追いつかなかった。けれど、自分の立場を思い、すぐに手を引いた。そして距離を詰めようとする彼に、私は自戒の弁を伝える。

　殿下に安心してほしい一心だった。ところが私の予想に反し、殿下の表情は目に見えてこわばり、不機嫌になった。おそらく私は、それと知らぬ間に殿下の虎の尾を踏んでしまったのだろう。

　……あぁ、やってしまった。私のガルニア王国での生活は、相当厳しいものになるかもしれない。

　後悔と諦観を胸に、ハウイットさんに伴われて逃げるように殿下の前を後にした。




　――これが私と殿下の出会いだ。そして今、私がいるのは予想に反して豪華すぎる客間。

　なぜ彼は、政略で娶っただけの側妃――加えて初対面でやらかしたはずの私をこんなに手厚く遇するのだろう。

　人質の側妃には明らかに過ぎた待遇に戸惑いが隠せない。いったい彼は、私をどうしたいのだろう？

　――コンコン。

　扉がノックされ、束の間の物思いから意識が戻る。

「おはようございます、エミリア様」

　振り返ったら専属侍女のアニータさん……いえ、アニータが部屋に入ってきた。私としては呼び捨てにすごく抵抗があるけれど、昨日彼女から『私は使用人です。殿下のお立場もありますので、どうかアニータと呼んでください』と言われてしまったのだから仕方ない。

「おはよう、アニータ」

　窓の前に立つ私に気づくと、アニータはふわりと顔を綻ばせた。

　アニータは私と同じ十七歳。頬に浮かぶえくぼが可愛らしい彼女は明るい性格でとても感じがよかった。

「もう起きていらっしゃったのですね。昨夜はゆっくりお休みになれましたか？」

「ええ、ぐっすりだったわ。道中の寝具もふかふかだったけど、ここのはもっとやわらかくて快適すぎちゃうくらいよ」

「それはようございました。お着替えが済みましたら、食堂にご案内いたします」

　どうやら朝食は食堂まで食べに行くようだ。

　アニータは言うが早いか奥のクローゼットに向かい、両開きの扉を開く。チラリと見えたクローゼットの中には、普段使いのものから夜会用までとりどりのドレスに乗馬服、夜着といった衣装のほか、靴やボンネット、アクセサリーまでぎっしりと収納されていた。

「今日のお召し物はどれにいたしましょうか」

「え？　それらは全部、私のものなの？」

　驚く私に、アニータはふわりと目を細くする。

「はい。昨日、殿下が城に衣装屋を呼びつけ、自らお選びになられました」

「殿下が自ら？　しかも、こんなにたくさん……？」

　……もしかして側妃があまりみすぼらしい格好でいると体裁が悪かったりするのだろうか。それにしたってすごい量だ。

「殿下はリボン一本選ぶにも、ああでもないこうでもないと大層気を揉んでおいでで……ふふふ。殿下はエミリア様を迎えられるのが待ち遠しくてならないご様子でしたわ」

　その時の様子を思い出しているのだろう。アニータは笑みをこぼしているが、私の混乱は深い。

「待ってちょうだい。参考までに聞くけど、アニータの言う『殿下』はジークフリード殿下で間違いないのよね？」

　なにせ相手は近隣諸国にまで名を轟とどろかせる『氷の王太子』殿下である。どうやっても、リボンを吟味する姿が思い描けないのだが……。

「もちろんです。藪やぶから棒にどうされたんです？」

「いえ。正直、思っていたジークフリード殿下とイメージが違いすぎて。アニータともフランクにお話しされるようだし」

「ああ。それはですね、私の母が殿下の乳母を務めていたんです。そのおかげで幼い頃は、恐れ多くも兄と私は殿下と本当のきょうだいのように過ごさせていただきまして。気をつけなくてはと思いつつ、人目がないとつい昔の癖で話してしまうこともしばしばで」

　なるほど。『氷の王太子』もきょうだいのように育ってきたアニータから見れば、ただの人の子というわけだ。

「……あら？　たしか、ハウイットさんも殿下と乳兄弟だと言っていたような」

「はい。ハウイットは兄です」

　言われてみれば、ふたりは亜麻色の髪と紺こん碧ぺきの瞳がよく似ていた。加えてきょうだい揃ってかなりの美形である。

「まぁ、そうだったのね。ハウイットさんには道中とても親切にしていただいたわ。特に鎧の騎士様が合流する前と行ってしまった後は一段と気にかけてくれて」

「鎧の騎士様、ですか？　急遽、兄が使者団に同行することになったというのは聞き及んでいましたが、その鎧の騎士というのは初耳です。そんな者が同行していたのですか？」

　アニータは首をかしげた。

「ええ。全身鎧の騎士様がほとんど専属で私の護衛を務めてくださったの。ずいぶん皆から敬われていたようだったわ。きっと、騎士団の中でもかなり身分の高い方なんじゃないかしら」

「ヘンですね。使者団の護衛を担当したのは第三師団から選出された騎士で、能力は確かですが身分的にはさほど高くなかったと記憶しています。ちなみに、その鎧の騎士というのはどんな風貌でしたか？」

　アニータは私の専属侍女としてやって来る前は、王宮の女官仕事の傍ら騎士団で雑用を手伝うこともよくあったという。それで騎士団員の動向などにも詳しいのだろう。

「二メートルに届く長身で……でも彼は旅の二日目から一昨日おとといまでずっと一緒だったけれど常に鎧を着ていて。だからお顔はわからないのよ」

　いざ鎧の騎士様のことを伝えようにも、彼自身について驚くくらい情報を持っていないことに愕がく然ぜんとする。

「……あ、そういえば彼の馬はとても特徴的だったわ。使者団の面々は皆葦あし毛げの馬に乗っていたけれど、彼だけ額に三日月のような模様の入った黒毛の馬に乗っていたの」

　視線をやると、なぜかアニータの目が遠くなっていた。

「あー、なるほど。そういうことでしたか……たしかに急な地方公務だとかで一昨日まで城を空けておりましたね。そして帰城後は、まるでなにかに取り憑つかれたかのような怒ど涛とうかつ手厚すぎるお迎え準備。えぇえぇ、昨日兄が殿下に向けた生ぬるい眼差しのわけも、これで全部わかりましたわ」

　アニータはひとり納得した様子でブツブツとつぶやきだした。完全に独り言で『そういうことでしたか』から後はよく聞き取れない。

「あの、アニータ？　鎧の騎士様のことがわかったの？」

「えぇ、だいたいの予想は……ただ、申し訳ありません。私からその者について語るのは、少々差し障りが……」

　アニータの歯切れがものすごく悪い。私は昨日今日のぽっと出の側妃だ。騎士団は国防の要でもあるので、たぶんこれ以上追求してはいけないということなのだろう。

　アニータが鎧の騎士様のことを知っているなら、王宮で会うこともあるかもしれないと甘い考えも浮かんだが、彼女の様子を見る限りやはり会うことは難しそうだ。

「いえ、こっちこそごめんなさい。彼のことはもう聞かないわ。……えぇっと、着替えだったわよね。こんなにいっぱいあったらどれを選んでいいかわからないから、アニータにお任せしてもいいかしら」

　私はわざと明るい顔をつくって話題を変えた。

　アニータは一瞬なにか言いたそうに唇を開きかけたけれど、キュッと引き結んでクローゼットに視線を向けた。

「では、こちらのレモンイエローのデイドレスにいたしましょう。エミリア様の白いお肌にきっとよく映えますわ」

「まぁ、素敵！」

　アニータは数あるドレスの中から春らしい一枚を選び、手際よく着せてくれた。

　軽やかな布地で仕立てられた真新しいドレス。やわらかなその感触に、ホゥッと感嘆の息がこぼれた。




　身支度が整うと、アニータの案内で食堂に向かう。

　侍従が開いた扉の向こう。広い室内の中央には、優に十人はかけられそうなマホガニー製のテーブルが置かれていた。テーブルには燭台と生花が配され、座り心地のよさそうな革張りの椅子が等間隔に並ぶ。その一脚に誰か座っているのに気づき、パチパチと目をまばたく。

　大きなガラス窓からやわらかに注ぐ朝日の下で、爽やかな笑みを浮かべる美貌の青年は――。

　なんで!?　どうして殿下がいるの？

「おはよう、エミリア。さぁ、こっちにかけてくれ。朝食にしよう」

「お、おはようございます」

　動揺しきりでなんとか挨拶を返し、招かれるまま殿下の方へ足を進める。

　殿下自ら椅子を引いてくれ、私は彼の隣の席に腰を下ろす。テーブルはかなり広いはずなのに、私と殿下の距離が妙に近いのは気のせいだろうか。

　私たちの前にはすでにカトラリーが並んでいて、着席のタイミングに合わせて続々と料理が運ばれてくる。

　テーブルには、何種類ものパンが入ったバスケット。黄金色に輝くオムレツにソーセージ。彩りよく盛られたサラダに温かな湯気を立てるポタージュスープ。隙間なく並べられた料理の数々、輝くばかりのそれらに思わず息をのんだ。

「運び終わったら下がっていい」

　殿下は配膳が終わると給仕係を下がらせた。アニータも出ていってしまい、食堂には殿下と私のふたりきりになった。

「飲み物はどれにする？」

「あ、オレンジジュースを」

　あまりにも自然に問われ、反射的に答えていた。

　殿下はひとつうなずいてオレンジジュースの入ったデキャンターを掴むと、グラスに注いでくれた。

「パンはどれを？」

　デキャンターを置いた殿下は、流れるようにトングを手に取って尋ねた。

　問われるまま口を開きかけたところで、私ははたとこの状況の違和感に気づいて青くなった。

「お、お待ちください！　私がいたします！」

　パンを取るのを代わろうと慌てて伸ばした手を、殿下はやんわりとかわしてしまう。

「いい、俺に任せろ。それで、パンはどれを？」

　こうもキッパリ言いきられてしまっては食い下がることもできず、しずしずと手を下げる。

「で、では、その白いパンを」

「よし」

　小さな声で答えたら、殿下は嬉しそうに白いパンを皿にのせてくれた。

「さあ食べよう」

「は、はい。いただきます」

　緊張のまま、殿下とふたりきりの食事が始まる。

　まず殿下が注いでくれたオレンジジュースを手に取って、渇いた喉を潤す。みずみずしい酸味とほどよい甘さが染みていくようだった。

　次はフォークでサラダを口に運ぶ。柑橘系のほどよい酸味が爽やかなドレッシングが新鮮な葉野菜の風味を引き立てていて、シャキシャキした歯ごたえも楽しかった。

　そうしてついに私の手はメインのオムレツに。凸でこ凹ぼこのないきめ細かな表面にスッとナイフを入れる。割れた中身はとろりとした半熟で、こぼさぬようフォークにのせて頬張る。

「……おいしい」

　無意識のままポツリと漏らし、今度は白いパンを手に取った。まだ焼いて間もないようで、いまだぬくもりを残したパンは、両手で割ると香ばしい匂いがふわりと鼻腔をくすぐった。

　ひと口大にちぎり、口に運ぶ。パンはほんのり甘くやわらかで、自ずと頬が緩んだ。

　継母に疎うとまれて離宮で暮らすようになってからとんと口にしてこなかった温かく豪華な食事は、いやが上にも私の心を躍らせる。

　アドランス王国を出てから、旅の中で出された食事もおいしかったが、移動中の昼食は携帯食が中心で冷たい物が多かった。宿の食事もトレーにひとり分をのせ、部屋に運んでもらって食べていた。

　こんなふうにテーブルに着いてお皿に盛られた料理を食べるというのは、格別においしかった。

　ポタージュスープを匙さじですくいコクンと喉を鳴らしたところで、ふと視線を感じて隣へと目を向ける。

　殿下が食い入るように私を見つめていた。目にした瞬間、頬にカッと朱がのぼる。

「申し訳ありません。私、なにか無作法な真似を――」

「違う」

　殿下が私の言葉を割る。

「逆だ。君のテーブルマナーは完璧だな」

　ヒィッ、褒められてるっ！　殿下の真意が読めず、逆に怖い。

「お、恐れ入ります？」

「温かいうちにどんどん食べてくれ」

　言うが早いか殿下は私の皿に追加のパンを置く。

「待ってください！　そんなに食べられません！」

「遠慮するな。君は細すぎる」

「いえ、遠慮ではなく……」

　慌てて言い募るが、殿下は意に介さない。その後も殿下は自分の食事の傍ら、私のグラスにジュースを注ぎ足してみたり、ナプキンを差し出してきたり、世話を焼くのに余念がなかった。

　私はあまりの恐れ多さに目め眩まいがしそうだったのだが、私を見つめる殿下の表情は、気のせいか楽しそうに見えた。

「もったいない……」

　はち切れそうなお腹なかを抱え、目の前の皿とグラスを見つめてこぼす。

　あたり前と言えばあたり前だが、過剰によそわれたパンは食べきれず、ジュースも飲みきれないままグラスに半分以上を残している。これまで食べることに苦労してきた分、残すことが心苦しく、眉が下がった。

　すると隣からヒョイと腕が伸びてきて、皿とグラスを奪っていく。

　……え？

　見ると殿下が残ったパンをふたつに割り、ポイポイッと続けざまに頬張る。驚く私をよそに、今度は掴んだグラスを傾けてひと息で飲み干す。

　え、えっ、えぇえええ!?

「さて、行こうか」

　殿下は満面の笑みで飲みきったグラスをコトンとテーブルに置くと、呆あっ気けにとられて固まる私を促して席を立つ。

　腰に腕を回して引き寄せられて、逞たくましい体にすっぽりと抱き込まれるような格好になる。

　ち、近い……！

　長身の殿下の胸のあたりに目線の高さがくる。鍛え上げられた胸筋や肩の厚みが着衣越しにも瞭然だった。

　吐息や体温まで伝わる近さに緊張して、顔から火が出そうだった。男性にこんなことをされたのは初めて……いや、鎧越しではあったけれど騎士様の懐に抱きしめられたことがあった。思い出したらドキンと脈が跳ねた。

　とてもではないが顔を上げることができず、殿下の腕の中で借りてきた猫のように身を縮めて廊下を進む。

　……あら？　これって。

　その時、ふいに鼻腔をかすめる香りに気づき、クンッと鼻をヒクつかせた。

　殿下から馴な染じみのある香りがしていた。香りというのは不思議で、同じ成分のものを身につけてもその人の体臭や体温などにより微妙に変化する。

　きっと殿下は私と同じハーブを愛用しているのだろう。だけど私とよく似た清涼感を漂わせながらも、殿下がまとう香気はどことなく深みがあって男性的。密着した体勢と相まって、私はいっそうドキドキと落ち着かなくなった。

　殿下に連れられて正面玄関にやって来る。玄関ホールの見上げるような高さのドーム天井にはシャンデリアが輝いて、磨き上げられた大理石の床にキラキラと光が反射していた。そして石造レリーフで精緻に装飾された壁の向こうには、縦五メートル、横八メートルはあろうかという大きさの宗教画が飾られている。

　描かれているのは、銀糸の刺繍が施された長衣カフタンをまとい、威厳たっぷりに微笑む四人の男性――たぶん精霊のみんなだとは思うのだが……。

　昨日初めてこれを見て、私は思わず腰を抜かしそうになった。コスチュームプレーさながらの格好もさることながら、私の知る彼らはこうではない。彼らはもっと大口開けたり（サラマンダー）、冷めた目線を送ったり（ディーノ）、そもそも笑っているのかどうなのかわからないくらい口の端をほんの少し上げるだけだったり（ノーム）、おちゃらけた感じだったり（シルフ）――そんなふうに笑うのだ。間違ったって、こんな神こう々ごうしい彼らを知らない……。

「どうかしたか？」

　思わず足が止まってしまっていたようで、殿下に怪訝そうに問われる。

「いえ、なんでもありません」

　慌ててかぶりを振って、一歩前を行く殿下に続く。

　玄関前に整然と並ぶ衛兵の横を通って外に出ると、殿下は迷いのない足取りで歩きだす。

「あの、どちらへ行かれるのですか？」

「庭だ。本当はもっとゆっくりいろいろなところを案内してやりたいが、あいにくこの後は外せない政務が詰まっている。あまり時間が取れないから、今日のところは少し庭を歩こう」

　申し訳なさそうに告げられて返事に困る。

　そんなに忙しい中、わざわざ私に時間を取らなくていいのに……。喉まで出かかったけれど、ちょうどその時一陣の風が吹く。髪がふわりと風に舞い、ひと筋が顔にかかった。

　私が髪に手をやるよりも先に、殿下が腰を抱くのと逆の手ですくい取って耳のうしろにかける。まるで離すのを惜しむように節のある長い指でサラリと梳くしけずってから、手はゆっくりと離れていった。

　親密すぎる殿下の態度にびっくりして、口にしかけていた言葉が吹き飛んだ。唇は声のないまま、パクパクと開閉を繰り返した。

「髪のひと筋まで奇跡のように美しいのだな」

　殿下の小さな囁ささやきを聞いた気もするけれど、頭が沸騰したみたいになっていてろくに耳に入らなかった。

　ひとしきり動揺がおさまってくると、周囲の様相に違和感を覚えた。殿下は迷いのない足取りで、綺麗に整えられた歩行路を進んでいるが……。

「あの、庭に行くのですよね？　王宮前の庭園はあちらでは……？」

「これから向かうのは、亡くなった祖母が造らせた庭だ。王宮の東側にある」

　殿下に連れてこられたのは、整然とした王宮前庭とは趣の違う、可愛らしい庭だった。花々と緑が揺れる庭はこぢんまりとして素朴で、とても居心地がよさそうだった。

「なんて可愛らしいお庭。……まぁ、あちらにはガゼボまで」

　八角形の瀟しょう洒しゃなガゼボを見つけて頬が緩んだ。中には座り心地のよさそうな籐の椅子が四脚あり、やわらかそうなクッションが置かれていた。備えつけのローテーブルにも真新しいクロスが敷かれている。

　殿下のお祖ば母あ様さまが使っていたにしては、外装も中の調度も不思議なくらい綺麗に手入れされていた。

　ガゼボの様相に首をかしげていたら、殿下に話しかけられた。

「君は祖国で植物を育てていたと聞いている。奥に温室もある。よかったら、君が使ってくれ」

「よろしいのですか？」

　破格の申し出に、自然と声が弾む。

「あぁ、今度庭師も紹介しよう。必要な物があればその者に言うといい。人手が欲しい時は手伝わせたら……いや。人手が欲しい時はまず俺に言ってくれ。時間をつくる」

「え？」

　それはなに？　殿下が土いじりをすると言っている!?

　キョトンと見上げる私に、殿下はセルリアンブルーの瞳を細くして白い歯をこぼす。

「あいにくと園芸の経験はないのだがな。だが、君と一緒ならさぞ楽しかろう」

　真っ直ぐに私を見つめる瞳の温度にそわそわした。

「と、すまない。さすがにそろそろ朝議に行かなければ。君は？　一緒に戻るか？」

「……いえ。よろしければ、私はもう少しお庭を見せていただきたいです」

「そうか。アニータに声をかけておこう。では、また明日の朝食で……あぁ、そうだ。明日は乗馬服で来てくれ。食べたらすぐに出たい」

「は、はい」

　よくわからないが言われたままうなずくと、殿下がフッと笑む気配がした。私はおもむろに顔を上げ、殿下に視線を向ける。

「今日のドレス、とてもよく似合っている。明日の乗馬服も楽しみだ」

　殿下の手がそっと頭にのり、サラリと髪をなでる。指先が微かに耳たぶをかすめ、反射的にビクンと体が震えた。

「では、いってくる」

「あ。いってらっしゃいませ」

　真っ白な頭で、なんとか絞り出すように口にする。殿下はまぶしいほどの笑みを残し、ヒラリとマントを翻して颯さっ爽そうと歩き去る。

　殿下の身のこなしは、どことなく鎧の騎士様のそれに似ている。意識すれば、ドキリとした。

　殿下の背中が見えなくなった後も、駆け足の鼓動はなかなか落ち着いてくれなかった。

「いけない。すっかり言いそびれてしまったわ」

　少しして、はたと思い出してつぶやいた。

《なにを言いそびれたって？》

　淡い発光を伴いながらサラマンダーが現れて、ちょこんと私の肩にのる。ガルニア王国までの道中、サラマンダーは人間の姿になってずっと騎士に扮していた。久しぶりの手乗りサイズは新鮮で、無性にかまいたくなった。

「ドレスを用意していただいたのに、お礼を伝えるのを忘れてしまって」

《もしかして今着てる可愛いやつがそう？》

　私がサラマンダーの赤色の短髪を指先でなでていたら、シルフが現れて私の指とサラマンダーの間にズイッと頭を割り込ませてきた。

「ええ、これも殿下が用意してくださったうちの一枚よ」

　シルフの無言の催促を受けて、今度は緑色のマッシュヘアをなで始めた。すると、私を取られたのが面白くなかったのか、サラマンダーがシルフをグイグイと引っ張って肩からどかそうとしているではないか。

　精霊たちがジャレ合っているのを初めて見たが、控えめに言ってものすごく可愛い。

《よく似合ってる……》

《たしかに。少々癪しゃくではありますが、髪留めから靴までなかなかいい趣味で揃えていますね》

　ノームとディーノも現れて、ふたりはサラマンダーとシルフが押し合いへし合いしているのと反対の肩に並んで座った。ふたりの頭も順番になでてやると、気持ちよさそうにしている。

　どうやら精霊たちはなでられるのが好きらしい。新しい発見である。

「本当に。どれもこれもいい品ばかりで、私にはもったいない。明日も朝食に誘っていただいているから、そこできちんとお礼を言うわ」

　そうしてその席で、もう一度殿下に伝えるのだ。これ以上の気遣いは不要だと。

　今日はすっかり殿下のペースに流されてしまったけれど、豪華な部屋においしい食事、専属の侍女に綺麗なドレス、私が自由に使える温室まで十分すぎるほど揃えてもらった。だからもう、これ以上はなにもいらない。

　未来の殿下と正妃様のためにも、私に過剰な待遇などしてはならない。そのことをしっかりわかっていただかなくては。

「私はちゃんと、あの誓いを守りきるわ。だから鎧の騎士様、安心してくださいね！」

　拳を握って架空の騎士様に語りかける私の姿を、みんなが物言いたげに見つめている。速かった胸の鼓動は、いつの間にか普段通りの落ち着きを取り戻していた。










第六章　側妃の寝室に隠された真実




　ガルニア王国で初めての朝を迎え、一日があっという間に過ぎた。

　殿下との朝食から始まり、東の庭をゆっくり見て回った後は、アニータに王宮の中を案内してもらった。予想以上に広く、昼食とお茶を挟んで一日歩いても、まだすべて回りきれていない。また明日、続きを案内してもらう予定だ。

「それではエミリア様、私はこれで失礼いたします。おやすみなさいませ」

「おやすみ、アニータ」

　アニータが自室に下がる。

　私は早々と寝台に入り、瞼を閉じた。ところが一向に眠りは訪れない。思い浮かぶのは、昨日から今朝にかけての殿下の態度。人質の側妃に向けるにはあまりに不可解な彼の言動が寝がけの私を悩ませた。

　……駄目だわ、すっかり目がさえちゃった。夜風でも浴びて、少し頭を冷やそうかしら。

　眠るのを諦めてむくりと起き上がった。

　サイドテーブルのランプを掴み、バルコニーに向かおうとして、ふと寝台の奥側にある落ち着いた意匠の扉に目が留まった。

「そういえば、この扉って……」

　昨日のうちにアニータから室内のことはひと通り説明を受けていたが、この扉については聞かされていなかった。

「収納かなにかかしら。リネン類の予備でもしまってあるのかもしれないわね」

　有能なアニータが説明をし忘れたくらいだから、さほど重要なものではないのだろう。それでもなんとなく気になって、吸い寄せられるように扉に足を向ける。

　ランプを持つのと逆の手でドアハンドルを引く。

　……あら？　明るい？

　薄く開いた隙間から漏れる明るさに首をかしげながら、そのまま扉を開ける。

「えっ？　寝室!?」

　目の前にドドンと鎮座する大きな寝台に驚き、パチパチとまばたきを繰り返す。

　予想外の光景にしばし固まった後、おそるおそる室内に足を踏み入れて見回した。どうやら私にあてがわれた部屋と間取りが対になっているらしい。ただし室内はいっさい飾り気がなく、家具や調度は私の部屋にある物の方がよほど華やかだ。

「ここも客間かしら。いったい誰の……？」

　空室かとも思ったが、掃除が行き届いているようで埃ほこりっぽさがないし、窓辺の文机の上に置かれたランプには火が灯されている。明らかに使われている気配があった。質実な様相から、なんとなく男性の部屋のような気がした。

「って、そんなことはどうでもよくて！　客間同士がつながってるって、おかしいわよね!?」

　二室の構造の異常さにはたと気づいて叫んだ。

　なんにせよ人様の部屋に勝手に入り込んだこの状況はうまくない。自分の部屋に戻ろうと踏み出したその時。

　――カタン。

　小さな物音がして、低く張りのある声があがる。

「ハウイットか？　なにか急ぎの用件でも――」

　私が振り返るのと同時、浴室につながる扉が開き、殿下が現れた。

　殿下は言葉途中で息をのみ、食い入るように私を見つめる。私もまた、縫い留められたみたいに殿下から視線が逸らせなかった。

　殿下の洗いざらしの髪は濡れそぼち、毛先から落ちた滴が素肌を伝う。下着こそはいていたが上半身は裸で、上気した肌を余さずにさらしていた。

　広い肩に太い腕。引きしまった腹筋は綺麗に割れ、全身がしなやかな筋肉に覆われている。戦で負ったものだろうか、引きつれた創傷がいくつか見受けられたけれど、不思議と恐ろしいとは感じなかった。

「……エミリア？」

　互いに放心したように立ち尽くしていたが、殿下が先に持ち直し私の方へと踏み出す。湯上りの殿下はほのかに石鹸の香りをまとい、鼻腔を甘くくすぐった。

「なぜ君がここに？」

　殿下の声にハッとして、慌てて目線を逸らす。

　思わずまじまじと見てしまったが、夜の部屋で半裸の殿下と向かい合っているこの状況は明らかに異常だ。意識したら途端に恥ずかしさに襲われて、顔から湯気が出そうだった。

　しかも彼の眼差しと声は、日の下で見聞きするより明らかに艶っぽい。殿下が醸し出す滴したたるほどの色気にくらくらした。

「ま、待ってください！　あの、まずはなにか上に着て……っ」

「あぁ、すまん」

　せめて肌を隠してほしい。真っ赤になって告げれば、殿下はハッとしたように脱衣室に取って返す。

　殿下はすぐにバスローブを羽織って出てきた。紐を腰で結びながら、寝室の奥で立ち尽くす私のもとへわずか数歩でやって来る。

　……えっ!?　まさか、バスローブ一枚!?

　ここはきちんとシャツを着てほしかった。

「君から俺を訪ねてきてくれるとは思っていなかった。なにかあったのか？」

　殿下の声はどこか嬉しそうに聞こえる。

　砕けた態度の彼とは対照的に、私は緊張で今にも卒倒しそうだった。

　しかも今の言い方だと、まるで私が望んで殿下の部屋に来たかのよう。まったくもって言いがかりだ。

「いえ！　なにかあったわけでは……。というより、まさか扉が殿下の寝室につながっているなんて思いもしなくて」

「そうか。君はあの扉が俺の部屋につながっていることを知らなかったのか。てっきりアニータから聞いていると思っていた」

　あわあわと告げると、殿下は納得したようにうなずく。その目は少し残念そうだった。

「あの、どうして私が使わせていただいている客間と殿下のお部屋が間続きなんてことになっているんですか？」

　私は慌ててひと息でたたみかけた。

「客間？　君はあの部屋を客間だと思っていたのか？」

　殿下の眉間に皺が寄る。その目はなぜか不満げで、わけがわからずに私はますます落ち着かない心地になる。

「え、違うのですか？」

　こんなに密着した状態で男性とふたりきりになるのは初めてのこと。しかも場所は殿下の寝室。その上、私の目線の高さはちょうど彼の胸あたりだ。バスローブの前合わせから覗く太い首や鎖骨、厚い胸板をどうしたって意識せずにはいられない。

　その逞しさがまぶしくもあり、少しだけ怖くもあり……。無意識にランプのキャリングハンドルをギュッと両手で握り込み、彼の視線から逃げるようにうつむいた。

　すると突然、落とした視界に殿下の手が伸びてきて――。

「きゃあっ!?」

　彼の手が私の両手に触れる寸前で、私は大げさなほど肩を揺らしてうしろに飛びのく。その拍子に片方のスリッパが脱げてしまい、バランスを崩して転びそうになった。

　振動でランプのオイルが波打ち、炎がなびく。

「危ない！」

　殿下は慌てて私の手からランプを取り上げ、反対の腕で私の腰を支えた。

「っ！」

　気づけば殿下の逞しい胸に頭を預ける格好で、すっぽり抱き込まれていた。薄い夜着を通して触れ合う殿下の体は鍛え上げられて硬く、その体温は私よりも高い。意識すればカッと全身が熱くなる。

「大丈夫か？」

「は、はい」

「君には重かったかな、これ」

　ランプに視線を移しながら殿下が漏らした台詞に首をかしげる。

「え？　ランプ？」

「両手で持ってハンドルを握り込んでいたから重いのかと……なにか驚かせたなら、すまなかった」

　なんと殿下はランプを預かろうとしてくれていたらしい。それをいくら緊張していたとはいえ、過剰な反応で飛び上がってよけようとし、あげく転びそうになるなど論外だ。

「そんな！　私こそすみません、手が触れそうになっておかしな反応をしてしまって。殿下に謝っていただくことなどなにも……」

　殿下は私が体勢を立て直すのを確認してからそっと腕をほどき、ランプを近くの壁のフックにかける。

「いずれにしても、君が嫌がることはしないから、安心して」

　少し困ったように口にする殿下を見て、私は弾かれたように首を横に振った。

「違うんです。驚きはしたけれど、けっして殿下に触れられるのが嫌だったわけではないんです」

　……昨日、馬車からのエスコートで手を取られた時も。今朝、風で乱れた髪をなでられた時も。そして今だってこれまで経験したことのない状況に戸惑ってしまっただけで、けっして嫌ではなかったのだ。

「恥ずかしい話ですが、私は物心ついてからほとんど閉じこもるように過ごしてきました。稀まれに関わったのは数人の下女くらいで、こんなふうに男性とふたりきりになったことはなかったのです。それで殿下とのあまりに近い距離に戸惑ってしまい、ついあのような反応を。本当にすみません」

　とりあえず自分の気持ちだけは伝えておこうと、息もつかずに言いきる。

　殿下は驚いたように見ていたけれど、すぐに私から隠すように大きな手で目もとを覆ってしまう。

「……潤んだ目で必死に言い募るとか、どれだけ可愛いんだ。もしや俺は我慢の限界を試されているのか？　いずれにせよ、可憐な姿に吸い寄せられて無意識に手が伸びていたとは口が裂けても言えない。この秘密はなんとしても墓場まで持っていかねば」

　殿下は何事かブツブツとつぶやいているようだが、その内容は聞こえない。

　気のせいだろうか、指の隙間から覗く目もとや頬、耳が赤くなっているように見えた。

「殿下？」

　私の呼びかけに殿下はピクンと肩を揺らし、ゆっくりと手を外す。引き結んだ表情で私を見下ろす殿下の顔は、やはり湯上がりというのを差し引いても紅潮していた。

「なぁ、エミリア。俺の思い上がりでなければ、今の発言は君が少なからず俺のことを男として意識していると、そう聞こえた」

　改めて口にされると戸惑ってしまう。でも、要はそういうことなのだろう。

　是とも否とも答えられず固まったままの私に、殿下はとろけるような表情で続ける。

「俺たちの婚姻が決定してひと月足らず。顔を合わせたのは、まだたったの二日だ。急ぐつもりはないが、これから徐々に俺という男のことを知ってくれたら嬉しい。そして俺も君のことをもっと知りたい。俺はそのための時間を惜しまない」

　なぜか殿下は、私と親密になることを望んでいるらしい。

　うるさいくらいに鼓動が跳ね、ともすれば期待してしまいそうになる。けれど、理性の部分が重く警鐘を鳴らす。その時、脳裏に『身のほどを弁え、くれぐれも殿下に取り入ろうなどと思わんことだ』という鎧の騎士様の言葉がよみがえった。

　一瞬で、スッと頭が冷えた。

「恐れながら、殿下は根本の部分で勘違いしておいでです」

「勘違い？」

　急に表情を引きしめた私に、殿下は困惑を前面に出した。

「殿下が仲を深めるのは正妃様となる女性であり、私ではありません。そういった時間は、未来の正妃様と持つべきです。そこをお間違えになってはいけません」

　私の言葉に殿下の表情がこわばる。

　ここまでのやわらかな空気から一転、室内の温度が一気に下がったように感じた。けれど、私と殿下で甘い雰囲気になりかけていたのがそもそも異常なのだ。

「出すぎたことを言ってすみません」

「……いや」

　殿下はばつが悪そうにたったひと言だけ唸るように答え、黙り込んでしまった。

「あの。それから今朝、殿下が朝議に向かわれた後にお礼を伝え忘れているのに気づきまして。ドレスや身の回りの品を多く揃えていただき、ありがとうございました。お礼が遅くなってしまい、申し訳ありません。とても嬉しかったです」

　私がドレスを話題にしたら、殿下は戸惑いつつもホッとした様子を見せた。

「気に入ってくれたのならよかった」

「はい。ですが先日申し上げた通り、今後はどうか私への過分なお気遣いはなさらないでください。殿下ご自身のためにも、未来の正妃様のためにも」

　私の後半の台詞に、殿下は眉間にクッキリと皺を寄せて固まった。

　敗戦国の王女というお荷物以外の何物でもない私を気にかけ、こんなにも心を砕いてくれる。当初の予想に反し、殿下はとても寛大で親切な人柄のようだ。けれど私は人質の側妃であり、いずれ彼はしかるべき女性を正妃に迎える。

　私はもとより殿下自身も、このことを忘れてはいけない。

「それではジークフリード殿下、夜分に失礼いたしました。おやすみなさいませ」

　言いすぎてしまっただろうか。ほんの少し後悔しつつ、ともあれ伝えるべきことは伝えた。

　私はペコリと頭を下げ、殿下に背中を向けると逃げるように扉を目指す。

「エミリア」

　扉まであと一歩というところで、うしろから殿下に腕を取られる。ビックリして振り返る。

「最後にひとつだけ。……君もまた勘違いをしている」

「え？」

「王太子の部屋につながっているのだから、君の部屋は当然客間ではない」

　唐突に告げられた言葉に、理解が追いつかない。

　パチパチと目をまばたいて見上げる私に、殿下はフッと口角を緩め甘い声音で続ける。

「それから君の言い分はよくわかった。だが、俺はやはり君と共に過ごす時間を惜しむつもりはない」

　殿下の真意がのみ込めずぽかんとしていたら、掴んだ腕をクイッと引き寄せられた。

「あっ」

　驚いて見上げると、殿下の美貌が鼻先が触れそうな近さに迫っていた。反射的に息を詰め、キュッと目を瞑つぶる。

　直後、額にやわらかな感触が落ちる。

　ほんの一瞬だけ触れて、ぬくもりはすぐに離れていった。

　今のって……!?

　瞼を開けると、殿下が頭上で満足げに笑っていた。わずかに弧を描く唇に目が留まり、カッと頬に熱が集まる。

　……まさか殿下に、おやすみのキスをする習慣があるなんて！　お国柄か。それとも個々の家によるのか。なんにせよ、これまで習慣がなかった私は、かなり恥ずかしい。

　動揺しきりでいるうちに取られていた腕も離され、殿下のぬくもりが遠ざかる。

「今朝伝えた通り、明日は乗馬服でおいで。……おやすみエミリア、よい夜を」

　殿下が手ずから扉を開き、私は促されるまま軋きしむような動きで自分の部屋に入る。

　彼は最後に惜しむように私の頭をポンッとひとなでし、扉を閉めた。

　私はなぜか、別れの日に鎧の騎士様に頭をポンッとされたのを思い出した。

　騎士様のポンッは、フード越しだったのを差し引いても籠手の下に装着したグローブのせいで、ごわごわした感触だった。一方、殿下のそれは温かい人肌の感触で、ふたりの『ポンッ』は全然違う。それなのに、騎士様にポンッとされた時に負けないくらい胸がドキドキしていた。

　熱に浮かされたようにふらふらと寝台に向かい、ポフンと横たわる。

「……あ、ランプを置いてきてしまったわ」

　殿下の部屋にランプを置いてきてしまったことに気づいたが、今さら取りに戻る勇気はなかった。

　月明かりの中で、寝台から目線だけを扉に向ける。

　あの扉の向こうは収納なんかじゃなかった。ひとり改めて考えれば、王太子の部屋と間続きであるこの部屋の意味も自ずと知れる。

　ただし、この部屋を私にあてがった殿下の真意はわからない。

　……殿下は人質の側妃である私に、いったいなにを求めているんだろう。

　そのまま答えのない堂々巡りを続けていたけれど、夜半すぎ睡魔に誘われて眠りについた。だから直後にふたりの部屋をつなぐ扉がゆっくりと開き、宵よい闇やみに紛れて入り込んだ人物が私の寝顔を見下ろしていたことには気づかなかった。

《僕、あの男、気に入らないなぁ。鎧姿で初対面のエミリアにあんなひどいことを言ったくせに、手のひらを返したように気のあるそぶりなんてしてさ》

《俺はここ最近の奴の様子を見て、なかなか気概のある男だと思い直したぜ。エミリアを正妃に据えようと頭の固い古狸ども相手にずいぶんと奮闘してんじゃねーか。まぁ、敗戦国の王女っつー身分がネックになって手こずってるようだがな》

《なにを言っているのですか、サラマンダー。エミリアの愛を乞いたいのならそれくらい当然です。愛する女性を日陰に置いておくような男なら、私がすぐにでも水中に沈めてやりますよ》

《見守るも埋めるも、エミリアの気持ち次第……》

　同様に、はるか上空から室内の様子を眺め、ひそかに談義する四対の目があったことも私は知らない。

　翌朝、起床した私はサイドテーブルに戻っているランプを見つけ、ひとり首をひねるのだった。










第七章　王太子殿下と側妃の遠駆けデート




　昨日に引き続き、今日も殿下にかいがいしく世話を焼かれながら朝食を終える。

「ごちそうさまでした」

　ちなみに、私の今日の格好は昨日殿下に言われた通り、ズボンスタイルの乗馬服。隣の椅子に座る殿下も、幾分ラフな格好に身を包んでいた。

「よし。では行こうか」

　殿下は席を立つと、あたり前のように私のうしろに回って椅子を引く。私は恐縮しきりで立ち上がる。

　そうして殿下がこれまたあたり前のように私の手を取って歩きだすものだから、さすがに声をあげた。

「あの、ジークフリード殿下。ひとりで歩けますから手を離してください」

　引きこもっていた私でも知識として知っている。女性が男性のエスコートで歩くのは、夫婦や婚約者といった親密な関係に限られる。

　人質の側妃である私が人の目が多くある宮中を殿下のエスコートで歩くなどもってのほか。私と殿下の関係について誤解やいらぬ憶測を招く行動は慎むべきだ。

　それなのに殿下は私の訴えを鼻で笑い、離すどころか私の手を握る力を強くする。

「いいや、離さない」

「えっ!?」

「君は昨夜、俺に触れられるのは嫌ではないと言った」

　私の憂慮をまったく意に介さない殿下に焦燥が募る。

「そ、それはたしかに言いましたが……。そういうことではなくて、私と殿下の関係について周囲に誤解を与えてはいけませんから」

「誤解？　俺がいいと言っているのだから気にするな。俺は君とこのまま手をつないでいたい。それより、雲が出てくる前に行きたい。少し急ごう」

　言うが早いか殿下が掴んだ手をグッと引き、足を速める。

「あっ」

　こうなるとそれ以上四の五の言う余地はなく、私は彼の歩みについていくのがやっとだった。




　厩きゅう舎しゃに着くと、殿下は慣れた様子で馬ば房ぼうから一頭の馬を出してきた。

　あら、この子は……！

「俺の相棒で、ランロットという」

「え？　この子は殿下の馬なのですか？」

　おかしいな。額に三日月のような模様の入ったこの馬は、間違いなく輿入れ旅で鎧の騎士様が乗っていた馬だ。彼が丁寧にブラシをあて、よく世話していたのを覚えている。

「あぁ、俺の馬なのだが君の護衛を務めた騎士に貸し出していたんだ」

　首をかしげる私に、殿下が慌てた様子で口にした。

「まぁ、そうだったのですね」

　鎧の騎士様は『王太子殿下と親しくさせていただいている』と言っていたが、まさか殿下の愛馬を借り受けるほどの仲だったとは。

　私の護衛任務を終えた彼は、今頃は騎士団で別の職務に励んでいるのだろう。

　……元気でいらっしゃるかしら。

　旅の最中、なにくれとなく世話を焼いてくれた騎士様を思い出すと、切なく胸が締めつけられた。

「どうかしたか？」

　急に黙り込んでしまった私に、殿下が怪訝そうに呼びかける。

「騎士様にはとてもよくしていただきました、感謝いたしております。ありがとうございました」

「そ、そうか」

　殿下の目が一瞬泳いだように見えたが、きっと気のせいだろう。

「あなた、ランロットというのね。旅の間一緒だったのだけれど、私のこと覚えているかしら？」

　私はランロットに向き直って微笑みかけた。すると、ランロットも私のことを覚えてくれていたようで、甘えるように鼻先を寄せてきた。

「まぁ、嬉しい。いい子ね、ランロット」

　私とランロットが戯れている間に殿下は手際よく鞍をつけ、遠駆けの準備を整えた。

「エミリアは馬に乗るのは初めてか？」

「はい」

「そうか。ランロットは穏やかで賢い馬だ。初心者でも乗りやすいはずだ。ほら、乗せるぞ」

　殿下は私の脇を掴んで軽々と馬上に乗せる。初めて乗った馬の背中は思ったよりも高く、緊張で体がこわばった。

「うしろから支えているから心配するな」

　うしろに殿下がヒラリと乗り上がり、両腕を私の体の前に回す。彼の胸にすっぽり抱き込まれるとホッと安心できて、硬くなっていた体が綻んだ。

　殿下は片手で手綱を握り、反対の腕で私のウエストを支えた。背中越しに逞しい肌のぬくもりを感じながら、鎧の騎士様から受けたヒヤリと無機質で、だけどこの上なく温かで優しい抱擁を思い出していた。

　あの時、私は守られている安心感にホッとして、ほんの幼子にでもなったように涙が涸かれるまで騎士様の胸の中で泣いてしまった。

　……ヘンね。どうして殿下の腕の中で、あの時みたいな安心感を覚えるのだろう。それに、安心感と一緒にドキドキとそわそわが同居しているのまで同じだわ。

　ヒヤリと硬質な鎧越しの抱擁と、殿下の腕のぬくもりが不思議なくらいリンクするのはなぜなのか。

　内心で首をかしげていたけれど、ランロットが走りだすとあっという間に疑問は頭の片隅に追いやられた。

「どうだ？　気持ちがいいだろう」

　馬車の移動と違って、直接風が頬をなでていくのが心地よく、心が一気に高揚した。

「はい、とっても！」

　裏門から王宮を出ると、賑わう王都の街を背にして進む。

「ははっ、そうか。もし乗馬に興味があれば、君と相性のよさそうな若馬がいる。どうだ、習ってみるか？」

「よろしいのですか!?」

　殿下からの嬉しすぎる提案に胸が弾む。

「朝議や朝の謁見がない日に限るが、朝食の後にできるだけ練習の時間を取ろう」

「え？　殿下が教えてくださるのですか？」

「当然だ。厩うまや番ばんにしろ護衛騎士にしろ、君に俺以外の男を近寄らせるわけがない。乗馬は俺が教える」

　殿下の手をわずらわせてしまうのは申し訳ないと表情を曇らせる私に、彼はなんでもないことのように答えた。

　……そういうものだろうか。

　殿下の発言に内心で首をかしげる。理性の部分で遠慮すべきだと思ったけれど、乗馬を習える。この誘惑に勝てなかった。

「ありがとうございます。とても楽しみです。……ですが、どうか殿下のお仕事にご無理のない範囲でお願いします」

「ああ、わかっている。任せておけ」

　殿下はただでさえ多忙の身だ。素人の乗馬指導など面倒ごとでしかなさそうなのに、なぜか上機嫌だった。

「あの、ところでどこに向かっているのですか？」

　進行方向に、霊峰・エーテル山を眺めながら尋ねる。

　冬に降った雪で山頂が雪化粧したエーテル山は幽ゆう遠えんで、人知を超えた神秘を感じさせた。国民から神聖視されているのもうなずけた。

「もうすぐだ」

　そう言ってしばらくランロットを走らせて、殿下は山の麓ふもとにある澄んだ湖のほとりで馬を止めた。殿下が先に地面に下り、ランロットの背から私を下ろしてくれた。

　あまりの美しさに息をのんだ。

　湖の向こうにそびえ立つエーテル山。麓の黒と冠雪の白とのコントラストが美しいその山が、湖の澄んだ水面に上下反転した形でクッキリと映り込んでいた。

「なんて綺麗なの！」

　目の前の光景は、まさに絶景と呼ぶにふさわしい。

「どうやら間に合ったようだな」

　私たちは並び立ち、朝日に照らされた美しい水鏡に映る山を眺めた。

「ここは空気が澄んだ早朝の時間帯が一番美しい。どうしても君に見せたかった」

　なるほど。日が高くなってくると、徐々に雲が出始めて水面に映る山の輪郭が不鮮明になってきた。殿下の言う通り、早朝が最も景観に優れた時間といえるだろう。

「本当に、素晴らしいものを見せていただきました」

　感動の余韻が冷めず、ホゥッと感嘆の息をこぼす。

　すると突然、殿下が苦しいくらいの力で私の肩を抱き寄せた。

「あのっ、殿下!?　苦しいのですが……っ！」

　私の訴えに、殿下はハッとした様子で抱きしめていた腕の力を緩めた。

　それでも殿下は完全に離そうとはせず、私はいまだ彼の胸に頭を預けた格好のまま。近すぎる距離に戸惑い、血が巡る音がドクドクとうるさいくらい鼓膜に響いていた。

「すまん。朝日に照らされた君は妖精のように儚はかなげで、そのまま宙に溶けて消えてしまいそうに見えた」

　殿下は少し気まずそうな口調で弁解した。

「妖精ですか？」

　まさかの発言にパチパチと目をまばたき、小さく身じろいでわずかな隙間から殿下を見上げる。

「おかしいか？　だが、俺の目にはそう見えたのだ。それでつかまえておかねばと咄嗟に手が伸びていた」

　殿下がちょっとムスッとした表情で、ぶっきらぼうに答えた。一見すれば不満そうにも見えるが、私に向ける瞳は不安げで、まるで飼い主の出方をうかがう子犬のようだ。大人の男性に対して失礼ではあるが、なんだか可愛いと思った。

「おかしいとは思いませんが、私は溶けて消えたりしませんよ。だから安心してください」

　私は微笑んで両手を殿下の広い背中に回し、ポンポンと叩く。

　殿下は一度目を見張り、キュッと瞑る。

「……エミリアが可愛すぎる。このままずっと俺の腕の中に閉じ込めておきたい……いや、それはエミリアの憂慮をすべて取り除いてからでなければ駄目だ。なんとしても父や大臣らの了承を取りつけねば」

　そのまま殿下は口内でブツブツとつぶやいているけれど、その内容まではよく聞こえない。

　ここでふと、昨夜も同じような場面があったことを思い出す。

　立場上きっと日々国のことを考え、無数の決断を下さなければならないのだ。そりゃあ独り言も出るわよね……。

　私はこんなふうに納得し、明瞭さを欠いてもまだ十分に美しい湖面を眺めながら、殿下が思考の世界から戻ってくるのを待った。

「エミリア」

　しばらくして、ことのほか真剣な声で呼びかけられる。

「はい？」

　視線を上げると、セルリアンブルーの瞳が真っ直ぐに私を見下ろしていた。

「必ず婚姻の儀までにきちんと形を整える。だから俺を信じて待っていてほしい」

　殿下の言葉は肝心の部分が不明瞭だ。

　きちんとした形というのがなにを指すのかもわからないけれど、彼の真摯な眼差しを前に、気づけばコクンと首を縦に振っていた。

「はい」

　国家間の取り決めで私はアドランス王国の王籍を外れ、殿下の側妃となるべく嫁いできた。けれどガルニア王国の法において、私たちはいまだ婚姻の締結に至っていない。

　殿下の言うように、来月国教会で行う予定の婚姻の儀をもって正式に側妃と認められる。それまでに殿下は、なにをしようというのかしら。

「ありがとう、エミリア」

　殿下がふわりと相そう好ごうを崩し、私にスッと手を伸ばす。大きな手のひらがそっと頬を包み込む。

　彼の指先が感触を確かめるように幾度か頬をなでてから、ゆっくりと位置を下げていく。私はこそばゆい刺激に肩をすくめ、彼の視線から逃げるようにうつむいた。

　頬のラインをたどり、長い指がおとがいにかかる。

　指先にわずかに力がこもり、クイッと上を向かされる。見上げた視界にセルリアンブルーの双そう眸ぼうがアップで迫り――。

　――パシャン！

　唇同士が今まさに触れ合おうかという瞬間、不自然に水面が揺れ、水しぶきが殿下を襲う。

「なんだ!?」

　殿下は咄嗟に背中に私をかばい、そして濡れネズミになった。

「きゃあっ！　殿下っ!?　大丈夫ですか!?」

　ちなみに、私には水滴のひとつだって飛んでいない。

　いくら大きな背中にかばってもらったとはいえ不可解すぎる現象だ。しかし、これが自然現象でないとすれば、困ったことにこういう結果もあり得てしまう。

　これをやったのは、十中八九……。

「ディーノね」

　うっかり声に出してしまい、ハッとして殿下を見る。彼は自身の顔を拭っていて気にも留めていないようで、胸をなで下ろした。

《きちんと形を整えると言った舌の根も乾かぬうちに、エミリアに不ふ埒らちな真似をしようとは見過ごせませんね》

　その時、湖の方から少し苛いら立だたしげな声がした。見れば、憤慨した様子のディーノが湖の上空を浮遊していた。

　みんながいれば私はどうしたってそれに反応してしまうこともあり、人の目がある時に彼らが姿を現すのは珍しかった。

　ディーノを見つめながら、私の胸では羞恥や驚き、殿下と親密に触れ合っていたのを見とがめられた気まずさ、いろんな感情がない交ぜになっていた。ただし、その中に殿下への嫌悪感はなかった。

　心臓が胸を突き破りそうなくらいドキドキして恥ずかしかったけれど、私は中断された行為……殿下とのキスが嫌ではなかったのだ。

《ちょっとディーノ、やりすぎだよぉ～》

　シルフがあきれ交じりにディーノをつついた。

《知ったことですか。湖底に沈められなかっただけありがたいと思うのですね》

　ディーノはシルフを一いち瞥べつするとわずらわしそうにサラリと髪をかき上げて、氷点下の声音で吐き捨てた。

　……うわぁ。物騒な言動にブルリとした。

　実を言うと、以前から薄々感じてはいたのだ。優しげな見た目に反し、ディーノが四大精霊の中で最もえげつない性格をしているのではないかと。

　ちなみにディーノとシルフのうしろでサラマンダーはお腹を抱えて爆笑し、ノームはヤレヤレと肩をすくめていた。

「いったい、なにが起こったんだ？」

　殿下が呆ぼう然ぜんとつぶやくのを耳にし、ハッとして湖上空のみんなに向けていた視線を戻す。

　私はごまかすように曖昧に微笑んで首をかしげた。

「さ、さぁ？　なんでしょうね……と、とにかく不幸な事故ではありましたが、命が無事だっただけよかったです！」

　ポケットからハンカチを取り出すとひと声かけて、彼の顔周りから丁寧に拭いだす。

「命？」

　水気を拭うのに必死になっていた私は、彼の眉が怪訝そうにひそめられているのに気づかずに続ける。

「はい。一歩間違えれば、湖の底に沈められていたかもしれません」

「……ほう、そうか。君がそう言うのなら、俺は命拾いしたのだろうな」

　殿下は不自然な間を置いて、苦笑いで答えた。

「やはりハンカチでは拭ききれませんね。……あ！　そういえば、ランロットの鞍にくくっていただいた荷袋にタオルを入れていたんです。すぐに持ってきますから、お待ちください」

　私がランロットのもとに駆けだすと、ひとり残された殿下は湖の方に視線を向けた。

「さっきエミリアがこぼした〝ディーノ〟というのは、禁書にあったウンディーノのことか？　だとすると、建国の神といわれる四大精霊のうちのひとりと同じ名だ。……以前、彼女が口にした〝シルフ〟や〝サラマンダー〟もな」

　確信めいた殿下の声は、湖畔の清涼な空気に溶け、私の耳には届かなかった。










第八章　王太子殿下と側妃の舞踏会




　殿下と湖に遠駆けした日から十日が経った。

　あの日は帰りがけに殿下がディーノに水をかけられるという予期せぬアクシデントがあったけれど、彼は濡れた着衣の上にマントを羽織って『なにも問題ない』と笑っていた。

　そのおおらかさが私の目にとても好ましく映った。

　……ふふっ。それどころか彼は相乗りする私の体が濡れてしまわないか、そればかり気にしていたっけ。もちろんその心配は杞憂で、防水性に優れた殿下のマントが実にいい仕事をし、王宮に帰り着いた時も私の服は湿ってすらいなかった。

　私が知る王族――特に継母などは権力を笠に着て些細なことでも目くじらを立てていたから、なおのこと殿下の言動に新鮮な感動を覚えた。

　こんなふうに、私は気づくとよく殿下のことを考えている。

　……そういえば、鎧の騎士様は今頃どうしているだろう？　元気でいるかしら？

　窓の外に広がる快晴の空を見ながら、ふいに騎士様のことを思った。殿下のことを考える時間が増えるのと反比例するように、騎士様を思い出す機会が減っている。

　ガルニア王国に来てすぐの頃、私は殿下の言動に触れるたび、鎧の騎士様を思い出していた。褒められたことではないけれど、ふたりを重ね、共通点を見つけてはひそかに喜んでもいた。だけど最近はもう、殿下の言動に騎士様の面影を求めることはない。そんな私は薄情なのだろうか？

　思い至った現実は少し胸に苦く感じられた。どこかで自分を納得させたくて思いを巡らせる――寂しいけれど、会わないでいると記憶は薄れる。しかも鎧の騎士様はもう二度と会えない人。毎日顔を合わせ、会話をする殿下の存在感がいや増すのは必然なのかもしれない。

「エミリア様、ドレスが届きました。衣装室にお針子が待機しておりますので、さっそく最終調整をいたしましょう」

「はーい、今行くわ」

　アニータに声をかけられて、ソファから立ち上がる。

「ねぇアニータ、わざわざ新調しなくても殿下があらかじめ揃えてくれていたドレスで十分だったのに。なんだか、もったいないと思わない？」

　実は、急遽今夜の舞踏会に出席することになったのだ。

　これを聞かされたのは一昨日の朝で、その日の午前中のうちに殿下が手配した仕立て屋に引き合わされた。一から仕立てる時間はないから既製品に手を加えるということだったが、一昨日の仮合わせで袖を通したブルーのドレスはひと目で上等とわかる品だった。

「もったいないだなんて、とんでもない。今夜の舞踏会は王家主催で規模も大きいのです。そこに夫妻で出席となれば、やはりお召し物はおふたり同じ意匠で揃えるのが望ましいですわ」

「そういうものかしら」

　アニータに伴われて衣装室に向かいながら首をひねる。

「もちろん絶対に夫婦で揃えなければ駄目というわけではありませんが。どちらにせよ有り物のドレスなんて殿下が許しませんよ。エミリア様の出席が決まった後、それはもう張りきっておられましたもの」

「そうかもしれないけど……。そもそも、私が殿下と『夫妻』として出席してしまっていいのか不安だわ」

「たしかに法的にはおふたりの婚姻はまだ成立していませんが、エミリア様の輿入れはすでに国中に周知されています。ほとんど夫婦も同然ですわ」

　アニータは、婚姻の儀を前に夫婦として扱われることに、私が戸惑っていると思ったようだ。

「ううん、不安なのはそこじゃなくて……。側妃という立場は一応殿下と夫婦といえなくもないけど、私は敗戦国からやって来た王女だわ。正妃様が不在の状況とはいえ、私なんかが表舞台に出ては後々差し障りが――」

「なにをおっしゃいますか！　エミリア様は国家間の盟約により、正式に嫁いでこられたお妃様です。そのお立場は国が認めているのです。もしエミリア様の出自を理由に口さがなく言う者がいたら許しませんわ」

「アニータ……」

「なにより今夜の舞踏会は殿下が望んでエミリア様を伴うと決められたのです。誰にも文句を言われる筋合いはありません。堂々としていてくださいませ。どうぞ華やかな舞踏会を心ゆくまで楽しんできてください」

　アニータはきっと、本心からそう言ってくれている。侍女という立場を超えて示される彼女の優しさが、私の心の拠り所だ。

「ありがとう、アニータ。あなたのおかげで気が楽になったわ」

　アニータに優しく背中を押され、私の心は上向いた。

　日が沈み、満天の星々が空の主役に変わる頃。

　燭台で煌こう々こうと照らされた王宮の大広間は、多くの紳士淑女が集いさんざめいていた。

　私は父が生きていた頃にだって着たことのない素晴らしい仕立てのドレスに身を包み、殿下のエスコートで人生で初めての舞踏会に向かう。

「綺麗だ。今夜の君は奇跡のように美しい。舞踏会の主役は間違いなく君だ」

　殿下の賛辞がこそばゆくも嬉しくて。頬が綻びそうになるけれど、その言葉が正しくないことを私は知っている。

「さすがにそれは過称です。……でも、ありがとうございます」

　会場前に到着すると、お仕着せを身にまとった侍従が丁寧に腰を折り、両開きの大扉を左右に開く。私は殿下と共に、会場内に最初の一歩を踏み入れた。

　王太子殿下の登場に、会場内が沸き立つ。

　そっと見上げた横顔は、芸術品のように整っている。体つきも居並ぶ騎士たちにだって引けを取らないほど引きしまり、その立ち姿は文句なしに凛々しい。王族だけに許された白い詰襟の正装をまとっている。右肩から胸の前に垂らされたブルーの飾かざり緒おが際立っていた。私のドレスと同色だ。

「まずは君のことを陛下に紹介しよう」

　気品あふれる殿下の佇まいはほかを圧倒し、会場の前方で大臣らと歓談していた国王陛下すらしのぐほどの風格を漂わせていた。

　この会場で誰よりも美しく、誰よりも人の目を引きつけているのは彼だ。

「はい」

　人々の視線を物ともせず、殿下は颯爽と会場内を進んでいく。私はしずしずとそれに従う。

　殿下とすれ違うと、妙齢の女性のみならず老若男女がこぞって感嘆の息を漏らした。彼らはひとしきり殿下を眺めた後は、必ず殿下の隣に立つ私に目を向ける。そうして一様に目を見開いて固まるのだ。

　……うぅん、明らかに顔がこわばっているわよね。

　アニータはああ言って励ましてくれたが、敗戦国の王女に向けられる現実はやはり厳しいようだ。アニータに励まされ、膨らんでいた気持ちがしぼんでいく。

　思わず背中を丸めてしまいそうになるけれど、同伴する殿下に恥をかかせるわけにはいかないと必死で平静を装った。

「陛下、歓談中に失礼します。妻のエミリアを紹介させてください」

　殿下は、躊躇なく国王陛下らが歓談する輪の中に入っていった。王太子殿下の登場に大臣らはピタリと口をつぐみ、陛下も会話を中断して私たちに視線を向ける。

「貴殿がアドランス王国の王女か」

　陛下は引きつった顔で、私の横に立つ殿下の方をチラチラとうかがっている。なぜか大臣たちもしきりに殿下のことを気にしている。

　……なんだろう。

　少しの違和感を覚えつつ、アニータと特訓したカーテシーを披露する。

「お初にお目にかかります。エミリアと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

「うむ、よく参られた。ジークフリードとよしなにな」

「はい」

　国王陛下と交わした会話はたったこれだけ。実にあっさりと終わった対面に拍子抜けする。同時に、明らかに及び腰の陛下の態度に内心で引っかかりを覚えた。

　その後は作法通り、高位の大臣から順に挨拶していく。こちらも通り一遍の挨拶だけで特に話題が広がることもなく、最後の大臣に一礼した後、早々に場所を移ろうとしたら、なぜか陛下と大臣たちが我先にと会場内に散っていった。

「……え？」

　不可解すぎる彼らの行動に首をひねった。

「これ以上せっつかれてはたまらんと、尻尾を巻いて逃げ出したな」

　殿下が苦笑いで漏らした台詞にギョッとする。

　普通に考えて、国王陛下や大臣が王太子から逃げ出すなんて、そんな馬鹿な話はない。

「父も大臣も俺の不在中に勝手に事を進めた引け目があって、俺の言い分を無視できない。かと言って、すんなり俺の希望を認めるのには二の足を踏んでいる。よくも悪くも体裁や外聞を気にする奴らだからな」

　仔細がわからないまま聞いていたが、それにしたって国の最高権力者をつかまえてずいぶんな言いようである。

　驚いてまばたきを繰り返していると、殿下が私に問いかける。

「俺が先日『きちんと形を整える』と言ったのを覚えているか？」

「はい」

「そのためには議会で過半数の承認が必要でな。俺は連日、議決権を持つ父たちにかけ合っているんだが、のらりくらりとかわされている状況だ。もちろん婚姻の儀までにはなんとしても認めさせるが、まったくもって奴らの日和見は折り紙付きだ」

　殿下はあきれを滲ませるが、私は彼がなにをなそうとしているのか、そもそもわかっていない。彼の言う〝きちんとした形〟とはなんなのか。先日も気になりつつ、あえて濁したままにしていた部分だ。

「あの――」

「ジークフリードや、久しいの」

　意を決して口を開きかけたまさにその時、四十代くらいの女性が殿下に親しげに声をかけた。

「これは伯お母ば上うえ」

　この数日で王家の家系図をアニータに教え込まれていた。

　殿下の伯母にあたる女性はひとりだけ。目の前の女性は侯こう爵しゃく家けに降嫁した国王陛下の姉・ブリジッタ様で間違いない。

　すぐうしろにはブリジッタ様によく似た少女が立っていて、頬を赤く染めて殿下を見つめていた。おそらく少女は御年十五歳、殿下の従妹のイベンヌ様だろう。

「甥おいと積もる話もある。そなた、すまんが少しジークフリードを借りてもよいか？」

　ブリジッタ様は私に目線を向けると名乗りはおろか挨拶すらせず、居丈高に告げた。

「はい」

　王姉にこんなふうに尋ねられれば、もちろん私にＮＯノーという返事はない。

　素直にうなずいて、殿下の腕に添えていた手をほどく。そのまま会場の隅に下がろうとしたら、殿下に呼び止められた。

「待て、エミリア。外す必要はない。君は俺の妃だ、聞かれて困る話などないからここにいろ」

　殿下はこう言ってくれたけど、彼女たちの目が言葉より雄弁に『邪魔だ』と告げていた。

「……では、お言葉に甘えてご一緒させていただきます」

　ものすごく居たたまれないが、殿下の手前あまり頑なな態度を取るのもよくないと思い、ひとまずうなずく。

　すると直後、ブリジッタ様が私に射貫くような視線を向け、イベンヌ様は親の仇かたきでも前にしたように睨にらみつけてくる。

　ひぃっ。この後すぐに退散するから待って……！

「その前に、少し喉が渇いてしまって。飲み物を持ってまいりますね」

　殿下が止めるより前にくるりと背中を向け、足早に広間の奥に設しつらえられた飲食スペースに向かう。

　私だって空気は読むのだ。

「おい……！」

「ジークお兄様！　私、今夜の舞踏会に先立って何度も政務室を訪ねたんですのよ。なのにお兄様はいつも不在で、やっと会えましたわ。今夜は絶対、私と踊ってくださいませね？」

　殿下はなにか言いかけていたけれど、イベンヌ様に噛みつくような勢いで話しかけられて、私を追ってはこなかった。

「ほほっ。娘もこう言っておる。ジークフリードや、後でイベンヌと一曲踊ってやってくれ。なに、心配せんでもイベンヌはもう立派な淑女だ。パートナーの足を踏みつけてばかりいた子猿ではないぞ」

「やだっ！　お母様ったらジークお兄様にヘンなことをおっしゃらないで！」

　母子の私への態度はかなり不遜ではあったけれど、殿下に向ける笑顔や語りかける声には親密さが滲んでいる。彼女たちと殿下のこれまでの親交が容易に察せられた。

　私は身内に縁が薄い。だから素直に殿下がうらやましいし、伯母や従妹たちと今後もいい関係を続けてほしいと思った。




　会場には参加者がひしめいている。殿下と一緒ならいざ知らず、私ひとりならば容易に人に紛れてしまえるだろう。そう思っていたのだが。

　……うぅっ、甘かった。さっきからけっこう見られてる。

　時々なにか言いたそうにしている男性もいたが、そんな時は小柄な体を生かし人波に紛れてかわした。

　そうしてやって来た飲食スペースで、私はその豪華さに目を丸くする。

　飲み物だけじゃなくて軽食もこんなにたくさん……！

　白いクロスがかけられた長いパーティーテーブルいっぱいにピンチョスやカナッペ、色とりどりのプティフールにひと口大のサイズに飾り切りされたフルーツ、手軽につまめるように工夫されたメニューがずらりと並んでいた。

　甘い物を口にする機会に乏しかった私の目が、宝石のようなプティフールに留まる。

　するとその時。横から三種類のプティフールが盛られた皿がスッと差し出された。

　えっ!?　ビックリして横を見ると、長めの前髪をサイドに流して固め、しゃれた礼服に身を包んだ青年が立っていた。

「ノーム……!?」

「《エミリアが好みそうな物を見繕った……》」

　ノームは皿を持つのと逆の人さし指を口もとにあて、シーッとジェスチャーで示しながら、悪戯っぽく片目を瞑ってみせる。

　慌てて口をつぐんだけれど、人間の姿――それもとびきり精悍な貴公子に変貌を遂げている！――で現れたノームに驚きが隠せない。

「なんでノームがここにいるの？　それに、その格好は……!?」

　声を潜めつつ、興奮気味にたたみかける。

「《テラスで食べながら話そう……》」

　ノームはゆったりとした動作で私の腰に手をあてる。彼のスマートで洗練された所作に、思わずうっとりした。

　ノームに誘われてやって来た広いテラスは屋根がなく、夜にもかかわらず星々の光と等間隔に灯されたランタンで十分に明るい。私たちは大広間を背にして、庭に面したベンチに並んで座った。

　舞踏会は始まったばかり。そのせいかテラスにまだ人影はなく、私たちふたりきりだった。

「満天の星だわ。夜会を楽しむには最高の夜ね」

「《料理も楽しむといい……》」

「ありがとう、ノーム」

　お皿を受け取り、プティフールを口に運びながら彼の話に耳を傾ける。

　小さなフォークで最初に食べたのは、ベリーのタルト。サクッとした生地に、なめらかなクリームの優しい甘さとベリーの甘酸っぱさが絶妙に合わさって、夢みたいにおいしい。

「《これまでは人目のあるところで姿を現すのを避けていた。こういう姿では、特に……》」

「ええ、知ってるわ。みんな現れる時とか場所にすごく配慮してくれてるわよね」

　次に食べたショコラのムースは繊細な食感で、口の中であっという間にくしゅりと溶けていく。洋酒の芳醇さが後を引くちょっぴり大人の味わいだ。

「《エミリアを困らせるのは本意じゃない……》」

「ふふっ。ほんの子供の頃とは違うわ、いつみんなが現れたって驚かない。私はもう平気よ」

　最後に食べたのは、エクレール。細長く焼かれたシュー皮に詰まっているのは、甘い幸せにほかならない。口いっぱいに広がるシャンティクリームを噛みしめながら、自然と表情がとろける。

　私は大満足でお皿に盛られた三品を食べ終え、おいしい余韻にホゥッと息をついた。

「《エミリアが困っている時だけ人間の姿で現れていい。それが俺たちのルール……》」

　みんななりのけじめということだろうか。律儀なんだから……あら？

「でも、今日はどうして出てきてくれたの？　私としてはノームの素敵な姿が見られて、すごくラッキーだけど」

　ノームの言うような困った状況にはなかったはず。

「《俺が、素敵……？》」

　ノームが驚いたように目をしばたたく。

「ええ、とっても。あんまり素敵で驚いちゃったわ」

　整った容貌ときらめく琥珀色の瞳が、今日は遮るものなく真っ直ぐ私に向けられる。これを素敵と言わずして、なんと言おう。

「《素敵なのはエミリアだ。こんなに美しい花が会場の隅でひとり佇んでいるのに気づいたら、ルールだって頭から吹き飛ぶ……》」

　ノームはいつになく饒じょう舌ぜつで、流れるように告げられた賛辞に、頬がポッと熱を持つ。

「《迷惑だったか……？》」

　細められた目と、さりげなく私の口もとを拭う長い指が色っぽい。

　えっ？　クリームがついていたなら、言ってくれれば自分で拭ったのに……！

「とんでもない。嬉しいに決まってるわ」

　そもそも、このけしからん色気は何事ー!?

「《それなら、来たかいがあった……》」

「――きゃっ!?」

　その時、私とノームの間でパァッと光の粒子が舞う。

「シルフ……！」

《ノームってば、ズルいよぉ！》

　いつにない勢いで現れたシルフは、いつも通りの手乗りサイズ。ぷぅっと頬を膨らませておかんむりの様子も、ある意味いつも通りだ。

　すると、シルフの隣にサラマンダーも姿を現す。

《まったく、その姿でエミリアと夜会に出るなんて、抜け駆けもいいところだぜ。今回のルール破り、さて、どうしてくれよう……》

　サラマンダーは腕組みしてジッとノームを見つめた後、なにを思ったかノームの肩にのった。

　なんだろう？　……あー！　サラマンダーが、ノームの髪をクシャクシャにしている！　しかも、キランと目を輝かせたシルフまで加わった！

「《っ、悪かった。ふたりとも、くすぐったいからもう……》」

《やーだよぅ》

《ま、このくらいは甘んじて受け入れろ》

　シルフとサラマンダーの手は止まらない。ノームはこらえきれないといった様子で肩を揺らし、低く笑いを漏らしていた。

　……私の目の前で、わちゃわちゃ戯れる精霊たち。これ、なんのご褒美かしら。

　綺麗に整えられたノームの髪は見る影もなく乱れたが、美形は無造作感もさまになっていた。

　その時。楽団が奏でる円舞曲が夜風に乗って聞こえてくる。どうやら歓談の時間が終わり、会場内はダンスタイムに移ったようだ。

　父が健在で王宮で過ごしていた幼少期、こっそり舞踏会を覗きに行ったのは一度や二度ではない。あの頃はダンスの講師もついていたし、素敵な男性のリードでダンスを踊る日を夢見ていた。

　女性たちが色とりどりのドレスを翻しながら踊る場面を想像すると、当時の憧れがよみがえり胸が切なく疼うずいた。

　――『今夜は絶対、私と踊ってくださいませね』

　ふと、殿下たちのもとを去り際に聞いたイベンヌ様の言葉を思い出した。

　もしかしたら、今頃、殿下とイベンヌ様も手を取り合って踊っているのかしら？

　脳裏をよぎった光景に、チクリと胸に痛みが走った。

「《エミリア》」

　呼びかけられてハッとして目線を向けたら、いつの間に現れたのか人間の姿になったディーノが靴音を響かせて、私の前へと進み出た。

「えっ!?　ディーノ……！」

　人間の姿を取った彼は、着衣も貴公子然とした正装をまとい、もともとの優美な容貌と相まって典雅な魅力にあふれていた。

「《一曲踊ってくださいませんか？》」

　ディーノは綺麗な所作で腰を屈めると、私に向かってスッと手を差し出して告げた。

　……ディーノが私とダンスを？

《あーっ！　ディーノまでおっきくなって、いったいなに考えてるの!?　僕だってエミリアと踊りたいのにズルいよぉ～っ！》

《ハハッ！　これはディーノにまでしてやられたな》

　シルフはますます頬を膨らませ、サラマンダーはカラカラと笑い声をあげた。ディーノはそんなシルフとサラマンダーをチラリと見て、悪戯っぽく微笑んだ。

「《さっそくノームから学びましてね。こういったのは早い者勝ちのようですよ》」

　気品に満ちたディーノが口にした俗っぽい発言が、私をおおいに驚かせた。ノームも横で目を丸くしていた。

　ピキンと固まったまま、なかなか手を取ろうとしない私に、ディーノが形のいい眉を寄せた。

「《エミリア？　私が相手では不満ですか？》」

　ディーノは腰を折っているため、低い位置から私をうかがうように見上げてくる。その眼差しが艶っぽく、胸がドキリとした。

　ノームが横からさりげなくお皿を受け取ってくれた。

「不満だなんてとんでもない。喜んで」

　私はディーノの手にそっと自分の手を重ねた。ディーノは破顔して、右手で私の背中を支えてホールドの体勢を取った。

　会場内から漏れてくる円舞曲に合わせ、ゆったりとステップを刻みだす。

　ダンスの講師が外されて以来、七年ぶりのダンスは少し不安だったけれど、ディーノの巧みなリードですぐに勘を取り戻した。もともと踊ることは大好きだったのだ。

　気づけば何曲も踊っていた。曲がやんでも私たちはしばらくそのまま、固く手を握って微笑み合った。

　心地よく息が弾み、全身が充足感に満たされていた。

　ふいに、頭上で息をのむ気配がした。

　直後にディーノは空気に溶けるように姿を消し、ほかの精霊たちの姿もほぼ同時に見えなくなった。

　――カタン。

　響いた物音にハッとして振り返ると、殿下が大広間に続くガラス張りの扉の前に立っていた。

「エミリア、ここにいたのか」

「殿下……！」

　カツカツと靴音を響かせて、殿下が私のもとへと歩いてくる。

「飲み物を取りに行ったきり戻ってこないから心配した」

　すでに精霊たちの姿はなく、周囲にほかの人影もない。

「すみません！　少し人に酔ってしまったようで、外の空気を吸っていました」

　私は咄嗟に嘘をついた。

「……そうか」

　殿下は少し先のベンチに置かれたままになっている皿を一瞥したが、特に言及せず小さく首を縦に振った。

　きっと殿下は私の嘘に気づいている。

「長くいては体が冷えてしまう。中に戻ろう」

「は、はい」

　顔色を失った私をよそに、殿下は何事もなかったようにそっと私の肩を抱き会場内へと促した。

　会場内に戻ると、いったん席を外していた楽団員が着席しだしている。もうじき休憩が終わり、後半のダンスタイムが始まるようだ。

　終盤に向かい、会場内の熱気が高まっていた。

　そんな盛り上がりを背に、前方の扉から国王陛下が退出していく姿が見えた。

「さて、俺たちもそろそろ引き上げるか」

「え？　後半のダンスタイムが間もなくのようですが、踊っていかれないのですか？」

「王族の目があっては、参加者らも羽を伸ばしにくいだろうからな。席次のない宴では、陛下も俺も中盤を目途に退席するようにしている」

　サラリと返された答えに、私は青くなった。

「っ、すみません！　私、知らなくて……っ」

　前半のダンスタイムをまるまるディーノと踊って過ごしてしまった。パートナーである殿下と踊ることはおろか一緒に会場内にいることすらしなかった。私の取った行動は殿下に対しあまりにも失礼だ。厳しくとがめられて当然だった。

「なに、気にするな。舞踏会は今夜だけではない。おかげで次の楽しみができた」

「……殿下」

　殿下の優しさに胸が詰まった。

　私への気遣いに満ちた台詞は、これまでもらったどんな品物や厚遇より私の心を震わせた。

「その代わり、次の時は必ず俺と踊ってくれ。約束だ」

　愛おしい想いが湧き上がる。

「はい、必ず」

　じんわりと胸に、優しく火が灯ったような感覚だ。

　もしかして、これが恋なの？

　今はまだ芽生えたばかりのほんの小さな灯ともしび。けれど、このまま彼と同じ時間を重ねていったら、いつの日か小さな灯は胸に収まりきらない大きさへと膨らんで、私を焼ききってしまうのではないか……。

　兆した恋に戸惑いと恐れ、そして不可思議な高揚を覚えた。しかし同時に、彼の唯一無二となり得ない現実が私を打ちのめす。

　……殿下と正妃様の邪魔にならないよう、この想いには蓋ふたをしなければ。

　恋を自覚した瞬間に決まった失恋に、私は殿下からスッと視線を逸らし、自嘲の笑みをこぼした。

　その時――。

「お待ちになって！　まさかお帰りになるの!?」

　扉に向かおうとする私たちに、うしろから声がかかった。振り返るとイベンヌ様が不満を前面に出して立っていた。そばにブリジッタ様の姿はなく、ひとりだった。

「ああ。ではな」

「そんな……！　あんなに一緒に踊ってほしいとお願いしたのにあんまりだわ！」

　素っ気なく答えてそのまま帰ろうとする殿下に痺れを切らしたのか、イベンヌ様が強引に殿下の腕を取った。

　淑女にあるまじき行動に、ギョッと目をむいた。だけど、それと同じくらい私を驚かせたのは、殿下がイベンヌ様と踊らなかったという事実。

　……嘘。てっきり彼女とダンスを楽しんだとばかり思っていたのに。

「先ほども言った通り、俺は妻以外と踊る気はない。腕を離せ」

　取りつく島もない冷ややかな拒絶にイベンヌ様は憤ったが、私はひそかに胸をときめかせた。

「まぁ！　そちらの方は妻なんて名ばかり、到底お兄様の妃にふさわしくない敗戦国の虜りょ囚しゅうでしょうに。それより、じきに後半のダンスが始まりますから一曲だけお付き合い……きゃぁっ！」

　言葉の途中で殿下に腕を払われ、イベンヌ様はうしろにたたらを踏んだ。体勢を崩しながらも、彼女は殿下の腕を意地でも離そうとしない。

　その様子には執念すら感じるが、それを見下ろす殿下の目は凍えるように冷たい。穏やかな殿下しか知らない私は半信半疑だったけれど、彼が『氷の王太子』と呼ばれるゆえんが嫌でもわかった。彼が発するすさまじい冷気にあてられて身が縮んだ。

「お兄様、なにをなさるの!?　ひどいわっ！」

　イベンヌ様は興奮し、甲高く叫ぶ。

　すぐに腕を離し、謝罪しなければ大変なことになる。周囲が兢きょう々きょうと息をのむ中、高ぶる彼女だけが殿下の怒りに気づかない。

「黙れ。エミリアへの侮辱、許さんぞ」

　殿下が氷点下の声音で言い放ち、イベンヌ様の腕を引き剥はがす。

「牢獄に入りたいのか！」

　殿下が語気を強めると、あたりがシーンと静まり返る。

「ヒィッ！」

　イベンヌ様は驚きのあまり腰を抜かしてしまう。さっきまでの勢いは消え、その体は恐怖で小刻みに震えている。

　誰かがゴクリと喉を鳴らした音が妙に大きく響く。

　肌を刺すような緊張感が会場内を満たしていた。

「やめよ、ジークフリード！　いったい娘がなにをしたというのだ!?」

　ここで騒ぎに気づいたブリジッタ様が人垣を割って駆けてきて、イベンヌ様をかばうように殿下の前に立った。

「お、お母様……っ」

　泣きべそで怯えるイベンヌ様と憤怒を隠そうともしない殿下を交互に見て、ブリジッタ様は眉をひそめた。そうしてわずかな逡巡の後、グッと唇を引き結んで殿下に向かって頭を下げた。

「娘がなにか礼を欠いたなら謝罪する。怒りを収めてもらえんか」

　第一印象で高圧的な女性だと敬遠したが、王姉というだけあって物を見る目はあるようだ。どうやら彼女は状況から娘の瑕か疵しを悟ったらしい。

「そ奴は俺の妻を愚弄した。その罪は重く、本来なら即刻牢に叩き込むところだ」

「親として不行き届きを謝罪する。私に免じ、今回だけどうか許してもらえんか。この通りだ」

　潔い謝罪の言葉。殿下に対してものすごく逃げ腰だった国王陛下より、王姉のブリジッタ様の方がよほど堂々として見えた。

「……今回だけ伯母上の顔を立て、目を瞑ろう。だが、二度目はない。行け」

　なんとなく殿下は彼女のこういった気質を気に入って、親交を途切れさせずにいたのだろうと思った。

「感謝する」

　ブリジッタ様は殿下に膝を折ると、腰を抜かしたイベンヌ様を引っ張って会場から出ていった。

　一連の出来事を、周囲の人々が固かた唾ずをのんで見つめていた。

　イベンヌ様たちが退出していなくなった後も、会場内は静まり返ったままだった。

　痺れるような緊張感が支配する中、殿下が前に一歩進み出る。

「皆、騒がせてしまったが、夜会の続きを楽しんでくれ」

　すでに怒りの色はなく、殿下の声も表情も穏やかだった。

　殿下の声を受け、参加者が徐々に会場内に散っていく。殿下は私を見下ろしてすまなそうに口を開いた。

「エミリア、嫌な思いをさせてしまい、すまなかったな」

「嫌な思いだなんてとんでもない。むしろ……」

「ん？」

「いえ、なんでもありません」

　……そう。むしろ、私は嬉しかった。殿下が私のために怒ってくれて、天にも昇るくらい嬉しかったのだ。

「それから、個人的には殿下と伯母様たちとの親交が今後も続いたらいいなと思っています。もちろん、私が口を挟むところではないかもしれませんが」

「……君は奇特な人だな」

　けっして愉快ではない思いをしたはずの私の口から出た台詞は、殿下にとって予想外だったようだ。

「いえ、そういうわけでは。ただ私は身内に縁が薄いですから、親族間で親密な関係が築けているのは純粋にうらやましいんです」

　真意を探るように、殿下は私の言葉に耳を傾けている。

「それに今回イベンヌ様の失言はありましたが、おかげで私もブリジッタ様の一面を知ることができました。正直、かなり癖はお強いですけど、伯母様の如才ないあの感じを、殿下は気に入っておられるのではありませんか？」

「君にはかなわないな」

　殿下はわずかに目を見張り、フッと口角を上げた。

　これでいったん、私たちの会話は途切れた。

「楽団長、演奏を始めてくれ」

　殿下が楽団に向かって端的に指示する。

　楽団長の指揮で円舞曲が流れだした。しかし先ほどの騒動が尾を引いてか、人々の動きはどこかぎこちない。踊りだそうとする男女の姿はまばらだった。

　殿下は顎に手をあてて考えるようにぐるりと会場内に視線を一巡させ、最後に私に目を留めた。そうして少し茶目っ気を感じる笑顔で、私に向かって慇懃に腰を折る。

「え？」

「先ほどの約束を、今叶えてはもらえないか？」

　甘やかな声で乞われ、ピクンと脈が跳ねる。

　どうやら殿下は、自ら先陣を切って踊ることで、会場内の重い空気を変えたいらしい。

「どうか俺と踊っていただきたい」

　スッと差し出された大きな手を注視した。節ができ、剣や弓の鍛錬ですっかり硬くなった手のひら。一見すれば無ぶ骨こつにも見えるその手が、ガラス細工にでも触れるような丁寧さで髪を梳すき、やわらかなタッチで頭をなでるのを知っている。

　私はゴクリと喉を鳴らし、殿下の手におずおずと指先をのせた。経緯は関係ない。ただ、殿下と踊れることが純粋に嬉しかった。

　……ふいに鎧の騎士様のことを思った。

　私はたしかに、彼に憧れを抱いていた。しかし、今思うと彼と旅した時間はまぼろしのようにも感じる。優しい彼との思い出は心を温かにしてくれるけれど、私の胸を熱くときめかせるのは目の前の彼。一緒に日々を過ごす、殿下なのだ――。

「喜んで」

　手と手が触れただけで、ジンッと全身に熱が広がる。逞しい手にすっぽりと包み込まれるとキュッと胸が苦しくなって、目の前の殿下のこと以外なにも考えられなくなった。

「『次の時』がずいぶん早まったが、嬉しい誤算だ」

　ドキドキと鼓動が胸を突き破りそうなくらい鳴っていた。

「はい。私も嬉しいです」

　消え入りそうな声で答え、まばゆい笑みの殿下に手を引かれて会場の中央へと進んでいく。

　これから殿下が踊るとわかり、会場内はワッ！と沸いた。ぎこちなかった空気は一気に華やいで、殿下に触発されるようにひと組、またひと組と男女が手を取り合って進み出る。

「今宵、君と踊る栄誉に感謝する」

　クイッと腰を抱き寄せられ、耳たぶをかすめる近さでとろけるような囁きを聞く。

　熱に浮かされたみたいになりながら、逞しい肩に左手を添える。

「恥ずかしいのですがあまり踊り慣れていなくって。どうぞお手やわらかにお願いします」

　身長差があるせいで、まるで私が殿下にすがりついているみたいだ。密着した体勢に、カァッと耳まで赤くなった。

「ならば俺に身を委ねていたらいい」

　殿下は私を見下ろしてフッと微笑み、音楽に合わせてステップを刻みだす。

　私は最初の一歩で、その踊りやすさに目を見張る。殿下のリードは、全身がすっぽりと包み込まれているみたいな安定感があった。

　迷いなく導いてくれるから、私は安心して体を預けていられた。

　くるくる、ふわふわ、殿下の腕の中で舞う。

　まるで重力から解き放たれたみたいに体が軽い。実際私は長身の殿下に半分抱き上げられているような気分で踊っていた。

「すごいわ、こんなの初めて。背中に羽でも生えたようだわ」

　私が夢心地でこぼしたら、殿下は悩ましげに柳眉を寄せた。

「それはいけない。今夜は俺の腕の中からよそに飛んでいってくれるな」

　独占欲を前面に押し出した熱い眼差しが私を射貫く。

「あっ……」

　ここで曲調が変化し、それに合わせて私たちはぐっと密着する。ほとんど抱き合っているみたいで、殿下にのぼせてしまいそうだ。

「離さないよ。俺の妖精」

　低い囁きが耳をなで、これまで経験したことのない、えも言われぬ甘い感覚に息をのむ。優しいだけじゃない激情を宿したセルリアンブルーに、心臓をわし掴みにされたような心地がした。

　彼のそばにいたい……私の奥底から熱い想いが一気に湧き上がってきた。

　彼がいずれ正妃様を迎えることはわかっている。だけど、今だけは……。

「なら、私をつかまえていてください」

　花が多く咲きこぼれ、みずみずしく草木が香る春の宵が、私をいつになく大胆にさせていた。

　甘えるように厚い胸にそっと体を寄せたら、腰に回った腕にギュッと力がこもった。

「おおせのままに」

　……あぁ、この時間が永遠に終わらなければいいのに。

　殿下のリードに身を委ね、最高に幸せな舞踏会の夜を堪たん能のうした。










第九章　迫る期日への焦燥と王太子殿下の想い




　舞踏会から一週間が経ち、婚姻の儀が十日後に迫っていた。俺はこの儀式で必ずエミリアを正妃にすると決めていた。

「何度も言っている。例の噂は悪意をもって広められたもので真実ではない。エミリアは清貧で心根の優しい女性だ」

「私とてエミリア様が『悪女』や『呪われた王女』だなどと真に受けてはおりません。しかし殿下の正妃となりますと、そのご身分や出自は、エミリア様を敬遠する十分な理由となるのです」

　朝議の場で俺がすでに何度目とも知れぬ台詞を口にすれば、外務大臣のトルドーもまた何度目とも知れぬ答えを返した。

　すでに父や保守派の大臣らは再三にわたる説得に折れ、エミリアを正妃とすることを了承していた。これでもろ手をあげてエミリアを正妃にできると安堵しかけたが、思わぬ人物が反対の声をあげたのだ。

「それでも、俺の正妃はエミリア以外考えられん。なにより彼女には出自などを補って余りある素質がある。将来は必ず国民から愛される王妃になる」

「素質うんぬんだけでは、大陸で最大の国力を持つ我がガルニア王国の王妃はままなりません。後ろ盾のない王妃が貴族領主たちに侮られれば、王家の求心力が弱まり、ひいては国力の低下をも招きます。王家が近隣諸国に軽んじられたら大陸における我が国の立場が弱くなり、国家存続の危機にすらなり得ましょう」

　エミリアの出自を理由に正妃就任を強固に反対するのが、この場で唯一の平民出身で爵位を持たぬトルドーだという皮肉。

「そなたが言っているのは、すべて可能性の話だ」

「悪しき可能性の芽は、できるだけ摘み取っておく。それが我ら臣下の責と心得ております」

　身分にとらわれない重用制度は、俺が主導して推し進めた。そうして重用した我が国初の平民出の大臣が、まさかエミリアを正妃にする最大の障壁となろうとは……。

　とはいえ、トルドーの弁は真に国のためを思ってのもので、この場で最も忠に厚い臣といえるだろう。実際、常の議会では彼の的確で公正な意見に助けられてもいる。

「いったん休憩といたしましょう。二十分後に再開します」

　進行役を担っていたハウイットが長引く朝議の中断を告げた。朝議に参加していた面々が思い思いに動きだす。

　俺も議場を後にし、わずかな時間ではあるがハウイットと連れ立って政務室に戻った。

「ジーク様、トルドーの強固な反対もあり過半数の承認は厳しいやもしれません。十日後の婚姻の儀ではエミリア様をひとまず側妃としてお迎えし、いずれ時期を見て正妃に昇格させてはいかがですか？」

　政務室の扉を閉め、ハウイットの開口一番。

　俺は射るような目でハウイットを睨みつけた。

「……いずれだと？　男児を生んだらその時にでも、正妃に引き立てろと言いたいのか？」

　過去には身分の低かった側妃が王位継承者となる男児を出産した功を認められ、正妃に格上げされた例がある。だが、俺はそんな悠長で不たしかな過去の事例にならうつもりなど毛頭なかった。

「最終手段ではありますが、正妃の座が空位のままその状況となれば可能かと」

　ハウイットとしても苦渋の提案なのだろう。その表情は硬い。

「お前の言うようにひとつの手ではあるのだろう。だが、論外だ」

　キッパリと言いきり、さらに続ける。

「俺はすぐにでもエミリアの憂いを取り去りたいのだ。俺が最初に牽制したせいで、彼女はふた言目には『正妃様と殿下の仲を邪魔するような真似は絶対にしない』とこんなことばかり口にする。いずれ娶るであろう正妃の影をちらつかせたままでは、絶対に彼女の心は得られない。今の俺がエミリアに示せる最大限の誠意が正妃の座であり、それをなして初めて彼女と心をつなぐためのスタートラインに立てるだろう」

「……ジーク様。今の発言、一見もっともらしく聞こえますし、思わずうなずきそうになりましたよ。ですが、そもそも最初に鎧姿で牽制したことを素直に謝罪すれば万事解決するのでは？」

　正論だ。そして、俺とてそんなことは百も承知している。承知しているのだが……。

「やはり早めに打ち明けられた方がいいのではないでしょうか。エミリア様の性格上、騙していたからと激げっ昂こうしたりはなさらないと思いますよ。……あきれられるかもしれませんが」

「馬鹿を言え。あきれられるなど、それこそ駄目だ。そもそも俺が鎧姿で輿入れの旅に同行していたなど、今さらそんなみっともないことを言えるわけがないだろう」

　ハウイットが胡乱げに俺を見る。さらに、これ見よがしなため息までついてみせた。

「みっともない、ですか。その格好つけでプライドの高いところ、王位継承者としてはいいのでしょう。ですが、女性の心を得るには邪魔だと思いますがね」

　乳兄弟のこの男がふたりきりの場所で明け透けなことを言うのは珍しいことではないし、普段ならそれにいちいち目くじらを立てることもない。しかし、今のやたらと上から目線の物言いには若干ムッとした。

　非常に癪ではあるが、こいつの訳知りの発言が正しいと、俺自身理性の部分でわかっているからだ。

「なんとでも言え。どれだけ持ち上げられようが、一枚皮を剥ぎ取れば俺とてひとりの男だ。陳腐なプライドだとわかっていても、愛する女の前では格好をつけたいさ。……どうせお前は笑うだろうがな」

　思わずこぼした本音。ハウイットは少し驚いたように目を見張り、次いでフッと微笑んだ。

「笑いませんよ。……ですが、おかしいですね。ジーク様がちょっといい男に見えてしまいました」

「ハッ！　安心しろ。それはむしろ、お前の目が正常に戻ったんだ」

　幼い頃に戻ったように軽口でひとしきり笑い合った後、ハウイットがスッと表情を引きしめた。

「それで、現実問題なにか策はあるのですか？」

「……うむ。実を言うとあるにはある。それを切れば、すべてが引っくり返る特大のカードだ。そのカードは、エミリアが持っている」

　エミリアが握る特大のカードは〝彼ら〟だ。

「なんと。では、その手を使って正妃となさればいいではありませんか」

「それは……」

　彼女はそれを望むだろうか。なにより、〝彼ら〟はそれをよしとするだろうか。

　俺は束の間、先日の舞踏会での一幕に思いを馳せた――。




　一週間前のあの日。エミリアが飲み物を取りに行った後、俺は早々に伯母らとの話を切り上げて彼女を追いかけた。

　エミリアの姿はテラスにあった。彼女は優雅な佇まいの銀髪の美丈夫と踊っていた。ふたりにほど近いベンチには、物静かな印象の美青年がなぜか手に白い空き皿を持って座り、踊るふたりを眺めていた。

　俺はひと目で彼らから視線が逸らせなくなり、ガラス張りの扉に張りついてテラスの様子を食い入るように見つめた。偶然なのか、はたまたなにがしかの力が働いていたのかはわからないが、俺以外テラスにいる彼らに目を向ける者はいなかった。

　貴族名鑑はほとんど頭に入っていた。特に王家主催の舞踏会に参加するような貴族であれば、もれなく顔と名前を記憶している。けれど、艶やかな銀髪をなびかせて踊る長身の男も、琥珀色の目でやわらかに彼女を見つめる青年にも覚えはない。

　神々しいほどの気品と存在感を放つ彼らを見つめながら、自ずと確信した。彼らは人ならざる存在なのだと。

　無意識にゴクリと喉が鳴った。

　その時。流れるようなリードでエミリアをターンさせ、男がひたと俺を見据えた。まるで自分の正体を明かすかのように。男と目が合ったのはほんの一瞬だが、その一瞬で俺という人間が丸裸にされてしまったような心地がした。

　銀糸を紡いだような髪と清流を思わせる水色の瞳を持つこの男は、おそらく水の精霊、ウンディーノ。以前、湖で俺に水を浴びせかけたのは十中八九この精霊だ。

　ベンチにいる紳士も四大精霊のうちのひとりだろう。見えていないだけで、もしかするとほかの精霊もいるかもしれない。

　彼らの存在に驚きはあれど、懐疑の念は浮かばなかった。その姿を現さないだけで、きっとエミリアがいる場所にはいつだって彼らがいるのだろうから。

　曲の終わりと共に彼らは空気に溶けるように姿を消し、俺はたった今やって来たふうを装ってエミリアのもとに向かった。




　――あの夜の回想から意識が今に戻る。

　なぜ、あの時あのタイミングで彼らは俺に姿を明かしたのか。

　今では彼らから俺への挑戦だったのだろうと、そう理解している。あれはエミリアを望むなら生半可な真似をするなと、そんな彼らからの忠告であったのだ。

「ハウイット、やはりそのカードは最終手段だ。この後、もう一度トルドーを説得する」

　いくらエミリアのためとはいえ、ここで安易に彼らの威光をかざしては、その信頼を勝ち得る機会を俺は永遠に失うだろう。

「最終手段といっても、さほど時間は残っていませんけれど……おっと、そろそろ時間のようです。戻りましょう」

「ああ」

　俺たちは話を切り上げて議場に戻った。

　結局、再開された議会でもトルドーを納得させることができないまま、この日の朝議は終了した。




＊＊＊




　夢のような舞踏会から十日、晴れた日の昼下がり。

《ふぇっくしょん》

　私がソファで本を読んでいると、上空をふわふわ漂っていたシルフがクシャミした。

「あらシルフ、風邪でもひいた？　駄目よ、春先だからって油断しちゃ」

《精霊は風邪をひかない……》

「あ、そっか」

　私の足に寄りかかって寛くつろいでいたノームに教えられて納得する。

　みんなには実体がないのだから、たしかに風邪をひくというのもヘンな話である。

《なんだかここ最近、背筋がぞわぞわしちゃって。落ち着かない感じなんだよねぇ》

《おや、珍しいですね》

　ディーノが柳眉をしかめ、心配そうにシルフを覗き込む。

　もしかして精霊のクシャミって、そんなに大ごとなのかしら？

《俺たち精霊が自分以外のなにかに刺激されることは稀なんだ》

　サラマンダーがふわんと飛んでやって来て、私の内心の疑問に先回りで答えてくれた。

「そうなんだ」

《この感じ、たしかけっこう前にもあったような気がするなぁ》

《嵐の前触れか……》

　顎に手をあてて考え込むシルフを見て、ノームが不穏な台詞をこぼす。

「え？　嵐の前触れってどういうこと？」

《シルフは感知が抜きん出てる……》

《私たちもこの世の事象すべてを先見できるわけではありません。なにが起こるか、今時点ではなんとも》

　私の問いかけにノームが答え、さらにディーノが補足する。しかしディーノの物言いも少し曖昧だ。

《近いうち、なにかが起こるかもしれないぜ。まぁ、シルフのあの言い方だと、あまりいいことではなさそうだが》

　サラマンダーの言葉に、胸がぞわりとした。

　――コンコン。

　その時、廊下から扉がノックされた。

「はーい」

　来訪者の気配で、精霊のみんなはスッと姿を消した。

　私は持っていた本をたたんでソファから立ち、手ずから扉を引き開けた。廊下には、殿下が立っていた。

　以前約束した通り、殿下は一緒に朝食を取った後、朝議や朝の謁見のない日は私に乗馬を教えてくれている。殿下から与えてもらった馬には、ヒューラと名づけた。穏やかな気性のヒューラとは相性もよく、殿下の指導のおかげもあって私の乗馬の腕はめきめき上達していた。今では危なげなく速歩で走れるようになっている。

　そして殿下とは、日によって乗馬の後に少し庭を歩いたり、一緒にハーブを植えたりすることもあった。ただし殿下はとても多忙で、私と朝の時間を過ごした後は通常の政務のほか、国内各所で開催される公務へ出向いたり、謁見に応じたり、深夜まで休む間もなく駆け回っている。

　だからこうやって日中に殿下と顔を合わせるのは、とても珍しいことだった。

「まぁ、殿下。こんな時間にどうされたのですか？」

　なにか急な用事だろうか。

「なに、少し時間が空いてな。君の顔が見たくなった」

　心なしか殿下の表情が疲れて見えた。もしかすると、重要な政務でなにか問題を抱えているのかもしれない。

「では、お茶をお淹いれしましょうか？」

　少しでも癒いやしになれたら、そんな思いで提案した。

　殿下は一瞬考えるようなそぶりをして、ふいに視線を窓の方に向けた。私も殿下の目線の先を追う。

　窓の外には抜けるような青空が広がり、ちょうど鳥たちが心地よさそうに飛んでいくのが見えた。

「せっかくだ、外の空気を吸いに出ないか」

「はい。ご一緒させてください」

「待て、着替えて出よう」

　てっきり庭の散歩に誘われたのだと思い、着の身着のままで扉に向かおうとしたら、殿下に呼び止められた。

　そうして殿下は呼び鈴でアニータを呼ぶと、私の着替えの内容を事細かに指示し始めた。

　アニータはクローゼットからシャツとロングスカート、大判のストールに髪を結ぶリボン、革のショートブーツを取り出し、その場で殿下に確認していく。

「いや、それではなくブルーのリボンがあっただろう。……あぁ、それだ。それがいい」

　何度か品を替えた後、殿下が満足げにうなずいた。

「俺も部屋で着替えてくる。五分後にまた来る」

　呆気にとられて固まる私に言い残し、殿下は自分の部屋に消えた。

「こんな服もあったのね」

　町の娘たちが普段着にしているようなコーディネートの一式を見下ろして、ポツリとつぶやく。

　クローゼットの中身を、私や専属侍女のアニータ以上に把握している殿下に驚きが隠せない。

「……ええ。以前に『リボン一本選ぶにも気を揉んで――』と申しましたのは、誇張ではありません」

「うん。あの感じだと、リボン一本の柄まで把握していそうね」

　アニータは苦笑してうなずき、さっそく着替えを手伝ってくれた。

　着替えを終えて姿見の前に立つと、どこからどう見ても町娘にしか見えない自分の姿が映っていた。豪華なドレスに袖を通した時に勝るとも劣らない、わくわくした気持ちになった。

　――コンコン。

　きっかり五分後に扉がノックされた。

「着替えは終わったか？」

「はい。今行きます」

　扉越しの殿下に返事をし、アニータを振り返る。

「ありがとう。行ってくるわね」

「はい。楽しんできてくださいませ」

　アニータに見送られながら、ヒラリとスカートの裾を翻し、扉の外で待つ殿下のもとへ小走りで向かう。そうして開いた扉の向こうに普段とんと見ない砕けた格好の殿下を見て、目を丸くした。

　彼はチュニックシャツとズボンを着崩していた。帯剣ベルトに装備された剣こそ普段殿下が愛用している立派な物だが、肩にかけているのは灰色の質素なマント。いつもサイドをうしろに流して整えている髪も今は無造作に遊ばせていた。

　その格好だけを見れば、商家の用心棒や流れの剣士といったところ。しかし恵まれた容姿と体躯、そこに隠しても隠しきれない気品が加わり、醸し出すオーラが到底只人ではない。要は、格好よすぎるのだ。

　顔に熱が集まっていくのを感じだ。

「よく似合っている。もっとも町娘にしては少々可愛すぎるがな」

　殿下は私の頭から足先まで見て、フッと相好を崩す。

「……エミリア？　どうかしたか？」

　固まったまま反応しない私に、殿下が心配そうに問う。

「い、いえ。なんでもありません。それよりもこの格好、もしかして城下に行くのですか？」

　まさか殿下に見とれていたなんて言えるわけもなく、慌てて話題を変えた。

「ああ、街を散策しに行こう。君はこの国に来てからまだ一度も街に下りていなかったろう？　案内するのが遅くなってしまい、すまなかったな」

　輿入れでやって来た時は王都を縦断する街路を通ったけれど、馬車の脇を護衛騎士たちが固めていて外の様子があまりよく見えなかった。エーテル山を見に行った時も、王宮の裏門を出た後は人目を避けるように裏道を通って湖に向かった。だから、私が街に行くのはこれが初めて。ぐんと心が浮き立った。

「とんでもない。街歩きなんてアドランス王国にいた時もしたことがなかったので、なんだか夢みたいです」

「こんなに喜んでもらえるのなら、やはりもっと早く時間をつくるべきだったな。その代わり今日は、心ゆくまでガルニアの街を堪能してくれ」

　私は殿下に手を引かれ、初めての街歩きに飛び出した。




　通用門から王宮を出て、賑わう居住区に向けて歩きだす。

　いくら変装していても街中となればそれなりに危険も多そうだ。王太子殿下が供も連れずに出歩いて大丈夫なのか気になって尋ねたら、なんと数人の護衛がひそかについているという。

「気になるか？」

「いえ、ちっとも」

　その存在を微塵も感じないのだから、ついてこられようがなにも問題はない。そもそも、私のそばにはいつも精霊のみんながいるので、見られることには慣れている。

「そうか。……ん？　なぜ、奴までついてきているんだ」

「どうかしましたか？」

「……なに、護衛の中に思いがけない奴を見つけてな」

　殿下は嫌そうに眉間に皺を寄せていたが、護衛についてそれ以上なにを言うでもなく、私たちは並んで大通りを進んだ。

　ガルニア王国の王都は一段高い場所に建つ王宮を中心に、放射線状に道が造られている。王宮には広大な広場と騎士団、国教会が隣接しており、その周囲に役所や裁判所、国立の研究所といった国家機関が建ち並ぶ。それらを囲うようにして居住区が広がっている。居住区の王宮寄りには貴族の邸宅が多く、遠ざかるにつれて市民の邸宅が増えていく。この居住区の外に職人たち、農業や畜産業に従事する人たちがそれぞれ集落を造って暮らしている。

「そういえば、最近この国の歴史や社会風俗といった本を読んで勉強しているそうだな？」

　興味津々で周囲の様子を眺める私に、思い出したように殿下が話を振ってきた。

　そろそろ国家機関が建ち並ぶ区画を抜けて居住区に入ろうとしていた。〝街〟といえば基本的に住民らが集う居住区を指し、商店や組合、公園など民の暮らしに関わる施設もこの区画内に集っている。

「恥ずかしながら、私は家庭教師について教わった期間が短く、この国についても知らないことばかりです。なので本を読んでいるのは事実ですが、基本的なことばかりで」

　アニータから聞いたのだろうが、殿下から感心したように見られるのは居たたまれない。私が本から学んでいるのは、本来なら嫁いでくる前に知っているべきことなのだから。

「いいや、内容の難易は関係ない。君がこの国のことを知ろうと励んでくれている、そのことが嬉しい。そしていつか君がこの地を第二の故郷として愛し、受け入れてくれたらさらに嬉しい」

　トクンと鼓動が跳ねた。同時に、少しの反発心も胸に湧く。

　殿下の言葉は、まるで私と共に肩を並べて歩む未来を望んでいるかのように聞こえる。そんな未来はあり得ないのに、期待させるようなことを真顔で口にするなんて、いったいどういうつもりなのだろう？

　私がいくら線引きしても殿下はやすやすとそれを越え、距離を詰めてくる。そうして、ともすれば勘違いしそうになるこんな台詞を囁いて、私の心にじわじわと侵入する。

　殿下は強くて逞しいだけでなく、思いやりもあって大人で、時に優しい言葉で甘やかしてくれる。惹かれないわけがないのだ。

「殿下、それは私ではなく正妃様にお伝えすべき言葉です」

　唇からこぼれた声は、胸にくすぶる反発感情を映してか、ひどく平坦だった。

　眉間に皺を刻み固まる殿下に、私はさらに続けた。

「あまりこのようなことは言いたくないのですが、私ごときにそんなことをおっしゃらないでください。いざ正妃様を迎えられた時、不実と思われてしまうかもしれません。身持ちをよくするといいのではないでしょうか」

　殿下の表情は目に見えてこわばっていた。薄く唇を開き、なにか言いかけたようにも見えたけれど、結局殿下はなにも言ってこなかった。

　無言のまま肩を並べ、白壁の家々が並ぶ居住区を歩く。今までになく重い空気に、胸に後悔がよぎる。

　……ずいぶんと出すぎたことを言ってしまったわ。殿下も内心は怒っているだろうし、私にあきれてしまったかもしれない。

　だけど、謝るのもなんだか違う気がした。

　その時。前の方からわいわいと楽しげな声が聞こえてくる。

　視線を向けると人だかりができていて、カラフルなボールが人々の頭を上をくるくると飛んでいた。

「まぁ、殿下！　なにかが回っているわ。あれはなんでしょう？」

　純粋に興味を引かれたのもあったけれど、ふたりの間の空気を変えたくて、意図的に弾んだ声で話しかけた。

　ちょうどうつむき加減でなにか考え込んでいた殿下は、私の声でハッと顔を上げた。

「ん？　ああ。あれはジャグリングだな」

「へぇ、ジャグリングというんですね」

　殿下はきっと、私が意図的に明るく振る舞っているのに気づいている。

「客の呼び込みでパフォーマンスをしているようだ。中央広場に移動サーカスが来ているのだろう」

　気づいていながら、あえて私に乗っかってくれる殿下はやはり大人だ。対して感情的になって、そのまま言葉をぶつけてしまった自分がひどく子供じみて見えた。

　……よしっ、ここからは気分を入れ替えよう！

　せっかく殿下が誘ってくれたんだから、うじうじしていたらもったいないわ。殿下と一緒に、この後の時間を楽しもう。

「まぁっ、ボールをあんなに高くまで……すごい！」

　たまたま人目を集めていたそれに嬉々として便乗した形だが、ボールが自在に動くさまは圧巻だった。

「エミリアはサーカスを観たことはあるか？」

　目を輝かせる私に、殿下が問う。

　アドランス王国にいた頃、継母が何度かサーカス団を王宮に招いて観覧していたけれど、私がその席に招かれたことはなかった。

「ありません」

　当時の悲しい記憶がよみがえり、無意識にうつむいてしまう。そんな私になにを言うでもなく、殿下がキュッと私の手を握った。

　顔を上げると殿下がやわらかに目を細め、私を見下ろしていた。

「今から行けば午後一番の公演に間に合う、行くぞ」

「あっ」

　殿下に手を引かれ、人だかりの脇をすり抜ける。

「初めての観覧でこのサーカス団の巡業にあたるとは、君はツイている。他団より格段に演者の技術が高いんだ。ここの演目を観たら、ほかは観られなくなるぞ」

　殿下は言外の状況まで察しただろうに、慰めはいっさい口にしない。

　その代わり、彼の軽口には私への思いやりが滲んでいる。彼の優しさが、苦しいくらい心に染みる。

「それは楽しみです！　でも、目が肥えてほかのサーカスを楽しめなくなってしまうのも、少し寂しい気がしますね」

　彼といるとつらかったり悲しかったりしたかつての思いがスーッとなくなって、温かな感情に置き換わる。この感覚は殿下だけがもたらす。精霊のみんなにも感じたことのない感覚だった。

「大丈夫だ。彼らの一団は季節ごとに巡業してくるからな。次は夏に、また一緒にサーカスを観よう」

「次……、楽しみですね」

　殿下との〝次の約束〟が嬉しいのに少し切ない、不思議な心地がした。

　そうしてたどり着いた中央広場。

　催事エリアに設置されたサーカスの巡業テントの周囲は家族連れや恋人たち、多くの人たちで賑わっていた。

　テントの横ではちょうど午後の公演のチケットが売り出されており、私たちも購入の列に並んだ。










第十章　精霊のいとし子の〝お願い〟がもたらす奇跡




　もぎりの係員にチケットを渡し、半券を受け取ってテントの中に入る。外から見るよりも中はずっと広々として、ステージを囲むようにして階段状に配された客席も適度な空間が取られている。

　開演には少し早かったが、私たちは早々に席に着いた。

「いい席が取れてよかった」

　なんと私たちの席はステージ正面の最前列。ちょうど予約分にキャンセルが出たそうで、たまたまその席を購入できたのだ。

「ほんとですね。こんなに近くから見られるなんて夢みたいです」

　初めてのサーカス、それも特等席からの観覧に私は開演前から大興奮だった。

　演目が記されたパンフレットを握る手に力がこもる。

「まぁ！　見てください。【本公演初披露・ファイヤーパフォーマンス】とあります！」

　演目リストの最後にひと際目を引くフレーズを見つけ、思わず殿下の袖を引く。

「ほぅ。どんな演技を行うのか見ものだな」

「早く見たいですね！」

「ほら、あんまり身を乗り出すと危ないぞ」

　はしゃぐ幼子でもなだめるように、殿下がポンポンと私の頭をなでる。

　明らかな子供扱いだが、私を見下ろす殿下の表情にあきれの色はなく、どこまでも優しい。無条件に私を包み込んでくれそうな甘い眼差しがくすぐったくて、私はわざとうつむいて座りを正した。

　殿下は大きな手で何度か私の頭を往復してから、そっと離した。離れていくぬくもりが名残惜しかった。

「あら!?　彼、ずいぶんと派手な格好だわ！」

　舞台袖から派手な衣装と化粧の人がひょっこりと出てくるのに気づき、驚いて目を見張る。

「あれはピエロだな。サーカスの演者のひとりで、コミカルな身ぶりで観客を笑わせる役だ」

「へぇ！　化粧も衣装もとっても奇抜なのね、面白いわ！」

　サーカスが初めてなら、ピエロを見るのだって初めてだ。興味津々でその姿を見つめた。

「綿菓子はいかがかね～？」

「ほぅ、綿菓子を売り歩くようだ」

　ピエロは白い物が詰まった籠を手に持っていて、軽い足取りで端から客席を回りだす。

　綿菓子とは、いったいどんな味がするんだろう。やわらかそうに見えるけれど……。

　そうこうしているうちにピエロが私たちの前までやって来る。チラッと籠の中身を覗き見ると、綿菓子というのはもこもことしていて、ずいぶんとやわらかそうだった。

　微かに甘い香りが漂っていた。

「ひとつくれ」

　えっ!?　隣からあがった声に驚いて見ると、殿下がズボンのポケットからコインを取り出してピエロに手渡していた。

　殿下は綿菓子を私に渡すよう、ピエロに仕草で示す。

「どうぞ」

　ピエロは下についた棒の部分を持って、私に綿菓子を差し出した。

　おそるおそる受け取った綿菓子は、もこもこして大きいのにちっとも重くない。

「ありがとう！　綿菓子って雲みたいに軽いのね！」

　私の正直な感想にピエロはニコッと口角を上げて笑み、スッと腰を屈めて私に目線の高さを合わせた。

「お嬢さん、サーカスは初めてかい？」

「はい……！」

「そうかい。それじゃあ可愛いお嬢さん、今日の記念に握手をしてもらえるかな？」

「もちろんです」

　芝居がかった動きで差し出された手に、私は綿菓子を持つのと逆の手を重ね――。

「きゃっ!?　え、なに？　なんで!?」

　手と手が触れようとしたまさにその瞬間、ピエロの手から一輪の薔ば薇らの花が出てきた。そうして目を丸くする私にピエロは満面の笑みで、そっと薔薇の花を握らせた。

「いい一日を」

　ピエロはそう言って先へと歩いていった。

「ありがとう、ピエロさん！」

　私が薔薇と綿菓子をそれぞれの手に握りしめてお礼を叫べば、ピエロは背を向けたままヒラヒラと手を振って応えてくれた。

「嬉しい……！」

「よかったな。……それにしても、なんとも粋な計らいをするピエロだ。すっかりエミリアの関心をさらっていってしまった」

　殿下がぼそぼそとつぶやいている。

「殿下？　なにかおっしゃいましたか？」

「いや、なんでもない」

　殿下は口の端をちょっとだけゆがめて笑い、緩みっぱなしの私の頬をツンとつついた。気安い態度の殿下に、私の頬がますます緩んだ。

「それよりもほら、綿菓子を食べてごらん」

「あっ、はい！　ありがとうございます。いただきます！」

　持っていた薔薇の花を胸のポケットに挿すと、さっそく綿菓子にかじりつく。

「……嘘。甘くって、口の中で溶けていくみたい。私、本当に雲を食べているのかしら」

　初めて食べた綿菓子は、幸せの味がした。

「ほぅ、知らなかったか？　雲はとろけるように甘いんだ」

　殿下が愛おしそうに目を細くして、私の頭をサラリとなでた。

「ふふっ。殿下もいかがですか」

「ああ、もらおう」

　棒を持つ私の手に、殿下の手が重なる。そのまま包み込むように握られて、クッと殿下の方に引き寄せられた。

　おかしいくらいドキドキしながら、綿菓子に近づいてくる殿下の形のいい唇を眺める。

　殿下の唇と綿菓子が触れた瞬間、ピクンと体が跳ねた。

「甘いな」

　綿菓子を口にした殿下が、チロリと舌で下唇を舐なめながら漏らす。その様子がくらくらしそうなくらい色っぽくて、思わずキュッと目を瞑った。

「ほら、エミリアももっと食べろ」

　棒の部分を私の手の上から握ったまま、殿下が私の口もとに綿菓子を寄せてくる。

「っ！」

　されるがまま、綿菓子を口に含む。最初に食べたひと口よりもっと甘く感じたのは、果たして気のせいなのか。

「俺にももうひと口くれ」

「は、はい」

　綿菓子は何度かふたりの間を行き来した。その間、ふたりの手は重なったままだった。

「おいしかったですね」

「ああ」

　食べ終わり、ずっと重なっていた殿下の手がスルリと離れていく。遠ざかるぬくもりが寂しいようなホッとしたような、不思議な心地がした。

　私はいまだ速いままの鼓動を落ち着けるように、フゥッとひと息吐き出した。殿下とひとつの物を食べて、同じ感動を共有する。それ自体はとても嬉しいのだが、反面ひどく心臓に悪い。

「エミリア」

　名前を呼ばれて見上げると、殿下の唇が私の口もとをかすめる。

「え？」

　私は目を真ん丸にして、殿下を見つめた。

　嘘でしょう!?　今の唇じゃなかったけど、ギリギリのところ……っ！

「口もとに綿菓子がついていた。ごちそうさま」

　殿下は悪びれもせず、ペロリと口の端を舐め取る。すさまじく艶っぽいその仕草に、もともと赤くなっていた顔にさらにボンッと熱が集まる。

「っ、でしたら次からはそうおっしゃってください。そうしたら、ハンカチで拭いますから……っ」

　私は頬を真っ赤にし、唇を尖とがらせて主張する。すると、少しムッとした顔の殿下が、私の頬にスルリと手の甲をあてた。

「ずいぶんと顔が赤いようだ。初めてのサーカスを前に興奮しすぎたか？」

　これ、明らかに殿下はわかってやっている……！

「知りません！」

　殿下の見せる余裕の態度が悔しくて、私はツンッとそっぽを向いた。

「すまなかった。あまりにも君が可愛くて、つい調子に乗りすぎた。君に目を合わせてもらえないのはつらい。この通りだ。どうか機嫌を直してくれないか」

　そっと肩を抱き寄せられ、耳に心地いい低い声で囁かれる。こうなると、私はこれ以上膨れっ面のままでいるのが難しい。

「もう、あんまりからかわないでください」

　チラッと殿下を見上げて小さく告げたら、彼はとろけるように微笑んだ。

「善処しよう」

　甘い囁きとクシャクシャと頭上を往復する大きな手のぬくもりが心地よくて、私は甘えるようにスリッと頭を彼の手にすり寄せた。

　そうこうしているうちに開演のブザーが鳴り響く。

「あ、始まりますね！」

　一気に関心がサーカスへと移り、ドキドキしながらステージを眺めた。

　ところが、間もなく始まるというのに、殿下はなぜかステージではなく私の横顔を見つめたままだった。

「殿下？　始まりますよ。こんなにいい席なんですから、しっかり見なくっちゃもったいないですよ」

「あぁ、そうだな」

　殿下は苦笑して視線をステージに向けた。だけど、その後も何度か見られているような感覚があった。もっとも私は食い入るようにステージを見ていたから、ただの勘違いかもしれないが。

　テント内に陽気なファンファーレが響き、颯爽と現れた司会者の口上で、サーカスが幕を開ける。

　最初の演目は玉乗り。さっきまで綿菓子を売り歩いていたピエロが大玉に乗って現れると、私はほかの観客と一緒になって拍手で迎えた。

　ピエロは器用に玉を転がしながらステージ中央までやって来て、コミカルに踊りだす。最後は大きくジャンプして、宙返りで玉に着地した。見事なフィニッシュに、私は歓声をあげた。

　その後もスリリングな一輪車の芸に、演者の柔軟性に目を丸くした人間ピラミッド、とても人間業とは思えない離れ業が連発のアクロバティックな空中ブランコ、見事なバランスに何度も悲鳴をのんだ綱渡りと圧巻の演技が続いた。

　そうしてついに最後の演目、ファイヤーパフォーマンスが始まる。司会者の高らかな声による紹介で、広場の入口で呼び込みをしていた男性がステージに現れた。

　最初は手ならしとばかりに、数本のスティックを投げ始める。徐々にスティックの本数を増やし、高く投げたり、投げる速度を上げたりしながら徐々に場内のボルテージを上げていく。

　熱気がうんと高まったところで、彼はスティックを火のついたトーチに持ち替えた。最初は二本のトーチを投げていたが、途中で介助者から追加のトーチを受け取って、徐々に投げる本数を増やしていく。最終的に八本のトーチで華麗なファイヤージャグリングを披露した。

　持ち手部分を器用にキャッチしジャグリングが終わると、私は拍手喝采を送った。

　……見事だったわ！

　ファイヤーパフォーマンスの名にふさわしい素晴らしい演技だった。

「ご観覧の皆様！　ここからが本公演初披露の新技でございます！　ラストを飾るにふさわしい大技、ファイヤーパフォーマンスをとくとご覧あれ！」

　司会が観客の期待を煽り、ドラムロールの音が響く。

　なんと、男性の演技はあれで終わりではなかったらしい。会場の期待と興奮は最高潮に達し、全員の目が男性に注がれていた。

　なにが始まるのかしら？　私も食い入るようにステージを見つめた。

　男性がファイヤージャグリングで使ったトーチを一本だけ持ったまま、口になにかを含んだ。そうしてトーチの先端の炎に向かい、先ほど口に含んだなにかを霧状にして吹きかける。

　直後、男性の口から炎が燃え上がる。

　……すごいわっ！　口から火を吹いている！

　炎は水平に数メートル伸び、派手な火吹きの演技に大歓声が沸き起こった。

　ところが、歓声は一瞬にして悲鳴に変わる。

　突如男性の顎回りが燃え上がり、見る間に火は着衣へと燃え移る。成功したかに見えた火吹き芸だが、彼は吹いた燃料の一部を口からこぼしてしまい、それが首へと伝い落ちていたのだ。

「火の精霊サラマンダー【火を消して！】」

　引火を確認した瞬間に、私は成句を叫んでいた。今は一刻を争う。周囲の反応まで考える余裕はなかった。

《承知した》

　即座にサラマンダーが応じ、あっという間に火が消える。

　ステージ上に倒れている演者の男性は、まだ楽観はできないが最小限の火傷で済んでいるようだった。

　……よかった！　すぐに消したからそこまで重篤な状態ではないみたい！

「エミリア。彼を助けられるか？」

　事故の発生と共に会場内には悲鳴が反響しどよめいて、観客の目はすべてステージ上の男性に向いていた。だから、私の言動に気づいた者はいない……ただひとり、殿下を除いて。さすが王太子。彼はいたって冷静だ。

「はい！　私に応急処置をさせてください！」

　殿下の問いかけに即答した。

「そうか。……ハウイット！　エミリアが応急処置にあたる。彼を舞台袖に運び、目張り布で覆いをしろ。処置中は団員を含め絶対に中に人を入れるな。ほかの者は観客の誘導にあたれ。なお、此度の事故について詳細を他言せぬよう徹底させろ！」

「ハッ！」

　いつの間にかハウイットさんがそばに控えていて、殿下の指示を受けて即座に動きだす。護衛と思しき数人の男性たちも、ハウイットさんに続いて走っていくのが見えた。

　私も殿下に伴われて、舞台袖に急いだ。

　舞台袖に着いた時、ちょうどハウイットさんたちの手によって、負傷した男性が運ばれてきたところだった。

「あとは俺たちが。表に医師が到着したら通す前に俺に知らせろ」

「承知しました」

　殿下によって人払いがなされ、目張り布の中には私と殿下、負傷した男性の三人だけが残った。男性は意識をなくしていたけれど、おそらく火傷そのものより精神的なショックが原因だろう。

　私は患部に触らぬよう慎重に男性の頭を支え、膝の上にのせる。処置に備えて頭に高さを出したところで、さっそく成句を唱えた。

「水の精霊ウンディーノ【患部に水をかけて！　水温は室温よりやや低め、二十分を目安に継続して！】」

　殿下の前で力を行使することに躊躇はなかった。今が緊急事態というのもあるけれど、なぜか『殿下になら明かしても大丈夫』だと、そんな絶対的な信頼があった。

《承知しました》

　ディーノが私の願いに応じ、水を流しだす。火傷の際は着衣を無理に脱がせないのがセオリーだから、焦げた上衣の上から患部に水をあてるようにする。

　火傷の範囲は口もとから胸にかけて。水が気管に入らないよう注意深く見守った。

　流れ続ける水はかなりの量になったが、そのすべてが地面に染みていく。野外興行でテントの下がむき出しの地面だったのが幸いした。

　途中で、私の斜め前方に立っている殿下をうかがい見る。彼は口をつぐみ静かに処置の様子を眺めていた。その目には驚きも恐れもなかった。

　感情に揺らぎのない彼の様子を見るに、もしかすると私の能力をすでに知っていたのかもしれないと思った。

　流水を注ぐ音だけがわずかに響く。静せい謐ひつな時間が流れていた。

　――カタン。

　流水で患部を冷やし始めて二十分が経とうかという頃、目張り布の向こう側で小さな物音がした。

　次いで、布越しにハウイットさんから声がかかる。

「殿下、医師が到着しました。表で待機させています」

　殿下に「通していいのか？」と目線で問われ、私は首を横に振って答える。

　正確に私の意図を読み取った殿下は、ハウイットさんに短く告げた。

「少し待て」

「タイミングがよくなったらお声掛けください。医師と共に表におります」

　ハウイットさんの気配が遠ざかり、私は膝の上の男性に目を向ける。

　そろそろ冷却を終わりにして最低限ここの状況を整えたら、後は医師の手に委ねよう。ただ、治療に使う軟膏については相談が必要だ。

　火傷は卵白とテレピン油が主成分の軟膏で治療するのが一般的だが、それだと傷口の保護はできても殺菌作用が弱いのだ。ノームは殺菌効果のある白い粘土が出せるから、軟膏に混ぜて使うよう医師に伝えてみよう。

　頭の中でこの後の流れを確認し、囁くように成句を唱える。

「水の精霊ウンディーノ【もう大丈夫、水を止めて！】」

《承知しました》

　ディーノが水を止めると、私は皮膚が服に張りついてしまわないよう丁寧に男性の上衣を脱がせた。

　皮膚は赤いし水ぶくれもできていたが、ひどい焼けただれにはなっていない。

　……よかった。

　火傷の具合にホッと安堵の息をついたところで、さて水浸しの男性と周辺をどうしようかと悩む……必要はなかった。

　打開に向け、殿下が動き始めていた。

　殿下は肩からマントを外し、濡れていない場所に敷いて戻ってくると、男性の横に屈む。そうして男性の体の下に両腕を差し入れ、ヒョイと横抱きにした。

　殿下はそのまま丁寧に男性を運び、マントの上に横たえた。

　なんて手際がいいの！

　かゆいところに手が届く介助に感心しつつ、私もふたりのところに移動して、ノームに成句で濡れた土の入れ替えを〝お願い〟する。

《承知した……》

　あっという間に、濡れた土は乾いたそれへと変わる。ノームにお礼を伝え、今度はシルフに男性の濡れた服を乾かすよう〝お願い〟する。患部を刺激しないよう、風量と温度を詳細に指示するのも忘れない。

《承知～。ついでにエミリアの服も乾かしておくね》

　風がふわりと全身をひとなでしたと思ったら、次の瞬間には服がカラリと乾いていた。

「シルフ、ありがとう。みんなも、今日はいっぱい助けてくれてありがとう。おかげで助かったわ。……殿下、お待たせしてすみませんでした。もう医師を呼んでいただいて大丈夫です」

　精霊のみんなは空中をヒラリと舞って応え、殿下はひとつうなずいて舞台袖から出ていった。

　殿下に伴われて医師がやって来ると、私は火傷の状態について説明し、続きの処置を託した。帰り際に処置に使ってほしいと伝え、ノームに出してもらっていた粘土を手渡した。医師は快くそれに応じてくれた。
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　中央広場を後にして空を見上げると思いのほか時間が経っていたようで、太陽がすっかり西に傾いていた。

　ちょうど帰宅時間に重なって人通りが増えた通りを殿下と並んで歩く。

「殿下、寒くありませんか？」

　日中より気温が下がっていたけれど、隣の殿下は行きよりも軽装になっていた。マントを敷き布として提供してくれたからだ。

　シャツ一枚だけの姿は、引きしまった筋肉質な体形がより際立ち、普段よりも男性的な色気を強く感じた。

「まったく気にならん」

「ならいいのですが」

　ピタリと近い距離に寄り添って歩いていると、時折殿下の腕に私の肩が触れる。すべての感覚がそこに向き、かすめるように触れ合うたび、苦しいくらい胸がドキドキした。

「あの、今日はありがとうございました」

「おいおい。俺は礼を言われるようなことはなにもしていないぞ。むしろ、礼を言うのはこちらの方だ。改めて言わせてくれ。ありがとう」

　なにもしていないだなんて、それは嘘だ。

　事故そのものへの恐怖とは別に、引火直後に火が消えたことに、あの場にいた全員が驚きと疑念を抱いたはず。

　サーカスの団員は、負傷した仲間の応急処置に同席を許されず蚊か帳やの外に置かれた格好だ。普通に考えて、舞台袖でなにが起こっていたのか、不審に思わないわけがない。

　医師にしてもそうだ。待たされて入った舞台袖に水を使用した形跡はないのに、冷やして応急処置がなされた患部。私のような小娘に治療方針を説かれ、手渡された入手経路不明の治療用の粘土。本来なら猜さい疑ぎ心しんを抱いて当然だろう。

　そうした不穏の芽を摘んで、抑え込んでくれたのはほかならぬ殿下だ。ちなみにハウイットさんは殿下の指示で、今も後処理のために広場の管理事務所に残ってくれている。

「人は体験したことのない状況、理解できない現象を不安がります。事故発生直後の不可解な出来事に疑心暗鬼になった人は多かったはずで、殿下が統制を取って抑えてくださらなかったらどうなっていたかわかりません」

「実際に指揮を執ったのはハウイットだがな」

　話している内容が、声を大にして言えるものではないからだろう。殿下の腕が私の腰に回り、グッと引き寄せられて彼の肩口に頭を預けるような格好になる。

　そのまま潜めた声で会話する私たちは、はたからは親密な恋人同士に見えているかもしれない。意識したら不謹慎にも胸がときめいて、高鳴る鼓動が殿下に聞こえないことを祈った。

「それとて殿下の采配によるものです。だから殿下に『ありがとうございます』とお伝えするのは当然です。もちろんハウイットさんにも後でちゃんとお伝えしますが」

　少しの間を置いて、殿下が重く口を開いた。

「……なぁ、エミリア。俺はさっき君の能力を確信し、すぐに秘す方向で動いた。それは、君自身がその力を人々に明かすことを望まないと思ったからだ」

　やはり殿下は、私の能力をもともと察していたようだ。

「この能力が、私が生まれ故郷で『呪われた王女』と呼ばれていたゆえんです。この能力はけっして悪ではありませんが、人知を超えた力を人々は恐れます。……そんな力を持っていることを、この国の人たちに知られていいはずはありません」

「君はそう言うと思っていた。だが、俺はその力を公表してもいいのではないかと考えている」

　指先がスーッと冷たくなった。

「……残酷なことをおっしゃるのですね。殿下は私を苦境に追いやりたいのですか？」

　こんな憎まれ口をぶつけたかったわけじゃない。だけど、アドランス王国での十年近くに及ぶ軟禁生活で負った心の傷は思いのほか深かったようで……。

　ささくれ立った心が、気づいた時にはそう言わせていた。

　殿下が気を悪くした様子はなかった。ただ、少しだけ痛ましげに眉を寄せ、抱き寄せる腕を強くする。その手がなだめるように、背中のあたりをトントンとなでた。

「そうじゃない、むしろ俺の意図は逆だ。まず君は、自分の価値を正しく知るべきだ」

「あの、おっしゃる意味がわからないのですが」

　怪訝そうに見上げる私に殿下が続ける。

「そもそも君の神聖な力が呪いだなんてとんでもない。君の生まれ故郷のアドランス王国の人間が呪いと恐れ、貶おとしめたその力はガルニア王国では称賛と羨望の対象。『祝福』だ」

「祝福？」

　パチパチと目をしばたたく。

　殿下の言葉は、にわかには信じがたい。だって、そんな都合のいい話があるだろうか。

「君に付き従うシルフ、ウンディーノ、ノーム、サラマンダー、彼ら四大精霊はガルニア王国建国の神でもあるんだ。彼らに愛され祝福された君は、すべての国民から敬愛をもって受け入れられる。力のことを公表して称賛と羨望を集めることはあっても、君が心配するようなつらい状況にはなり得ない」

　想定外の方向に進んでいく話に呆気にとられながら、ふとこの国に嫁ぐと伝えた時のみんなの反応を思い返して首をひねった。

「あの、待ってください。そもそもシルフたちがこの国を興した神様というのは本当ですか？　私が輿入れを伝えた時も、この国にやって来た時も、彼らはこの国に特別思い入れがあるようには見えませんでしたが……」

　訝しむ私に、殿下は苦笑いで口を開いた。

「この世界において強い勢力を持つ国のほとんどは、建国に彼らが関わったとされている。この大陸においては、俺の祖が彼らの加護を得てガルニア王国を興すに至ったという話だ。だからまぁ、彼らにとっては多数のうちのひとつにすぎんのだろう」

　なるほど。それなら精霊のみんなの気のない様子も納得だ。

　うなずく私に殿下がさらに続ける。

「ちなみに、俺が今話したのは王家に伝わる禁書にのみ記されている内容で、建国に関わった四大精霊の名も一般には知られていない。だが、建国の神から祝福を授かった〝いとし子〟の存在は『聖女』として国民にも広く周知されている。君が読んだ本にも『聖女』について書かれていただろう？」

　歴史書や社会学の本、物語にも『聖女』は登場し、そのすべてで好意的に記されていたが、まさか……。

　ゴクリと唾をのみ込んだ。

「私がその『聖女』だと？」

　殿下は笑顔で肯定した。

「君の真価がわかったか？　君は『呪われた王女』なんかじゃない。我が国で敬愛をもって語られる『聖女』とは、精霊のいとし子たる君のことだ」

「……」

　いろんな情報が頭の中でごちゃ混ぜになっていた。なかなか声を発せずにいる私に、殿下は優しい口調で諭すように語りかける。

「一気にいろいろ聞かされたのだ、混乱はもっともだ。すぐに決断する必要はない。その力のことは君の気持ちに折り合いがついた時、公表したって遅くな――」

「いえ、それでは明らかに遅いですよ」

　殿下が最後まで言い終わるよりも前、ピシャリと割って入る声があった。

　弾かれたように振り返ると、ハウイットさんがピタリとうしろを歩いていた。

「ハウイットさん!?」

「おい、ハウイット！　主あるじの会話に割って入る奴があるか。無礼にもほどがあるぞ！」

　ハウイットさんはスッと殿下の隣に並び、絶対零度の目線を向ける。

　その鋭さに身震いする。『氷の王太子』とは殿下のことだが、ハウイットさんの二つ名もまた『氷の側近』で間違いないだろう。

「……お言葉ですがジーク様、もはや一刻の猶予もなく得るか失うかの瀬戸際なのですよ。今このカードを切らずして、いつ切るというのですか？　格好をつけるにもほどがあります。陛下のことを日和見とおっしゃいますが、私に言わせれば間違いなくジーク様もその血を引いておられる」

「なっ!?」

　ハウイットさんから辛しん辣らつな言葉を浴びせられ、殿下は目をむいた。

　台詞の端々にわからないところはあるけれど、こんなに容赦なく言葉を重ねるハウイットさんを見たのは初めてだ。彼は、相当腹に据えかねているようだ。

　そして、彼の苛立ちの原因に今日の私が一枚噛んでいるのは疑いようもなく……。

「あの、ハウイットさん。今日は事故現場を仕切ってもらったり、事後処理にあたってもらったり、ものすごく迷惑をかけてしまいました。すみませんでした」

「各所との調整は私の仕事ですから、それについてエミリア様が責任を感じる必要はありません。ひとまず広場の管理事務所や管轄の警備局、サーカス団とすべて話はついております。今日起こったあらゆる出来事について蒸し返されることはありませんから、安心してください」

　身を縮めて謝罪を伝えたら、ハウイットさんは実にあっさりと返した。

　わかっていたつもりだけど、ハウイットさんはとんでもなく有能だ。

「ありがとうございました。本当に、お手数おかけしました」

「いいんですよ。それよりエミリア様、失礼ながらあなたが『聖女』だと聞かせていただきました」

「あ、はい……」

　少し戸惑いつつ、私たちのうしろにピッタリついていたのだから、当然話も聞こえていただろうと思い直す。

　私は静かに続くハウイットさんの言葉を待った。

「端的に申します。ジーク様は『気持ちに折り合いがついた時』とおっしゃっていましたが、それでは遅いです。あなた自身が後悔しないためにも、一週間後に迫る婚姻の儀よりも前に聖女であると公表すべきです」

「ハウイット！　余計なことを言うな！」

「待ってください、殿下。……ハウイットさん、今のはどういうことですか？」

　声を荒らげる殿下を飛び越し、又また隣どなりのハウイットさんに身を乗り出すようにして尋ねた。

　私の反応に殿下は少し驚いたように目を見張り、グッと息を詰めた。

「本来ならジーク様がヘンなプライドを捨て、立ち回るのが筋だとは思います。ですが事は、あなた方夫婦の将来に関することです。ジーク様がこのままのスタンスを変えないならば、勇気を出して踏み出すのは伴侶となるエミリア様、あなたでもいいのではないかと、そう思うに至りました」

「えぇっと、夫婦の将来とおっしゃいましたよね。私が力について公表することで、私と殿下の関係がなにか変わるというのですか？」

「ええ、変わります。それも、間違いなくいい方向に」

　ハウイットさんは力強く言いきる。

　ゴクリと喉が鳴った。

「エミリア様。聖女の来臨は慶事です。その存在は、民にとって明るい希望となります。そして聖女であるエミリア様と王太子であるジーク様の婚姻となれば、それはガルニア王国にとって至上の喜び。言うまでもなく、聖女の公表いかんによって婚姻の意味もおふたりの婚姻後の生活も大きく違ってきます。これらを踏まえ、どうか公表を前向きに、そして早急に考えてみてください」

　ハウイットさんの説明は明快だった。公表で得るものが大きいことも十分に伝わった。だけど……。

「よくわかりました。少しだけ、時間をください」

　そう伝えるのがやっとだった。

「はい。出すぎた発言をして申し訳ありませんでした」

　ハウイットさんは頭を下げながら小さく答えた。

　それ以降は特に会話もなく、私は夕暮れの街をぼんやり眺めながら惰性で足を進める。

　隣の殿下は難しい顔をして、なにか考えているようだった。私もまた、いろんな思考がせわしなく頭の中を巡っていた。

　アドランス王国で『呪われた王女』とうしろ指を差されながら十年近くを虐げられて過ごしてきたのに、突然『聖女』だともてはやされることに正直戸惑いが先に立つ。

　そしてこの国で私の存在が好意的に受け入れられるとしても、皆が望む『聖女』としてきちんと振る舞えるかという不安もある。そもそも私は、憧れや尊敬の眼差しが欲しいわけではないのだ。

　本音を言えば、今まで通り力について隠したままひっそりと暮らしていきたい。だけど、殿下のためになるのなら『聖女』の役目を負ってもいいかもしれないとも思えた。

　聖女の名声はあっても、敗戦国出身の血は変えられない。やはり殿下はいずれ正当な血筋の女性を正妃に迎えるんだろうけど……うぅーん。正妃様の心情を考えると、聖女が側妃としているって嫌じゃないのかな。

　でも、国のためを思えばそれも仕方のないことなのか。

　かつての『正妃様と殿下の仲を邪魔するような真似は絶対にしない』という誓いを今も破るつもりはないのだが、私はどうしたらいいんだろう。

　自分の気持ちが迷子だった。やはり今は、考える時間が必要そうだ。

　そうこうしているうちに王宮はもう目前だった。

　出てきた時と同じように通用門から入り、ハウイットさんは早々に政務室の方向に消えた。殿下もまだ政務があるのだろうに、ハウイットさんに「後で行く」と告げ、私を部屋まで送ってくれた。

「送っていただいて、ありがとうございました」

　お礼を伝えたが、なぜか殿下が部屋の中から動こうとしない。

「あの、殿下……？」

「エミリア。公表するしないにかかわらず、君が聖女というのは揺るぎない事実だ。聖女のルーツについて君に知らせたいことがある」

「え？」

　正直、今日はいろいろありすぎて、すでに頭がパンクしそうだ。

　まさか、聖女うんぬんについてこれからさらに聞かされるの!?

　ギョッとして見上げる私の様子に気づいていないのか、殿下は真剣な表情で口を開いた。

「禁書の存在について伝えただろう。実は、我が国の建国については、一般に出回っている歴史書に記されている史実とは少し違う成り立ちをしているんだ。聖女である君にも関わることで――」

「待ってください！　さすがに今日はもう頭がいっぱいで……っ、後日に改めていただくわけにはいきませんか？」

　申し訳ないとは思いつつ、待ったをかけさせてもらった。

　殿下の話が重要そうなのはわかる。だからこそ、これ以上聞いても理解が追いつきそうにない。

「……すまん。疲れているこのタイミングで伝えるべきではなかったな」

「私こそ無礼な真似をして、すみません」

「いや。今日はゆっくり休んでくれ。この話はまた改める、おやすみ」

「おやすみなさい」

　殿下は私の頭をそっとひとなでし、部屋を出ていった。

　入れ替わるようにやって来たアニータに身支度を手伝ってもらい軽食をつまむと、この日は早々に寝台に潜り込んだ。










第十二章　禍の夜




　サーカスからの帰り道に知らされた予想を超えた事実。それらをうまく消化しきれず、早々と寝台に入ったものの、なかなか眠りは訪れない。日付が変わる頃になって、私はようやく眠りについた。

　……ん、なに？

　夜半すぎ、浅い眠りの世界から意識が浮上した。

　ぞわぞわとした焦燥と不快感に眉を寄せながら、寝台から身を起こす。そのまま視線をぐるりと巡らせて、カーテンの隙間から漏れる明るさに気づく。眠気が一瞬で吹き飛んだ。

　嫌な予感がした。

　震える足で寝台を下り、スリッパを履くのも忘れて裸足のままバルコニーにつながるガラス戸に向かう。はやる思いでカーテンを引き開けて、目に飛び込んできた光景に息をのむ。

「なんで!?　外が真っ赤だわ!?」

　慌ててバルコニーに飛び出していって空を仰ぐ。

　空が一面まがまがしい赤色に染まっていた。日没前と同じくらい明るくて、夜空を彩る星々も月も今はいっさい見えない。

　夕焼けのオレンジがかった赤とは違う、熟うれすぎたザクロみたいな赤黒さはひどく不気味でゾクリとした。

　なに？　いったいなにが起こっているの。それに、この異変はいつから……？

　ふいに階下から響いてくる雑多な声や音に意識が向く。

　バルコニーの欄干から下を見ると、外回廊を近衛の騎士や使用人たちがバタバタと行き交いながら、大きな声で言い合っていた。中には悲鳴や怒号も交じっており、城内の混乱ぶりが伝わった。

　王宮の中ですらこのありさまなら、街は大丈夫なのだろうか。言い知れぬ不安が胸に押し寄せる。

　まずは状況を知ろうとバルコニーから室内に戻り、殿下の部屋につながる扉を叩いたが返事はなかった。どうやら昨日、私の部屋を出た後政務室に詰めたきり、部屋に戻っていないらしい。

　取るものも取りあえず靴だけ履いて、夜着のまま廊下に出る。殿下の政務室を訪ねようと踏み出しかけ、足を止めた。しばしの逡巡の後、私は政務室とは反対の方向へ駆けだした。




　目指したのは、王都を一望できる尖せん塔とうの屋上。

　王宮中央から天に向けて高々とそびえる円えん錐すい形けいの尖塔は、周辺諸国との小競り合いが頻発していた古い時代には見張り台や司令塔の役割を担っていたという。しかしガルニア王国が大陸において超大国としての地位を確固たるものにしてからは、それらの機能を失っている。当然、見張り役の近衛騎士などもいない。

　階段から続く木戸を押し開け、鋸きょ壁へきと呼ばれる凸凹型の外壁まで歩く。周囲に風を遮るものがなく、吹きつける夜風が肌に痛いくらいだが、緊張のせいか寒さはまるで感じなかった。

「っ、すごい風だわ……」

　高所を怖れはしないけれど、強風で体が煽られると落下のリスクが頭をよぎって背筋が冷えた。

　相変わらず空は不気味な赤さで、天変地異の前触れかと見る者の不安と恐怖をかき立てる。急にこんな空を見せられたら、恐怖に駆られた群衆が右往左往するのも仕方ないだろう。

　慎重に足を進め、私の胸下くらいの高さの鋸壁のへこんだ部分に手を置いて眼下を眺める。

　王都の街は混こん沌とんとし、風に乗って怒号や悲鳴が聞こえてきた。状況は私の想像より、はるかに悪かった。

　主だった街路は逃げ出そうとする人々のほか、馬車や荷車がギチギチに詰まり、前にもうしろにも身動きが取れない状態になっている。群衆を統制すべく、騎士団から騎馬列を組んで出発する騎士たちの姿が確認できたが、道を埋め尽くす人々に阻まれて立ち往生している。

　時折、喧けん騒そうに交じって管轄の警備局員が鳴らす警笛の音が聞こえたが、大挙して押し寄せる人々を前に機能しているとは言いがたい。

　無秩序な街の様子に恐怖を覚えた。このままでは遠からず、二次的な災害が生じてしまいそうだ。

「いったいどうしたら……」

　ここでふと、精霊のみんなの気配がないことに気づく。彼らとて四六時中私のそばにいるわけではないから、それ自体はなんら珍しいことではないのだが。

　けれど、これまでだったら強い風が私を煽るような状況を見れば、シルフの方から飛んできて風を弱めてくれていただろう。

　不測の状況にもかかわらず、彼らが一向に姿を現さないことに違和感を覚えた。

「シルフ？　みんな、いないの？」

　呼びかけてみても、返事はなかった。ならば〝お願い〟で呼んでみようかと口を開きかけたところで。

　――ガタンッ。

　背後からあがった物音にハッとして振り返ると、木戸からアニータが顔を出す。

「……アニータ！」

「エミリア様！　あぁ、よかった！　こちらにいらっしゃったのですね！　お部屋にいらっしゃらず、心配いたしました」

　アニータは私を見るや、真っ直ぐに駆けてきて、手に持っていたマントを夜着の上にかけてくれた。

「ごめんなさい、捜してくれていたのね。街の状況が知りたくて、ここを思い出したの。それよりアニータ、いったいなにが起こっているの!?」

　アニータは厳しい表情で首を横に振る。

「今なにが起こっているか、なにが起ころうとしているのか。それについて陛下から直接のお言葉はありません。陛下やジークフリード殿下ですら、具体的なところはわかっておられないようです。未曾有の事態に国民が混乱しておりますので、その収束をすべく、陛下と宰相閣下らが対策を講じておられます」

　なぜ、その対策に殿下が加わっていないのか。陛下に代わって、殿下がほとんどの政務を担っていると聞いていたが……。

「殿下はどうしてるの!?」

「エーテル山に向かわれました」

　予想外の答えにパチパチと目をまばたく。

「エーテル山？　……どうしてそんなところに？」

　ここからは三百六十度、景色が見渡せる。ぐるりと首を巡らせて、遠くエーテル山を望む。

　私の目で見る限り、山の様子に特におかしなところは認められなかった。

「私にもわかりかねます。ただ、空に異変が生じてすぐに殿下は陛下と短く言葉を交わされて、兄だけを供に連れ王宮を飛び出していかれました。もしかすると、そこに打開の糸口のようなものがあるのかもしれません」

　アニータの言葉にピンとくる。

　……王家の禁書だ！　一般には伏された建国に関わる史実が記されているという書物。それがエーテル山に向かう根拠になったのだ――！

　なんとか禁書を見ることができないだろうか……。

「ねぇアニータ、私が国王陛下に会うことはできないかな？」

「えっ!?　それは……陛下の政務室には現在宰相閣下や主だった大臣らが詰めており、許可なき者の立ち入りは許されておりません。平時であればともかく、緊急時の今エミリア様が陛下に拝謁するのは難しいかと」

　アニータの口ぶりからするに、そもそも取次ぎすらしてもらえなそうだ。

　どうして昨日、殿下の話をちゃんと聞いておかなかったんだろう。私が遮ってしまったけど、殿下は禁書というワードと共に『聖女である君にも関わること』とたしかにそう言いかけていたのだ。

　殿下はエーテル山に向かったという。そこに『聖女』である私は一緒に行かなくてよかったのか。でも、もしそうなら殿下は声をかけてくれたはず？

　……わからない。私は自分のことばかりで、殿下を無下にした。『知らせたいことがある』と、わざわざ時間を取って話そうとしてくれていたのに！

　後悔が胸に押し寄せる。やる瀬なさに歯噛みして、しかし次の瞬間にはキッと前を見据えた。

「アニータ、私もエーテル山に行くわ！」

　言うが早いか、私はくるりと身を翻して階段を駆け下りようとする。ところが、慌てて後を追ってきたアニータに、腕を取られてしまう。

「お待ちください！　現在街は非常に混乱しております。到底女性ひとりで街路を駆け抜けていけるような状況ではありません！」

　一瞬の逡巡の後、決意をもってアニータを振り返る。この緊急事態の中でアニータを説得するには、真実を伝えるしかないと腹をくくった。

「実はねアニータ、私はこの国で建国の神と呼ばれる四大精霊の祝福を授かった聖女なの。エーテル山でなにが起こっているのかわからないけど、絶対に私の力が必要になる。今、行かなくちゃならないの」

「……エミリア様が、聖女様？」

　アニータは私の告白に目を真ん丸にして、唇を震わせた。

「ええ、事実よ。だから移動についても心配いらない。私は精霊の祝福に守られている。傷つくことはないわ」

　アニータの手が緩み、その隙に腕を引いて階段を駆け下りた。

「お、お待ちください！」

　階段を下りた私は、厩舎に向かって走った。アニータも息を弾ませながら、私のうしろに続いた。

　厩舎に着くと相棒のヒューラを馬房から引いてきて、連日の乗馬の訓練ですっかり慣れた手順で鞍を装着していく。

「私も一緒に――」

「駄目よアニータ。私についてこようとすればあなたが危険よ。同行は許可できない。私はひとりで行くわ」

　アニータに先手を打って釘を刺し、ヒラリと馬上にまたがる。

「さぁ、ヒューラ！」

　頼もしい相棒は私の意図を的確に察し、ヒヒィンと嘶いて走りだす。

「エミリア様！　お待ちください！」

　背中にアニータの声が聞こえたけれど、私はかわまずに通用門から飛び出した。




＊＊＊




【深更の空が朱あかき禍わざわいに覆われし時、幾千の星が燃えたぎる火球となって降り注ぐ】

　王家に伝わる禁書は、こんな一節から始まっている。

　赤色に染まった空をひと目見て、今がまさにその『時』なのだと気づいた。

「エーテル山でなにをなさるおつもりなのですか？　そろそろ私にも教えていただけませんか」

　馬を駆って現場へ急ぐ中、風の音を貫き、並走するハウイットの声が届く。

「初代王モーリスと同様に……いや、それ以上に俺は今まさに彼らに試されているのだ」

　俺は自分に言い聞かせるように、目前に迫る霊峰・エーテル山を見据えながら答えた。

「試されて？　……どういう意味でしょうか」

　意外にもハウイットは俺の声を的確に聞き取ったようだ。しかし、その真意は掴みかねたらしく、怪訝そうに柳眉を寄せた。

　禁書によれば、この世には折り重なるようにして複数の〝界〟が存在している。通常、界は互いに干渉しないが稀に摩擦を起こし、その衝撃波が人の世に様々な災厄となって降り注ぐのだという。

　それは我が大陸を襲った火球の落下であり、海洋の諸島に迫った大津波であり、北方の大陸で発生した氷河の大崩落だった。これらはすべて界の摩擦によって生じた禍だ。

　ちなみに、それぞれの場所で禍を抑え込んだ者が、四大精霊の加護を得て国を興している。ガルニア王国をはじめとするこれらの国々は、今なお周辺諸国に影響を与える大国だ。

「初代王モーリスが生きた三千年前にも、今と同じことが起こった」

　エーテル山の麓を目前に速度を落とす。それに伴って風の音も弱まり、騎乗でも互いの声が通りやすくなる。

「先ほど、行き合った町の者に『燃えた星』と説明していましたね。要するに、三千年前に隕石の落下があり、これからまたそうなると？」

　相変わらず、察しがいい男だ。

「おおむね正解だ」

　入山口にたどり着き、山頂へと続く道を騎乗のまま俺が先頭になって進む。

　土を固めただけの山道は、起伏があって馬の脚が取られやすい。慎重な手綱さばきが求められる。

「もっとも、幾千も燃えたぎる火球が降り注ぐ現象を、単純に『隕石の落下』と表現していいのかはわからんがな」

「なんですってっ!?　……おっと！」

　俺の言葉に気を取られ、手綱を持つ手が緩んでしまったのだろう。ハウイットが慌てた声をあげる。

「気をつけろ」

「すみません、予想外の規模に少々動揺しました。……もう大丈夫です」

　ハウイットはすぐに立て直し、俺のうしろにピタリと続きながら矢継ぎ早に問う。

「それで、その後どうなったのですか？　モーリス王はその状況をどう収めたのでしょう？」

「人には到底ままならぬ状況を見兼ねた精霊が、果敢な青年モーリスに打開の一手となる道具を与え、その行動を試した。結果的にモーリスはそれを見事に使いこなし、災厄から人々を守りきってみせた」

「なんと！　災厄に際し、人を試して高みの見物を決め込む。建国の神とたたえられる精霊は、なかなかいい性格をしているようですね」

　ハウイットが漏らした台詞に苦笑が浮かぶ。

「ああ。彼らは人への温情にあふれる神ではない」

　……ただひとり、エミリアへの献身と慈愛を除いては。

　脳裏に、舞踏会の夜に垣間見た精霊の姿がよぎった。

「そして今度はジーク様が試されていると、そうおっしゃるのですね」

「その通りだ。おそらく、この後この地には幾千もの火球が降り注ぐ。だが、必ず俺がこの国を……いや、この大陸を守りきってみせる」

「なるほど。その打開の一手となる道具というのが、この山にある……ということですね」

　馬で行けるギリギリまで山道を進み、ランロットから下りた。ハウイットも馬を下り、ふたりで細く足場が悪い道を登りだす。

　目的地は山頂にほど近い場所にある。普通に歩けば六時間ほどかかるが、禁書には、火球の落下は日の出の刻と共に始まったと書かれていた。確実に夜明け前には、山頂に着いていなければならない。

「この山の祠ほこらにモーリス王の遺品が奉納されているんだ」

　……夜明けまでは、あと四時間ほど。あまり猶予はなく、進む足を速めた。それにハウイットも遅れずに続く。

「ついでに言うと、我が国だけでなく海洋の超大国・ブリスベル王国、北方大陸の経済大国・バルデン皇国も建国の経緯は同様だ。どの国も表立って明かしてはいないが、それぞれ未曾有の状況を打破し初代王が立った」

「たしかに、人の理ことわりを超えた災厄に建国の神々の思惑まで絡んだとなれば、史実として残すには差し障りがありますね」

　火球の件でこそ動揺を見せたハウイットだが、今はもう俺の話にも驚いた様子はない。腹の据わった奴だ。

「時に、ジーク様が用いようとされているモーリス王の遺品とはどのような道具なのですか？　その存在は記録に残されていますが、こちらも内容は秘されておりましたよね」

　精霊たちが与えたのは聖なる力が宿った聖具――ロングボウのような形状の武器であったと記されている。

　もともとモーリスはエーテル山で猟師を生業としていた男で、弓の扱いに長けていた。彼は授かった聖具を携えて山頂に登り、巧みに火球を捉え次々に矢を放った。ひとたび矢を放てば、聖なる力が宿る矢は驚異的な飛距離を出し、幾千もの火球を木っ端微塵に打ち砕いたという。

「俺も実際に見たことはないが、ロングボウのようなものらしい」

「なんと、弓ですか……！　なるほど、我が国で古くより弓術が盛んなのはどうしてかとよく疑問に思っておりましたが、原点はそこだったのですね」

　アドランス王国との戦でも、俺の騎射が決定打となっている。俺の弓術の腕を正確に知るハウイットの表情は明るい。

　とはいえ、此度俺が射止めるのは幾千もの火球だ。不安がないと言えば嘘になるが、俺がしくじれば我が国のみならず大陸中が降り注ぐ火球を浴びて焦土と化す。

　……なんとしてもやってみせる！

「フッ。気負わずいつも通り射ればよろしいのですよ。弓でジーク様の右に出る者はおりませんからね。ジーク様が挑んで駄目ならば、ここで滅びを迎えるのが大陸の運命だったというだけの話です」

　決意を滲ませる俺を見て、ハウイットは腹をくくったようにあっけらかんと言った。口にはしないが、ハウイットのこういうところに何度救われてきたかしれない。

「ハッ！　そんな事態には俺がさせん。まぁ、任せておけ」

　ハウイットは俺を見やり、まぶしい物を前にしたみたいにスッと目を細くした。

　それからしばらく俺たちは黙々と山を登った。

「ところで、この場にエミリア様をお連れしなくてよかったのですか？　建国の神々の祝福を受けたとされる『聖女』なのです。彼女にもなにがしかの役目があったのでは？」

　祠まで間もなくというところでハウイットから尋ねられ、俺は返事に窮した。

　聖女が災厄にどう関わったかと問われると、俺にも実際のところがわからないのだ。聖女についての記述は【モーリスは精霊のいとし子と共に無事に災厄を跳ねのけた】と、この一文のみ。モーリスが矢を放ち、火球に対処するさまが詳細に記されているのに対し、いとし子の行動についてはあまりに曖昧である。『共に』とは、いとし子も力を使いモーリスを援助したのか。あるいは、ただ単に一緒にいたということなのか。

　昨日のサーカスの事故の時のエミリアを見て、彼女が精霊の力を自在に引き出せることがわかっている。しかし禁書には【モーリスは精霊から聖具を与えられ、試された】と、その上で【精霊に認められ、いとし子を王妃としてもらい受けた】と残されているのだ。

　今、精霊に試されているのは俺だ。そして舞踏会の晩に、俺は彼らから『エミリアを望むなら生半可な真似をするな』と言外に忠告を受けている。

　やはり、エミリアの力はあてにするべきではない。

「おそらくだが、彼女に明確な役目はない」

　昨日の帰城後、俺はエミリアに建国にまつわる実話と共に、初代王モーリスが聖女を王妃にした件を伝えようとした。

　当然、昨日の今日でこんな事態に襲われることを予見したからではない。聖女であるエミリアのルーツがガルニア王国にある事実を告げて、喜ばせてやりたかったのだ。

　我が国では初代王モーリスの妃となった女性のほか、過去に数名聖女の存在が認められており、全員なにがしかの形で王族の血を引いていた。要は皆、初代聖女の子孫なのだ。

　エミリアも亡き実母がガルニア王国ゆかりの人物であることはほぼ間違いない。エミリアは以前、『私は身内に縁が薄いですから、親族間で親密な関係が築けているのは純粋にうらやましい』と寂しげに微笑んでいた。実母の身元の特定はこれからだったが、この国に親類縁者がいて母の実家があることを、彼女に教えてやりたかったのだ。

　結局、疲労困憊した彼女に待ったをかけられて伝えるには至らなかったが……。

「おや、そうなのですか」

　ハウイットは俺の答えに、若干拍子抜けしたようだった。

　本音を言えば、役目はなくとも共にいてくれるだけで心強いし、そうしてくれたらいいとも思う。しかし俺と共にいたら彼女は今後、否応なしに聖女として表舞台に引き出されてしまう。

　今となっては昨夜彼女になにも告げず、巻き込まずに済んだことにホッとしていた。

「ああ、だから彼女は安全な王宮にいてくれた方がいい」

　本音を建前で包み込み、余裕の態度で口にする。

　ハウイットは俺を一瞥したが、なにも言ってはこなかった。










第十三章　王太子殿下は禍から国を守り最愛の正妃を得る




　エーテル山を目指し、ヒューラに乗って王宮を飛び出した。

　いくらも行かないうちに、異変に気づいた。

　ヘンね、あんまり道が混んでいないわ。……どうしてかしら？

　もともと人通りの少ない裏道を選んだとはいえ、道行く人が明らかに少ないのだ。いや、正確に言えば、私とすれ違って王宮の方向に行こうとする人はいる。しかし、私のようにエーテル山の方向に向かおうとする人がほぼいない。

　……なんで？

「あんた、どこへ行く気だい!?」

　向かいからやって来た老婆が、馬上の私に向かって声を張りあげた。ちょうどよかった。状況を探ろうと、いったんヒューラを止めて老婆に答える。

「エーテル山に向かっているのですが……あの、エーテル山の方に行く人がいませんよね。どうしてかご存じですか？」

「ああ、エーテル山は特に危険だから行くなって言われてんだ」

「え？　それは、どこかの機関からのお触れでしょうか？」

「いいや。空の色がおかしくなってすぐ、この道を通っていった青年たちが逃げ惑うあたしらに教えてくれたのさ。この後、燃えた星が落ちてくるけど、王太子殿下が被害を防ぐ手だてを持っている。街はちゃんと守られるから、むやみに出走せず家にいろってね」

　……え！　もしかして、その青年たちって!?

　目を丸くする私に、老婆はさらに続ける。

「なんでも王宮からの最新の情報だそうだ。しかも、教えてくれたのはひと目でそれとわかる威風堂々とした青年でね。連れの青年も物腰こそやわらかかったけど、見るからに切れ者って感じだったしね。ありゃあ、どっちも城の偉いさんに違いないね」

「あの！　さっきの『燃えた星が落ちてくる』というのはどういうことでしょう？」

　突拍子もない内容に聞こえるが、たぶん禁書に記されていた史実なのだろう。きっと過去にも、今と同様の事件があったのだ。

「さてね。青年たちも言うことだけ言うとせわしなく行っちまったし、それ以上は知らないよ」

「そうですか」

「ただね、あたしら下々のもんになにも情報が下りてこない中、あの青年たちが真剣に語って聞かせたあの話。あたしは説得力を感じたよ」

　女性はその時の様子を思い出してか、ニカッと笑った。

「あたしゃこの地区の自治会長をやっててね。自治会の職員総出で地区中に青年たちの話を伝えて回って、外に出ないよう言って聞かせたのさ」

　殿下は目的のエーテル山に向かう傍ら、混乱する人たちに在宅避難を説いていった。しかもそこに禁書から得たであろう事実をあえて織り交ぜることで、人々にその信しん憑ぴょう性せいを確信させた。

　今さらながら、殿下の才覚に舌を巻いた。

「そうでしたか。正直、王都の中心部はひどい混乱ぶりでした。この周辺は青年たちや自治会長さんたちの働きかけのおかげで混乱もなく、落ち着いているんですね」

　殿下の行動が実を結び、この周辺は不用意な混乱がしっかり抑えられている。彼にエーテル山での使命がなければ、きっとその采配で王都全体の混乱もうまくコントロールしていたのだろうが……。

「そんなわけで、あんたも悪いことは言わないよ。エーテル山に避難するつもりならやめときな」

「自治会長さん、ありがとうございます。でも……やっぱり私、行かなくちゃ！」

「ちょっと、あんた……!?」

　女性がギョッとしたように私を見る。私はさらに続ける。

「私のことなら大丈夫。それから保証します。彼が絶対に、この国を災厄から守ってくれる！」

　実際に声にすると、実現したい未来に近づく。殿下なら、必ずやりきってくれるはずだ――！

　私の身を案じて忠告してくれた女性を安心させるように馬上からひとつ微笑んで、ヒューラの脇腹をトンと蹴る。たじろぐ女性をその場に残し、私は再び走りだした。




　そうしてエーテル山の麓までもう間もなくというところ――。

《あ～！　こんなところにいた！》

「シルフ……！」

　聞き慣れた声を耳にして見上げると、新緑色の髪を揺らしながらシルフが私の頭上に浮かんでいた。

《どこに行くんだ？　今は王宮にいた方が安全だぜ》

《さぁ、私たちと一緒に戻りましょう》

　シルフの隣にサラマンダーとディーノも現れて、こぞって私に帰城を促す。

「サラマンダー！　ディーノ！　ねぇ、みんなはこれからなにが起こるか知ってるのよね？　さっき『燃えた星が落ちてくる』って聞いたけれど、それはいつ始まるの？」

《時間がない。話は後……》

　矢継ぎ早に質問を重ねる私に、すかさずノームが反応した。

　昨日、サーカスで助けてもらってから顔を合わせるのはこれが初めてだったが、明らかに昨日よりみんなの雰囲気がピリピリしていた。いつも平坦な態度のみんなにしては、珍しいことだった。

　そしてみんなは、しきりにこの場所から私を遠ざけようとしていた。

「ううん。私は王宮には戻らない。このままエーテル山に……殿下のところに行くわ！」

　質問の答えはまだもらえていなかったけれど、みんなの様相から状況は一刻の猶予もないのだと悟る。入山口はもう目前で、私が手綱を握る手に力をこめた次の瞬間。

　ドォオオーーーーン!!

　っ、なに!?　なにが起こったの!?

　突如、耳をつんざく轟ごう音おんと共に空が燃えた――いや、燃えたように見えた。

「どう、どう。ヒューラ、大丈夫。いい子だから……」

《あ～！　言わんこっちゃない、始まっちゃったよぉ》

　落ち着きをなくして首を振るヒューラを必死でなだめていると、いつもより少しだけ慌てた声をあげながらシルフがふわりと私の鼻先まで飛んでくる。彼が右手の人さし指で、ちょんと私の眉間をつついた。

「んっ？」

　私は反射的に瞼を閉じた。

　そうして再び目を開けて、視界に飛び込んできた光景に悲鳴をのんだ。

《よしっ、これで一応は大丈夫かな。守りの風をエミリアの体表に巡らせておいたよ》

　間近で告げられるシルフの声をどこか遠くに聞きながら、愕然として空を仰いだ。

　パッと見には、空全体が大火に覆われているかのよう。しかしよくよく目を凝らすと、轟々と燃える飛来物――火球が大地に迫り、多量のそれらが赤黒い空を埋め尽くしているのだとわかる。

　無数の火球は時間差で、容赦なく大地に降り注いでいた。ところが、大地に落下するものはない。

　なんと落下する直前に、火球はすべて砕かれているのだ。

「……あの光はなに!?」

　エーテル山の山頂から、降り注ぐ火球に負けない数の光の筋が伸びていく。それらは的確に火球を捉え、ぶつかると大爆発を起こして火球を木っ端微塵にしていった。

「きっと殿下がやっているんだわ！」

　どんな手段で行っているのかはわからない。だけど山頂から伸びていく光の筋は、殿下が放ったものに違いないと確信した。

　灰や小さな塵ちりが、もうもうと舞う。中には、火をくすぶらせながら弾け飛んでいく破片もある。それらは当然地表に落下していく。

　山頂にいる殿下は無事なの!?

「私、行かなくちゃ！」

　轟音に怯えるヒューラを走らせることは難しいと判断し、自分の足で山頂を目指すことにする。

《待ってエミリア！　危ないよ!?》

《そうだ。シルフの守りがあるとはいえ、この辺りは燃え残った破片が舞い落ちてくる。もし木に燃え移れば山火事に発展する可能性もある》

　シルフとサラマンダーが、入山口を目指して駆けだそうとする私の前に回り込んできて訴える。

《異常事態に野生動物も興奮してる。山頂を目指すのは自殺行為……》

《あなたが心配なのです。私たちの意をくんで王宮に戻ってはいただけませんか？》

　ノームが首を横に振り、ディーノも言い募る。

「みんなの言ってることはよくわかるの。だけどね、殿下は今この瞬間も塵や破片が飛び散る山頂で、国民を守るために体を張っているはずよ。そんな彼のそばに行きたいの。リスクがあっても、私は行く！　ごめんね、みんな！」

　キッパリ言いきるとみんなの反応を待たず、横をすり抜けて駆けだした。

　私がみんなの忠告を聞き入れなかったのは、幼い頃を除けばこれが初めてだった。いつも私によくしてくれるみんなに申し訳なくて、罪悪感で胸が締めつけられた。

　だけど私はみんなの意向に背いても、道中でリスクを負っても殿下のそばに行くと決めたから――！

　私は脇目も振らず、ひたすら山道を登り続けた。

　その間も火球は絶えず降り注ぎ、それと同じ数、光の筋も途切れることなく上空へと伸びていく。しかし中腹までたどり着く頃には、火球を打ち砕く光線の微妙なズレに私でも気づくようになっていた。

　かすめるようになんとか光が火球の端にあたったのを見た時は、ホッと胸をなで下ろした。ほかにも遠方の火球に光の飛距離がギリギリだったり、打ち落とすタイミングが地表に落下するスレスレだったりして、肝を冷やすこともしばしばだった。

　殿下に無理が出始めているのは瞭然で、少しでも早く彼のもとに行かなくてはと焦りを感じる。私は息を荒くしながら、慣れない山登りですでに棒のようになっている足を叱咤した。

　一方、入山口のところで振り切ってからここまで精霊たちの姿は見えない。だけど、みんなが近くから私を見守ってくれているのは疑う余地もなかった。そうでなければ、飛来した破片で怪我を負うことも、舞い散る塵や灰で目や喉を痛めることもなく、また、凶暴化した野生動物に行き合うこともなく、無事にここまでやって来られるわけがないのだ。

　……ありがとう、みんな。

　みんなの献身的な優しさと情の深さに頭が下がった。




　山道を登り始めて五時間、山頂は目前だった。

　今なお火球は途切れることなく降り続いていた。当初より明らかに威力と精度を欠く光線がギリギリで火球を砕き、なんとか地上への落下を防いではいるが……。

　焼かれるような焦燥感に呼吸が苦しくなり、大きく息を吐き出してやり過ごす。

　殿下、どうか無事で……！　最後の力を振り絞って足を前に出した。

　そしてついに山頂の少し開けた場所に、殿下の背中を認めた。次の瞬間、私は泣きながら駆けだしていた。

「殿下！　怪我を……っ!!」

　殿下は片膝立ちの体勢で、大型の弓を空に向けて構えていたが、その姿は満まん身しん創そう痍いだった。矢を射続ける殿下は、飛来する塵や破片を防ぐ術すべを持たない。着衣は焼け焦げたり裂けたりしていて、ほとんどぼろ切れのよう。頭部や顔、上半身を中心に肌の至るところに火傷や打撲傷ができ、痛々しく血を滴らせていた。

　中でも左目はひどいありさまだった。瞼に破片を受けて流血し、さらに腫れ上がった瞼が目を塞いでしまっていた。射る瞬間だけほんの薄く隙間が開く。わずかに覗いた眼球は流れ込んだ血のせいか真っ赤で、果たしてまともに物が見えているか不明だ。

　シュンッ！と矢が飛んでいくのと同時、殿下の手に新たな血がジワッと滲む。

「っ、血が……っ」

　すぐ横まで駆け寄った私に、殿下は目線を空に留め置いたまま唸るように告げる。

「なぜここにいるっ!?」

「じっとしていられるわけがありません！」

　すでに五時間以上弓を引き続けた手指は無残に皮膚が破れていた。腕や肩の筋肉も、遠目にもわかるほどガクガクと痙けい攣れんしていた。いつ倒れてもおかしくない様相だが、殿下は矢をつがえて射る動きを一瞬たりと止めない。

　不思議なことに何本矢を抜き取っても、殿下の脇にある矢筒は一向に空にならなかった。殿下が射る矢もそれ自体が白く発光しており、ただの矢でないことは瞭然だった。その事実に、なんとも言えない苦い思いが込み上がった。

「今、止血を！」

「俺はいい。それよりハウイットを見てくれ」

「え？」

　灰や粉塵を吸い、喉を痛めているのだろう。かろうじて聞き取れる、ざらついた声だった。

「少し前に俺をかばい、頭に破片を受けて倒れたきりだ」

　続く殿下の言葉にハッとして、周囲に目線を巡らせる。殿下ばかりに目がいって気づいていなかったが、ほど近い場所にハウイットさんが血まみれになってうつ伏せに倒れていた。

　慌てて彼の頭の脇にしゃがみ込み、状態を確認する。

　おそらく自ら殿下の盾になっていたのだろう。背面は服が破れ落ち、広範囲に及ぶ火傷や裂傷でひどいありさまだ。しかし、幸運なことに命に関わるものはなさそうだった。

　むしろ怪我の状態としては殿下の方が重篤に見えた。

「殿下、ハウイットさんは大丈夫です！　頭部に大きなコブができていますが、傷自体浅いですし呼吸も安定しています。小さく身じろぎしていますから、じきに目覚めます」

　上空から目を逸らすことが許されない中、殿下はハウイットさんの容体が知れず、どんなにか気がかりだったろう。

「そうか……！」

　無事を聞かされた殿下は、心底安堵した様子だった。

　私はハウイットさんの背中に自分のマントを脱いでかぶせると、夜着の裾を翻して殿下のもとに戻った。

「おい、なんのつもりだ？　やめろ。君に破片があたってしまう」

　殿下の制止の言葉に取り合わず、背面から頭上に覆いかぶさる。弓きゅう射しゃに集中する殿下の視界を遮らないようにだけ注意して、これ以上彼が傷つかぬよう体で守った。

　動揺したのか、殿下がわずかに身じろぐ。その動きで、まとわりつくように残っていた上衣の残骸からポロッとなにかが地面に落ちた。

　なにかしら？　黒い塊のようなものが……？

　視線を上げたままの殿下は落としたことに気づいていない。私はそっと片手を伸ばし、黒っぽいなにかを拾い上げた。

　っ、これっ!!　指先でつまみ持ったのは、黒く煤すすけた小袋――かつて私が鎧の騎士様にあげたポプリだった。

　……あぁ、そうだったのか。

　目にした瞬間、スーッと染み込むように理解が広がる。

　以前、殿下から馴染みのある香りが漂ったのは、鎧の騎士様にあげたこのポプリを身に着けていたから。鎧の騎士様は、殿下自身だったのだ。

　パズルのピースがはまるみたいに事実がストンと胸に収まった。

　初対面で、鎧の騎士様から告げられた『殿下はいずれ、しかるべき身分と気質を備えた女性を正妃に迎える。そなたは身のほどを弁え、くれぐれも殿下に取り入ろうなどと思わんことだ』という台詞。

　あれは、殿下自身の声だった。彼の真意は計り知れないけれど、不思議と冷静でいられた。

　知り得た事実が気持ちをかすませることはない。

　殿下のそばに行きたいと思った。助けになりたかった。その思いは揺らがない――！

　私の中で、なにかが吹っ切れた。同時に、私の心は決まった。

「殿下、お忘れですか？　私は傷つきません。それから殿下も、ほかの誰にも、もう怪我なんてさせません。だって私は、精霊のいとし子……聖女ですから！」

　殿下は自分の体を張って、民のためにいつ終わるとも知れない孤独な戦いを続けている。

　彼がそうやって民を守って戦うのなら、私も殿下を守るために戦ってみせる。

　もしかすると私がしようとしていることは、精霊たちの本意ではないかもしれない。彼らの好意を逆手に取る所業かもしれない。

　だけど、ズルくても、卑怯でもいい！　使える手は全部使って、最愛の殿下を守るのだ――！

「風の精霊シルフ【守りの風を被災リスクがある箇所全面に巡らせて！　塵や破片の飛来から皆を守って！】」

《わわわ、けっこう大変だけど……承知～っ！》

　シルフにお礼を伝え、殿下の上からスッと体をどかす。

「殿下、シルフに風で防御してもらったので、もう大丈夫です」

「そうか、感謝する」

　殿下は空を見据え、射る手を止めぬまま口にした。

「火の精霊サラマンダー【もし私が、あなたに頼んで火球の火を消してもらったら、この状況は改善するかしら？　意見を聞かせて！】」

《いや。ただ火を消しただけなら、その男が標準を定めにくくなり、逆に打ち損じのリスクが高まるだろう》

　少し考えるようにしてサラマンダーが答えた。

「ありがとう。では、火の精霊サラマンダー【爆破後に燃えて飛び散る破片の消火を！　すでに燃焼している場所があれば、そちらも直ちに鎮火して！】」

《承知した》

「……ええっと、これは誰に聞けばいいのかしら。とにかく、精霊のみんな【火球はこの後どのくらい降り続くの？　教えて！】」

《禍はもうじき終わる。火球はあと四十を残すくらい……》

　ノームが質問に答えてくれた。

「っ、ありがとうノーム！」

　私はガバッと殿下に向き直り、この情報を知らせる。

「殿下、火球はあと四十個ほどでやむそうです！　もう少しだけ、頑張ってください！」

「あと四十か……！　任せておけ！」

　殿下は即答した。明確に終わりが示されたことで、彼の目に鋭気が宿ってきた。とうに筋力の限界を超えた全身が激しく震えていたが、射る精度は上々だった。

　私はその間ずっと殿下の傍らに寄り添っていた。

「……エミリア。すまないが、俺に触れてくれないか」

　いよいよ血の気がなくなり、青くなった唇から細切れに乞われ、私は傷に触れぬよう留意しながらそっと背中に手を添えた。

「あぁ、力が湧いてくるようだ」

　殿下がホゥッとこぼした言葉に、目頭が熱くなった。

　不思議な一体感に包まれながら、禍の空をきつく見据える。殿下と一緒に射ているような心地で、彼の弓射を見守った。

《東の空が普通の色に戻り始めた。禍がじきに終わる》

　サラマンダーの声につられて東の方向に目を向けたら、赤黒い不気味な空が一部、青さを取り戻していた。慣れ親しんだ空色にホッとして、涙が出そうになった。

《火球はあれで最後のようですね》

　――シュンッ！

　ディーノが指差した最後の火球を射た直後、殿下の体がグラリとかしぐ。

「殿下っ!?」

　体が地面に叩きつけられる直前、私は彼を支えようと咄嗟に両腕を伸ばした。ところが、のしかかってくる重みに耐えきれず、もつれるように倒れ込む。

「あっ！」

　気づいた時には私が下、殿下が上になって、ふたりで絡み合うようにして地面に横たわっていた。

　偶然にも殿下の頭が私のささやかな胸の谷間にのっている。マントは脱いでハウイットさんにかけてしまったから、身に着けているのは夜着一枚だけ。羞恥と驚きでビクッと身じろいだら、その動きで彼の顔がこてんと傾き、片方の膨らみにポフンと鼻先が沈む。

　きゃっ!?

《うわぁっ、破廉恥～っっ！　メッ！》

　シルフが甲高く叫び、直後に殿下の体がボフンッと風圧で弾き飛ばされた。

「「グッ」」

　くぐもったふたつの声を聞いた気がして、殿下が飛んでいった方向にハウイットさんが倒れていたのを思い出す。慌てて視線を向けようとしたけれど、人間の姿になったディーノが私の視界を塞ぐみたいに立ってしまう。

「えっ？　その格好……っ！」

　ディーノは殿下が飛んでいった方を虫けらでも見るように一瞥して私に目線を戻すと、それはそれは綺麗に微笑んだ。

「《さぁエミリア。この地から災厄は去りました。私たちと共に戻りましょう》」

　屈んだディーノが、私の首のうしろと背中をそっと支える。助け起こしてもらいながら、私の目は彼に釘づけになっていた。

　ディーノの出で立ちは、まるで王宮の玄関ホールで初めて見て腰を抜かしかけた、あの宗教画の神様みたい。

　……コスチュームプレー？　いやいや、ディーノのさえた美貌が際立って、ものすごくさまになっている！

「《街を守るために隠さずに力を使ったってことは、この地で『聖女』として立つ覚悟を決めたんだろう？　当然、俺たち四大精霊が付き従ってやるぜ。聖女様？》」

「サラマンダー……！」

　人間の姿を取ったサラマンダーがディーノの隣に現れて、さも当然といったふうに告げる。

　筋肉質に引きしまった体に、ディーノと同じ意匠の神聖な雰囲気の長衣カフタンをサラリとまとったサラマンダーはすごくセクシーで、思わずゴクリと喉が鳴った。

　しかも、護衛騎士として輿入れ旅に潜入していた時よりも、明らかにキラキラ感が増している！

「……ん？　ところで、付き従うってなに？」

　たしかに、今回の一件で私は皆に聖女として周知されたはずだが。

「《ふふっ。人って単純だからね、視覚からの情報には弱いんだよぉ。エミリアが僕たちの大切な女の子だって、みんなにしーっかり見せつけてあげなくちゃ》」

　え、天使がいる……！

「シルフ……！」

　初めて見る人間の姿のシルフに、私は目を丸くする。

　背は私より頭ひとつ高いくらい。グリーンのマッシュヘアと萌ゆる新緑の瞳の青年は、成長過程特有――実年齢に触れてはいけない――の中性的な魅力とみずみずしさに満ちていた。

「《山を下りたらお披露目……》」

「ノーム！」

　最後に姿を見せたのはノーム。スラリとした白はく皙せきの美青年は、夜会の夜と同じように今日も前髪をサイドに流し、切れ長の目を隠さずに見せていた。

　長衣カフタンをスマートに着こなした立ち姿は気品にあふれ、貫禄すら感じられた。深みのある琥珀色の瞳を向けられると、ホゥッと感嘆の息が漏れた。

「《うーんと、多くの人に見せつけるにはやっぱり王宮がお誂あつらえ向きかなぁ。よーし、僕に任せてっ！》」

　私が怒涛の展開に首をかしげているうちに、シルフが茶目っ気たっぷりに微笑み、パチンと指を鳴らした。直後――。

「あっ!?」

　体が重力から解放されて、ふわりと宙に浮き上がる。

　えっ!?　なにが起きてるの!?

　ビックリして、反射的に目を閉じた。

「《着いたよぉ！》」

　シルフに声をかけられて、おそるおそる目を開いてみる。

「嘘!?　ここって王宮!?」

　驚くべきことに一時間ヒューラを走らせ、五時間かけて登ったエーテル山の山頂から、物の数秒で王宮に帰り着いていた。しかも、尖塔の上空をふわふわと浮遊していた。

　風を孕んでひらりと翻るスカートの白さにハッとする。

　……あら!?　ドレスが新しくなっているわ！

　土に汚れた夜着が、いつの間にかやわらかな薄絹の綺麗なドレスに替わっていた。

　ふと、眼下のざわめきに気づく。

　目線を落とすと王宮の敷地内はもちろん、通りや広場など辺りにひしめくすべての人々の目がこちらに注いでいた。さらに王宮前庭には、この瞬間にも続々と宮中から人が飛び出してくる。その中には目を丸くした陛下や宰相閣下、大臣たちにアニータの姿もあった。

「っ、これはいったい……？」

　低い唸り声を耳にして振り返ったら、引きつった表情の殿下とハウイットさんが私のすぐうしろに浮かんでいた。

「殿下！　ハウイットさん！」

　精霊のみんながやってくれたのだろう。ふたりとも付着していた血が綺麗になっていて、白い粘土で傷の手当てもされていた。

　あぁ、よかった！　ふたりとも無事みたい！

　ほとんどぼろ切れだった着衣も、やはり正装に替わっていた。加えて殿下の手には、例の弓に似た大型の武具もしっかりと握られていたのだが……。

　山で見た鈍にび色いろとは違い、今はキラキラした金色へと色を変えた弓に首をかしげていると。

「《さぁエミリア。西の空に滞った禍を追い払うことも、粉塵を浄化することも、すべてはあなたの心のままです》」

　ディーノに耳もとで指針をほのめかされてハッとした。

　……そうか。私にはまだやれること、やるべきことがある。ボーッとしてる場合じゃない。

「《我ら精霊のいとしき姫。あなたの願いをお命じください》」

　さらにディーノは、地上に集まった人々に見せつけるように慇懃な所作で声高に続けた。

　私はスゥッとひと息吸い込んでから、シルフに向き合う。

　ディーノにしても、胸の前に片手をあてて粛々と私の言葉を待つシルフにしても、明らかに人に見せることを意識した振る舞いをしているとわかる。これは、私を『聖女』と知らしめるためにみんなが用意してくれた舞台なのだ。

　痺れるような緊張の中で、私は成句を唱えた。

「風の精霊シルフ【西の空に残る禍を追い払って！】」

「《承知。姫のおおせのままに》」

　シルフはニコッと微笑むと、伸び上がってチュッと私の左頬にキスをした。

　そうしてひと呼吸の後には、西の空に停滞していた赤黒い禍がスーッと消え去り、一面青空が広がった。

　目に見えるこの変化に、周囲がワァッ！っと歓声に包まれる。

　シルフは機嫌よさそうに、眼下にひらりと手を振った。精霊の大盤振る舞いに、再び大歓声があがったのは言うまでもない。

　……とんでもない公開プレーだわ。

　尖塔の上空に浮き上がったまま、三百六十度たっぷり人目を引きつけながらの〝お披露目〟に目眩を覚えつつ、なんとか気を取り直して今度はノームに向き直る。

「土の精霊ノーム【住宅地、及び農地に積もった不要な灰や塵を除去して！】」

「《承知した。我らが姫君……》」

　ノームは重々しくひざまずき、私のスカートの裾に唇を寄せた。

「水の精霊ウンディーノ【河川や湖、街の井戸や浄化槽の水の灰や塵による汚染を浄化して！】」

「《承知しました。私のいとしき姫》」

　ディーノは腰を折ってそっと私の手を取ると、恭うやうやしく指先に口づけた。

　……ひぃっ、恥ずかしい。

　いくら『聖女』を宣伝するためのデモンストレーションとはいえ、みんな気合いが入りすぎではないだろうか。

　さっきから、横で見ている殿下の口もとがピクピクと引きつり、それをハウイットさんがなだめているのが居たたまれない。

　ここで、サラマンダーがスッと殿下の前に進み出た。

「《王太子ジークフリードよ》」

　名指しされた殿下は、サラマンダーの前で躊躇なく腰を折った。王族としては異例の所作だが、建国の神が相手とあっては妥当な行動なのかもしれない。

「《そなたは我らがいとし子、エミリアの助けを得て禍を退けた。そなたの功を労い、ひとつ望みを叶えよう。王太子ジークフリード、そなたは我らになにを望む》」

　サラマンダーの声が、朗々と響き渡る。

　殿下は低くしていた頭をスッと上げ、サラマンダーの目を真っ直ぐに見ながら告げる。

「貴殿らのいとし子、エミリアを私の正妃に賜りたく」

　えっ？　……今、殿下はなんて？

「《よかろう。エミリアをそなたに遣わそう。生涯慈しめよ》」

「ありがたき幸せ。必ず、生涯大切に愛おしみます」

　殿下は流れるような礼で答え、サラマンダーはそれに仰々しくうなずいてみせた。

　上空で岩のように固まる私を置き去りに、大地が揺れるような拍手喝采と黄色い悲鳴が響き渡るのだった。










最終章　王太子殿下は正妃に愛を乞う




　聖女のお披露目をした日の夜。

　殿下が私の部屋を訪ねてきた。

「遅くにすまない」

　殿下はあれだけの怪我を負ったにもかかわらず、あのお披露目の後もずっと各地の情報を集めたり、混乱の収束に担当官を向かわせたり、息つく間もなく働き通し。この時間になってやっと体が空いたようだ。

「いえ、遅くまでお仕事お疲れさまでした」

　国民のために妥協なく尽くす殿下には頭が下がる。……そして私は、これからそんな殿下の隣に正妃として立つことになる。

「話がしたいんだ。部屋に入らせてもらっても？」

　殿下は今日、流れの中で四大精霊の威を借る聖女を正妃にする決断をした。でもそれは〝私〟が望まれたわけじゃない、聖女だから結果的にそうなっただけ。

　正妃になれて嬉しいはずなのに、経緯を思うと少し切ない。

「それはもちろんかまわないのですが……」

「ん？　なにかまずかったか？」

　私は扉を大きめに引き開けて、中の様子を見せる。

　ちなみにこの時、ガルニア王国では珍しい直接床に座るスタイルで、人間の姿の精霊たちがお茶とお菓子片手におしゃべりに興じていた。床には毛足の長い絨毯が敷かれており、これがなかなか快適だ。

　なぜソファではないのかといえば話は簡単、私も含めて大人五人ではソファが定員オーバーだった。私の部屋はスペースにはゆとりがあるが、あいにくこの人数の利用を見越した家具は揃えていないのだ。

「なるほど。かまわんのなら、俺も同席させてくれ」

　殿下は一瞬ギョッとしたようだったが、怯むことなく部屋に入ってきて、クッションをひとつ手にすでにできあがっている輪の中に加わった。

　しかも殿下は、あまりスペースの空いていない私の左隣にやや強引にクッションを敷き、場所を確保していた。若干、割り込みに近いような席取りだったが、隣に入られた格好のノームは苦笑しただけだった。

　私も、自分の場所に腰を下ろした。

　精霊たちは殿下の参加を特に気にしたふうもなく、そのまま会話が続く。

「《僕はね、エミリアに危ない目にあってほしくないし、危険に近づかなくて済むなら断然その方がいいって思ってる。でもね、君が望めば、すべて叶える。極論を言えば、火球を全部打ち砕けって願われたらそうしたよ》」

「えぇええっ、なにそれっ!?　教えてくれたらよかったのに！」

　向かいに座っていたシルフにあっけらかんと言われ、思わず素っ頓狂に叫んだ。

　……だって、そうと知っていたら殿下にあんな苦労をさせることはなかったのに。

　動揺しきりで口をパクパクさせていると、優美な指先で頬をツンとつつかれた。ビクッとして右隣を見れば、美貌の精霊が優しい微笑みをたたえて私を覗き込んでいた。

「《おや、なにを今さら驚いているのですか。私とて、あなたの望みはすべて叶えて差し上げますよ。ただし、私もあなた自身のこと以外は願われれば、ですけれど》」

　ディーノの笑顔が今ほど黒く見えたことはない。……多少の片鱗は感じていたが。

　ツツッと顔を背けたら、どっぷり諦観を滲ませた殿下の瞳とぶつかる。

　ちなみに殿下の左目は今も痛々しく腫れ上がっているが、視力は損なわれていないという。ほかも多少の痕は残っても後遺症が出るような怪我はない。この場にはいないがハウイットさんにも後遺症の心配などはないそうで、そちらもひと安心である。

「エミリア、言うだけ無駄だ。彼らの眼中には、常にいとし子である君しかない。逆を言えば、君以外はしょせんどうでもいい些末な存在ということだ」

「《モーリスのために誂えた三千年物の錆さびた聖具で最後まで粘ってみせたお前の根性は嫌いじゃないぜ》」

「《俺も一定の評価はしてる……》」

　サラマンダーとノームは殿下に（若干？）好意的だ。

「《もっとも最初からエミリアの力を頼って自分から行動を起こさないような男だったら、火球をあてて骨も残らなくなるまで焼き尽くしてやったけどな》」

　サラマンダーの続く台詞に身震いする。

　前言は撤回で、そもそも精霊を人の物差しで測ってはいけないのだ。

「ねぇ、みんな。今さらだけど〝いとし子〟ってなんなの？」

「《そんなの、大好きな子ってことだよぉ！》」

　シルフがキラキラの笑顔で即答する。その答えは実に簡潔だが……。

　若干胡乱な目になった私に、斜め前であぐらをかいたサラマンダーが苦笑しながらフォローを入れる。

「《ははっ、シルフの言葉も間違いじゃないぜ。俺たち精霊に恋情という概念はないが、稀にどうしようもなく強く惹かれる乙女に出会うことがある。それは理屈じゃない。本能で惹かれる》」

「それがいとし子であり、私だと……？」

「《ああ。俺たちは伴侶になることを望まないが、エミリアの幸福をなによりも願っている。そのための助力は惜しまないぜ》」

「サラマンダー……」

　親兄弟に抱くような親愛の情だったり、友人相手のような友情だったり、愛の形は様々。

　……恋情ではなくとも、サラマンダーの言うそれは間違いなく愛だ。

　ジーンと胸が熱くなった。同時に、この先もけっして彼らの親愛を裏切らない存在であろうと心に誓った。

「《エミリア、私は大切なあなたの幸福を全力で守りますよ。もし、あなたを不幸にする者があれば、即刻湖底に沈めて差し上げますので、すぐにおっしゃってくださいね》」

「あ、ありがとうディーノ。でも、湖底に沈めてもらいたいような人はいないから大丈夫よ！」

「《おや、そうですか》」

　ディーノはなぜそこで残念そうに眉尻を下げるのか。そしてなぜ一瞬、チラッと殿下を見るのか。

「……安心していい。俺はきっと舅しゅうとや小舅とだってうまくやってみせる」

　殿下が私の耳もとで悪戯っぽく囁いた軽口に、クスッと笑みがこぼれ温かい気持ちになる。併せて、殿下に精霊のみんなの存在も含めて、まるごと私を受け入れてもらえたような嬉しさが胸に湧き上がった。

　顔を上げると、精霊のみんなに視線を一巡させて私の思いを伝える。

「私、みんなのいとし子になれてよかった。私もみんなが大好きよ。これからも、どうかよろしくね！」

　みんなはそれに満面の笑みで応えてくれた。彼らの心を疑う余地は微塵もない。ただ、彼らの好意はその射程圏内が実に限定的なのだ。これを早々に見抜くあたり、やはり海千山千の『氷の王太子』殿下は慧けい眼がんである。

　ところがだ、精霊たちとの会話が進んでいくうちに、そんな殿下の目も徐々に遠くなっていく――。




「嘘。初代王モーリスさんって、半分も打ち落としていないの!?　殿下は六時間も矢を射続けていたのに……」

「《そうだよ～、ほとんど僕が颯はやてで打ち抜いたんだ。モーリスの王妃になったそのいとし子ってね、それはもう精霊使いが荒いのなんの》」

　シルフは大変だった当時を振り返っているのか、ちょっと遠い目をして続ける。

「《颯で火球を打ち抜くほかにも、かなり早い段階から守りの風を広範囲に張ってたし、エーテル山の山頂まで彼女を飛ばしたのも僕。あの時は〝お願い〟のオンパレードで、僕ひとりてんてこ舞いだったよぅ》」

「モーリスさんのお相手のいとし子さん、すごい決断力と行動力……」

　シルフには申し訳ないけれど、私ももっと頼ってしまえばよかったと少し後悔した。

「《普段は控えめだけど、ここぞという時の思いきりがよくて……そういうところはエミリアと似てる……》」

　ノームは懐かしむように目を細めた。

「んー、初代王妃様といえば母方の遠いご先祖にあたるし。私と似ている部分もあるかもしれないわね」

「待ってくれ、エミリア！　君は自分がガルニア王国に……それも王族にゆかりがあると知っていたのか？」

　なぜか殿下がものすごい食いつきをみせた。

「はい、母が残した日記に書いてあったので。なんでもアドランス王国に来る前、母はガルニア王家の外戚にあたる侯爵家の令嬢だったとか」

　目を丸くして私を見つめる殿下に、内心で首をかしげる。

「母はずいぶんと行動的だったようで、政略結婚が嫌で実家に絶縁状を叩きつけて国を出たと書いてありました。まさか、殿下が母のことをご存じだとは思いませんでした」

「いや、そこまで詳しくは知らなかった。もしかして、母君の実家の侯爵家がどこかも知っているのか？」

「たぶん日記を見ればわかると思います。……あの、それがどうかしたんですか？」

　殿下は少し気まずそうに口を開いた。

「いや、なに。君は以前に『私は身内に縁が薄いですから、親族間で親密な関係が築けているのは純粋にうらやましい』と言っていたろう？」

　そういえばそうだった、たしかに言ったと思いながら彼の目を見つめる。

「君が聖女とわかり、俺も君のルーツがこの国にあると気づいたんだ。もし母方の生家がわかれば君が喜ぶと思い、捜そうとしていた矢先だったんだが……そうか、君は知っていたんだな」

　舞踏会の場でサラッと伝えただけの台詞を、まさか覚えているとは思わなかった。そして殿下がそんな行動に出ようとしていたとは……。正直、かなり驚いていた。

「母は実家と縁を切って国外に渡ったくらいですし、日記を読む限り相当折り合いは悪かったようです。私自身、母の実家と交流することは考えていませんでしたが……でも、殿下はどうして私のためにそこまでしてくれるんですか？」

　純粋に疑問に思い、尋ねた。

　……そう。私は今でこそ聖女認定され、運よく正妃になるわけだけど、もともと殿下にとっては押しつけられた名ばかりの側妃だ。そんな女に気遣いを見せるのは、どうして？

「君を喜ばせたかったからだ。そしてもうひとつ、六日後の婚姻の儀で、俺はどうしても君を正妃にしたかった」

　……ん？　殿下は今、なんと言った？　もしかして、なにか聞き間違えたかしら。

「君が聖女だとわかって、しかも結果的にそれを公表できて、本当によかったよ。もし聖女じゃなかったら、なにか別の手を打たなければ議会での承認が得られない。君の母方の実家に後見を頼むことで承認に持ち込めないか、可能性のひとつとして考えていた」

　私が怪訝そうに首をかしげていると、殿下が少し早口でさらに続ける。

「もちろん、今日の一件で君は聖女と周知され、精霊たちから正妃に迎える許しも得た。今さら異を唱える者などないし、当然後見も不要だ。君が望まなければ、無理に実家と連絡を取る必要だってない」

「……いえ、そうではなくて。さっきの言い方だと、まるで殿下は聖女でなくとも私を正妃にしたかったのだと、そう聞こえてしまいます。そもそも、私が殿下の正妃になるのって『聖女と王太子の婚姻は国にとって大慶。しかも今回は、精霊たちの全面バックアップで聖女としての箔づけも完璧。だから出自は難ありでも目を瞑って正妃にしよう』と、言うなればこんな経緯ですよね？」

　私が口にした瞬間、殿下は一気に顔色を失った。脇で聞いていた精霊たちは、ある者は大爆笑し、ある者は殿下に同情の滲む目を向けてと、その反応は様々だ。

　身も蓋もない言い方だが、非常にわかりやすく核心を突いたと思ったのだけど。

「もしかして私、なにかおかしなことを言いましたか？」

「いいや、エミリア。俺のこれまでのふがいない態度では、君がそう考えるのも無理はない。だが――」

　殿下はここで言葉を途切れさせると、グッと唇を引き結んで立ち上がる。その目は並々ならぬ決意を秘め、表情は厳しく引きしまっていた。

「申し訳ないがエミリアとふたりで話がしたい。席を外してもらえないか」

　殿下はそう言って、精霊のみんなに頭を下げた。

　突然の行動に疑問符を浮かべる私の脇で、精霊たちは互いに顔を見合わせていた。やがてディーノがやれやれとクッションから腰を上げ、ほかのみんなも次々に立ち上がる。

「《思うところはありますが、仕方ありませんね。また明日参ります》」

「《じゃあねぇ、エミリア。おやすみぃ～》」

　ディーノは幾分不満げに殿下に流し目を送り、シルフはいつも通り飄ひょう々ひょうと言い残し、空気に溶けていく。

「ちょっ、ふたりとも……？」

　慌てて立ち上がり、ふたりに向かって手を伸ばす。だけど、触れる前にふたりは完全に消えてしまった。

「《エミリア、精霊は嘘を見抜く。この男の肩を持つわけじゃないが、尖塔で俺に乞うたこいつの言葉に嘘はなかったぜ》」

「《よく話し合え……》」

　サラマンダーとノームもどことなく訳知り顔に言い置いて、ディーノたちの後を追うように消える。

「えっ……み、みんな？」

　私はサラマンダーとノームが消えた場所を交互に見て、ぽかんと立ち尽くす。

　部屋には私と殿下、ふたりだけが残った。




＊＊＊




　部屋にふたりきりになると、俺はエミリアの正面に回りスッと片膝を突き、彼女を見上げる。アメジストのような澄んだ瞳に、俺が映っていた。

「エミリア、どうか聞いてほしい」

　先ほどのエミリアの言葉を聞き、すべてが後手後手で至らない自分自身に愕然とした。精霊たちに許可を得るよりも先に、彼女に俺の心を伝え婚姻の承諾をもらうのが筋であったのに。俺は順番を間違えたんだ。

　それだけではない。いつだってエミリアの前では格好よくいたいのに、実際は空回ってばかりでちっとも格好なんてつかない。

　だが、ぶざまでも愚かでもいい。聖女の慈悲にすがってでも、俺は彼女の愛が欲しい。

　恥も外聞もかなぐり捨てて、想いのすべてを打ち明けて愛を乞う――！

「はい」

　小さく答えるエミリアの声は、おっとりとしていて春の陽だまりを思わせる。

　今思えば、全身鎧に身を包んで初めて対峙したあの時、俺は耳に心地いいこの声で『己の立場は重々承知しております。身のほどを弁え、けっして王太子殿下、並びに後の妃殿下のお心をわずらわせるような真似はいたしません』と、毅き然ぜんと答えられて恋に落ちた。

　見た目はまさに妖精そのもの。愛らしくしなやかな彼女の、一本筋の通った凛とした姿に無性に惹かれたのだ。

「俺は君を愛している」

　エミリアは目をパチパチとまばたいて、固まっている。

　そんな些細な仕草すら奇跡のように愛らしくて、思わず俺の腕の中に閉じ込めたくなる。彼女のすべてが、俺を魅了してやまない。

「君を王太子の部屋につながる隣室――王太子妃の部屋に通したのは俺にとって必然で、あの時からずっと君しか見ていない。俺が正妃にしたいと望んだのは、後にも先にもただ唯一君だけだ」

　彼女があまりにも大きく目を見張るから、アメジストの宝石がこぼれ落ちてしまうんじゃないかとハラハラした。

　俺が反射的に腕を伸ばし、指先を彼女の頬に添わせたら、彼女はくすぐったそうに目を細めた。その様子が人馴れした子猫みたいで、真剣な状況にもかかわらず口もとが緩んでしまいそうになる。

「……私があの部屋を賜ったのは初日ですよ？」

「ああ、初めて会ったその日にはもう惹かれていた。そういう意味では、俺は君にひと目惚れであったと思う」

「初めて会ったその日……」

　呆然と繰り返す彼女は、なぜか少しだけ心ここにあらずに見えた。

「もちろん、それは見た目の美しさばかりではない。すぐに君の人柄にも惹かれ、虜とりこになった。そして同じ時間を過ごし、君の新たな一面を知るごとに愛おしい想いは募った。謙虚で健けな気げで、他者への情に厚く優しい君が好きだ」

　彼女の体が『好き』の一語に反応し、ピクンと揺れる。

　俺は相好を崩し、さらに言葉を重ねる。

「君が楽しそうに笑っていると、俺まで嬉しい気持ちになる。君が悲しそうにしていたり、自信なげにしていたりすると、無性に守ってやりたくなる。一方で、こうと決めたら信念をもって貫き通す君の強さはまぶしくて、思わず傅かしずきたくなる。あとは――」

「あの、その辺で……！　もう、恥ずかしいですから……っ」

　彼女は顔を真っ赤に染め、俺の目から隠すようにおずおずと両手で覆った。

　彼女の一挙手一投足すべてが俺を魅了して、腕の中に抱きしめてその甘やかな唇を奪いたい衝動に駆られる。

「なんだ、まだちょっとしか言ってないぞ？　君の魅力はまだまだあるんだ」

「っ、殿下は時々意地悪です」

　肉欲めいた衝動を逃がすようにあえて軽口を叩けば、彼女は涙をためた目でわざと俺を睨みつける。

　きっと彼女は、自分がどんなに俺を魅了し、虜にしているか想像もしないのだろう。とびきり可愛い妖精は、俺を誘惑する小悪魔でもある。

「好きな女性についつい意地悪をしたくなるのは男の性だ。しかし、いとしい君に嫌われてしまうのは本意じゃない。自重しよう」

　俺は表情を引きしめると彼女の左手を恭しく取り、その指先にそっと唇を押しあてる。

　彼女は膨らませていた頬をぺしゃんとさせ、俺の瞳を見返した。

「俺は君しかいらない。生涯、君ひとりを愛すると誓う。だからどうか俺の正妃になってほしい」

　固唾をのんで、彼女の答えを待った。

　どれくらい経っただろう。さくらんぼの色をした唇がゆっくりと開く。

「……私でよろしいのですか？」

　彼女の声は微かに震えていた。

「ああ、君がいい。君でないと駄目なんだ。君は、俺の言葉が信じられないか？」

「いいえ！　殿下の想いは十分すぎるほど伝わりました。私を想ってくださること、すごく嬉しい。私だって、ずっと殿下をお慕いしていたんです。……あっ！」

　耳にした瞬間、彼女を腕に抱きしめていた。

「愛してる、エミリア。その言葉を聞かされたなら、俺はもう二度と君を離さない」

「っ、私もあなたの隣をほかの誰にだって譲りたくありません。けれど、私は正妃としてあなたの隣に立つにはあまりに無学で……。もしかするとあなたに恥をかかせてしまうこともあるかもしれません」

　涙交じりの彼女の告白が、俺に深い喜びをもたらす。同時に彼女の苦悩を知り、それを分け合って共に歩んでゆく気概と覚悟を胸に刻む。

「心配いらない。俺が君にすべて教える。そして君が戸惑う時は、必ず俺が助けになる。君の悩みは俺が一緒に引き受ける。共に乗り越えながら、同じ道を歩んでいこう」

「殿下、愛してます。私をあなたの正妃にしてください」

　涙をこぼしながら、エミリアが笑っていた。

「もちろんだ。君は俺の生涯でただひとりの愛する妻だ。もう、俺の愛を拒むことは許さない」

　涙に濡れた左右の目尻に順番に口づけて、最後にそっと唇を奪う。

　ほんの一瞬だけ表層を触れ合わせ、すぐに解いた。彼女は湯気が出そうなくらい顔を真っ赤に染めて、目を真ん丸にして俺を見ていた。

　あどけないその様子は、思わずパクリと食べてしまいたいくらい可愛いが、彼女を怯えさせるのは本意ではない。

「フッ。涙が止まったようでなによりだ」

　内心の劣情をひた隠し、鼻先にチョンともうひとつ、触れるだけのキスをする。

「っ！　殿下っ、からかわないでくださいと何度もお伝えしてるのに……！」

　子猫のように可愛らしく牙をむくエミリアに破顔しつつ、耳もとでそっと囁く。

「エミリア。俺のことは殿下ではなく、ジークと呼んでくれ」

「……ジーク様？」

　子猫が俺の腕の中で「これでいい？」とばかりに小首をかしげてみせる。その可愛さたるやすさまじい。

「もう一度だ」

「？　ジーク様」

　高鳴る鼓動を抑えつつねだってみれば、再び彼女の唇が甘やかに俺の名前を紡いだ。愛おしい想いのまま、エミリアをかき抱くように胸に閉じ込めた。

「んっ、殿下……じゃなかった、ジーク様。苦しいですよ……？」

「聞こえんな」

　あふれるほどの幸福感に包まれて、春の宵は更けていった。










エピローグ




　大陸を襲った未曾有の禍から六日が経った。

　この数日で大陸各国の被害状況が出揃ったが、ジーク様の奮闘によりなんと大陸全土で死者数はゼロ。ガルニア王国の物的被害も最小限で済んでいた。……そう。あくまでガルニア王国の物的被害は、である。

　すべての火球を打ち落としたかに見えたジーク様だが、実はひとつだけ打ち損じていたようなのだ。その火球は、アドランス王国の王宮を直撃。王宮は全壊したそうだが、従事者も含め全員避難していて無事だったのは、不幸中の幸いといえるだろう。

　四日前に早馬で一報を受けた時は、同情の念を抱いた。しかし、私が聖女であり、ジーク様の正妃になると知るや、継母は手のひらを返したようにすり寄る姿勢を見せた。あげくに金品の要求までしてきた時は、開いた口が塞がらなかった。

　怒った精霊のみんなが継母の制裁に飛び出していこうとしていたのを、ジーク様と一緒にすんでのところで止めた。私自身、私的制裁など望んでいないし、そもそもガルニア王国は法治国家だ。今後、属国であるアドランス王国には、ガルニア王国の災害支援法に基づいた適正な支援がなされるだろう。

　ちなみに今後、支援の交渉窓口は切れ者と評判のトルドー外務大臣が担う。彼に任せておけば万事間違いないだろう。

　だから、もうあの国のことはどうでもよくて……。それよりも目下、私の頭と心をいっぱいいっぱいにしているのは別のこと。

　……今日、私は無事に国教会で婚姻の儀を執り行い、ついに法のもと正式にジーク様の正妃になったのだ――。

「ちょっ、アニータ。アニータったら」

　婚姻の儀は司祭の前で婚姻証書を交わす儀式だが、直系親族のみ列席が慣例の小規模かつ質素なものだ。披露宴と国民へのお披露目式は日を改めて、盛大に催すことが決まっている。

　そういうわけで婚姻の儀は日の高いうちに終わり、夕方前には王宮に戻ってきてゆっくりと寛いだ時間を過ごして……は、いなかった。

「はい？　どうされました」

　帰城後、簡単な食事を済ませるや、すぐにアニータに大浴場に連行されて隅々まで磨き上げられた。ふやけそうになったところでやっと湯舟から引き出されたと思えば、今度は部屋で髪やら肌やら入念に手入れされている。

　でも、保湿クリームを人に塗られるのは、くすぐったいことこの上ない。

「もう無理っ！　くすぐったくって！　あとは自分で塗るから大丈夫よ」

　無理なものは無理だ。限界を迎えた私は、アニータの手からちょっと強引にクリームが入った小瓶を取り上げた。

「仕方ありませんね。では、全身にしっかりのばしてくださいね」

「ええ、わかったわ」

　ホッとひと息つきながら、おざなりに塗り込める。

　その間にアニータが新品のネグリジェを出してくれて、クリームを塗り終わった後で袖を通した。

「……ねぇ、アニータ。このネグリジェ、少し生地が薄すぎるんじゃないかしら？　ほら、春とはいえ朝晩はまだ冷えるし……厚地の物に替えた方がいいと思うの」

「ふふふっ、その心配はいりませんわ。だって、お寒いようでしたら殿下に温めていただけば――うぷっ！」

　反射的にアニータの口を両手で押さえた。

「ちょっ!?　アニータったら、なに言ってるの……！」

　そうなのだ、私は今夜からジーク様の部屋で一緒に眠るよう言われている。彼の寝室が、今後は夫婦の寝室になる。

　アニータの口を塞いでみたところで、その事実は変わらない。……要するに、これから初夜なのである。

　頬を赤らめてもじもじとうつむく私の耳に、アニータの笑い声が届く。

「ふふふっ、エミリア様って女の私から見ても本当にお可愛らしい。……これでは殿下は理性の限界やらもんもんやら、いろいろお察しいたしますわ」

「なぁに？　よく聞こえなかったわ」

「いえいえ、今のはお気になさらず。最後に私からひとつだけ助言させていただきますと、そのように潤んだ目で唇を尖らせ上目遣いで見られますと、思わず食べてしまいたいくらいの破壊力でございます。ですので、狼に変身した殿下に食べられてしまわれたくなかったら、その仕草はオススメしません。……それではエミリア様、温かい夜をお過ごしください」

　声の音量が上がっても、結局言葉の意味がいまひとつわからないまま、アニータにトンと背中を押されて私は隣の部屋に……。

「あ、そうだわ」

「どうされました？」

　ジーク様の部屋に行こうとしていた足を方向転換し、寝台脇のサイドテーブルに向かう。

「ちょっと忘れ物。いつか返そうと思いながら、ついつい忘れちゃって……うん、これでよし」

　引き出しの中から懐紙で包んだ私の親指くらいの大きさの物を取り出すと、ネグリジェのポケットに入れる。

　そうして今度こそ、ジーク様の部屋へと向かった。




　ジーク様の姿は、バルコニーにあった。

　――カタン。

「こちらにいらしたんですね」

　バルコニーに続くガラス戸を開けて声をかけた。振り返ったジーク様は、私の姿を見ると一瞬目を見張った。

「ここは冷えるから、中に入ろう」

　彼はそう言って歩み寄ろうとする私を制し、そっと肩を抱いて一緒に室内に戻った。

　私とジーク様は並んで寝台に腰かけた。

「ジーク様、もしかしてなにか悩みごとですか？」

　うかがうように私が切り出すと、ジーク様は意外だとでもいうように首をかしげて見返した。

「なぜそう思う？」

「だって、さっき眉間に深い皺を寄せていらっしゃったから」

　私の言葉にジーク様は苦りきった表情を浮かべ、ふと宙を仰ぎ見た。

　……なんだろう？

「悩んでいるわけではないのだが、実は落とし物をした」

　唐突な語り出しに若干驚く。

「え、落とし物？　大切な物だったんですか？」

「ああ、とても。常に身に着けていてな。エーテル山に登った段階では、たしかに持っていたんだ」

　ん？　戸惑いつつ、静かに続く言葉を待つ。

「だが、帰ってきた時にはなくなっていた。気づいた後すぐに捜したが、エーテル山にも王宮の尖塔にも、もちろん俺の部屋にもなかった。おそらく精霊たちがボロボロになった衣服共々処分したのだと思うが、ふたつとない思い出の品だったからな。少々寂しく思い返していたんだ」

　……それって！　ここまで聞けば自ずと察した。

「ジーク様。それ、もしかしてこれですか？」

　私は慌ててポケットから〝それ〟を引っ張り出す。そうして手のひらにのせ、包んでいた懐紙を広げた。

　ジーク様は中から現れた黒い塊に目を丸くしていた。

「すみません。エーテル山で拾っていたんですけど、すっかりお返しするのを忘れていて」

　ジーク様は震える指で黒く煤け、すっかり姿を変えたポプリを掴み上げた。その様子は、ひどく狼ろう狽ばいして見えた。

「あ、あの！　だけどこれ、すっかり香りもなにもなくなってしまっていますし。もしよかったら、新しいのをお作りしましょうか？」

　ジーク様は私の問いには答えず、真っ黒のポプリを握りしめたままズルズルと頭を下げ、膝に突っ伏してしまった。

　頭を抱え、大きな背中を小さく丸めたその姿は、見るからに落ち込んでいる雰囲気である。

「あの、ジーク様？」

「……気づいていたのか？」

「え？」

「君は、俺が鎧の騎士だと気づいていたのか？」

　呻うめくような声が聞き取れずにいるとジーク様が頭を少し上げ、苦しげな声で繰り返した。

「エーテル山でそれを拾った時に、ああそうだったのかと思いました」

　私の答えを聞いたジーク様は、覚悟を決めた様子でスッと背筋を起こし、私にピタリと目線を合わせた。その表情は切れ味鋭い刃物のように研ぎ澄まされ、セルリアンブルーの瞳は壮絶な悲愴感を醸し出ていた。

「……すまなかった。身分を隠し、嫁いでくる王女を品定めしに行くなど、悪趣味なことをした。それに初対面で君に身のほどを弁えろだの、取り入ろうとするなだの、あまりにひどい言葉をぶつけた。なんと謝っていいか、謝罪の言葉もない。……本当に、申し訳なかった」

「頭を上げてください！　ジーク様に謝っていただく必要なんてありません。私の前評判は最悪だったと自分でもわかっています。悪女の噂の真偽を確かめにいらしたのだと事情は十分理解していますから」

「鎧姿で会いに行った動機はたしかにそうだ。それゆえ、ジークフリードとして君に愛を乞いながら、俺はその事実を伝えず、隠し通そうとした。……卑怯で愚かな男だとあきれてしまったか？」

　まるで私の裁可でも待つように、ジーク様は苦しそうに顔をゆがめている。

「いいえ、ジーク様がもっといとしくなりました」

　ジーク様は驚愕に目を見張る。

「まさか、あり得ない。俺は君を騙していたんだぞ」

　訝しんでもいるようで、眉間には縦に皺が刻まれている。

「たしかに黙っていたのは褒められたことではありませんが、こうして謝っていただきましたから。それに、本音を言うと私は嬉しいのです」

「嬉しい？」

「ええ。今になって思えばなのですが、私は鎧の騎士様に好意を抱いていました。ですからジーク様と鎧の騎士様が同じ方だと知り、ホッとしています」

「冗談だろう。君にあんなにひどい言葉を投げつけた鎧の男に好意など……」

　怪訝そうな彼に、私は首をかしげた。

「いえ。私はあの時、そもそも『ひどい言葉』とは思わなかったんです。主君思いの正直な方だと、むしろ好感を抱きました」

「馬鹿な」

「本当です。鎧の騎士様は、道中でも細やかに私を気遣ってくださって。そんな彼に、ジーク様に対して抱く感情と同様のものを、私はたしかに感じていたんです」

　……鎧の騎士様とジーク様。今では、私の中でふたりは完全に同じ人になっている。

　鎧の騎士様は実在しない人物だけど、優しくて気遣い屋の旦那様のいとしい一部だと理解していた。

「君は寛容すぎる。君に正体を打ち明けたら、鎧の騎士がぶつけた牽制の言葉がジークフリード本人が語った言葉になってしまうと思った」

　彼の膝の上で固く握られた拳が、小刻みに震えているのに気づく。

「隠し通し、一から関係性を築いた方が格好がつくと、そんな浅はかな考えでいたんだ。だが、今だからこそ思う。君以外を正妃にする気はないと、早く伝えるべきだった。そうすれば君を傷つけることもなかった」

　ジーク様がひどく後悔しているのが、わかりすぎるくらいに伝わる。だけど私は、彼が私と一から関係性を築きたいと望んでくれていたことを嬉しいと思いこそすれ、浅はかとは絶対に思わない。

　もちろん打ち明けてくれていたら、今とはまた違うスタートが切れていたのだろうけれど。

「たしかに、いずれジーク様が迎える正妃様の存在にずいぶんとやきもきしました。ですがこの一カ月、それ以上に嬉しいことや楽しいことがいっぱいありましたよ。……それこそ、あなたを愛するのに十分なほどに」

　そう思えば、この期間はけっして無駄じゃなかった。だからジーク様に謝ってもらう必要なんてないのだ。

　彼は感極まった様子で、私に向かって腕を伸ばす。けれど、私の頬に触れる直前でピクリと手を震わせて下げてしまった。

「君はどこまで清らかで美しいんだ。あまりに綺麗で、綺麗すぎて……触れるのがはばかられる」

　ジーク様はそう言って、再び膝の上で拳をつくった。

「寂しいことをおっしゃるんですね。私はジーク様に頭をなでてもらうとすごく心地よくて、頬や口もとに触れられるとドキドキします。なのに、私に触れてはくださらないの？」

　私は彼の拳を両手でそっと包み込んだ。

　ちょっとの不満感がツンと唇を尖らせる。切なさが自然と目頭を熱くして、潤みを帯びた目でジッとジーク様を見上げた。

　私の手の中にある、ゴツゴツとした大きな拳。そこにギリッと力がこもったのを感じた。

「……エミリア」

　かすれてちょっと色っぽいジーク様の声が、私の耳をくすぐる。

「せっかくジーク様と正式な夫婦になれた記念の夜です。それなのに、あなたのぬくもりが感じられないのは寂し――っ!?」

　言い終わらないうちに、私はジーク様の逞しい胸にすっぽりと抱きしめられていた。衝撃で煤けたポプリがジーク様の膝の上から床へと落ちた。

　熱で焦がされ、もう香りなんて完全に飛んでしまったはずなのに、不思議なことに清涼なハーブの香気がふわっと鼻腔をかすめたような気がした。

「触れたいさ。こうして君を腕に抱きしめる日を何度も夢に見た」

　薄い夜着を通して感じる彼の体温がひどく熱い。ジーク様にのぼせてしまいそうだった。

　硬い感触の指が慎重におとがいに添えられて、彼の形のいい唇が近づく。そうして私の唇にそっと啄ついばむように触れる。

「んっ」

　一度離れた唇が再び重なり、今度は少しだけ長くとどまってやわらかな感触を伝えてくる。

「……愛してる、エミリア。君のすべてが愛おしい。俺に君を愛させてくれ」

　優しい口づけを受けながら甘やかに囁かれ、気持ちが高ぶり体が火ほ照てり始める。すがるようにジーク様の背中に腕を回した。

　角度を変えながら徐々に深まる口づけは、やがて呼気まで奪うような激しさに変わる。

「あぁっ」

　愛撫の手が首筋から胸もとへ、そしてやわらかな双丘へと位置を下げていき、唇から熱い吐息と弱々しい声がこぼれる。彼の手に酔わされて、まともな思考が遠ざかってしまう。

　密着した肌と肌が新たな熱を生み、体の内にジンッとした焦燥がたまる。ジーク様にトンッと押し倒されて、もつれ合うように敷布に沈んだ。

「あっ、ジーク様……」

　ほのかな月明かりに照らされた寝台で、ふたりの影が重なる。甘く乱されて触れ合う肌が熱を帯び、甘美な吐息が漏れた。

　夫婦の寝室は濃密な愛の香りが満ち、夜の静寂に甘い息づかいととろけるような囁きが響く。

　上空では祝福するように月が光の波紋を描き、ふたりをやわらかに照らす。

　祝福の光を受けながらふたりの熱く長い夜と、夫婦として過ごす希望にあふれた新たな人生が幕を開けた――。
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あとがき＆お礼小話




　太陽もすっかり高くなった頃。大きな寝台の上で俺の腕を枕にし、すやすやと眠るエミリアを見つめる。閉じられた瞼にプラチナブロンドの長い睫毛が影を落とす。そのうしろに、きらめくアメジストの宝石が隠れているのを知っている。

　夢うつつでむにゃむにゃと俺の名を呼ぶ妻が可愛い。控えめに言って、可愛すぎる。じきに目覚めそうな気配を感じ、枕にするのと逆の手でそっと頭をなでようとして。

《あれぇ、エミリアってばまだ寝てるのぉ？》

　なっ!?　唐突に、頭上から聞こえてきた声に脈が跳ねる。反射的に見上げ、目にした彼らに息をのむ。すぐに彼女を隠すように、すっぽりと胸に抱き込んだ。

《そろそろ起きそう……》

《では、顔を洗う水を用意しましょう。身支度の手伝いも必要でしょうかね》

《おいおい、ディーノ。それはさすがに馬……いや、婿殿に蹴られるぜ》

　なぜだ。彼らが見えるし、声も聞こえる。夫婦の寝室に許可なく入ってこられた怒りよりもまず、人間の姿を取っている時しか見たことのなかった四大精霊を、チビサイズで目にした衝撃におののく。おそらくこれが、いつもエミリアと接している姿なのだろうが……。なぜ、俺に見えているんだ!?　まさか今後は、ずっと見えっぱなしか!?　よぎった想像に、軽く絶望した。

　その時、エミリアがわずかに身じろぎ、俺の胸の中で目を覚ます。

「……ん、ジーク様？　おはようございます。あら、みんなも……ぁんっ!?」

　俺ははばかることなく最愛の妻の、さくらんぼの色の唇に口づける。この唇は俺のもの。この甘さを知るのは、夫である俺だけだ。

《破廉恥～っ!!》《目に毒……》《お熱いこって》《やはり今からでも水に沈めましょう》などと、やいやいかしましい四大精霊（チビサイズ）に少なからぬ優越を噛みしめる。エミリアが慕う守護者ゆえ邪魔とは言うまい。そう、口が裂けても言うまい。

「おはよう、奥さん。俺たちの新婚生活は賑やかになりそうだな」

　代わりに俺は、そう言って微笑んだ。




　ある朝のひとコマでした♪　最後までお読みいただき、ありがとうございました！
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敵国王子の溺愛はイケメン四精霊が許さない！


～加護持ち側妃は過保護に甘やかされています～
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